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ＦＩＬＥ．０　どうして僕ぼくは追いかける？







「待てごるあぁぁぁ！」

「はっはぁはぁ、ご、ごめんなさいぃぃっ！」

　僕は逃にげていた。

　なぜだかどうしてか逃げていた。

　脇わき目めも振ふらずただ全力で。

　額には疲ひ労ろうの汗あせならぬ、焦あせりと緊きん張ちようの脂あぶら汗あせが滲にじんでいるのが分かる。呼吸も絶え絶えで肺という奴やつはいくら酸素を送ってやってもすぐにそれを使い果たし、物もの乞ごいのように次の酸素を求めてくる。

　く、苦しい。

　でもこの足は止められない。

　走りながら後ろを一目振り返れば、そこには白しら髪が交じりの男が物もの凄すごい形相で僕のことを追いかけてきている。今ここで止まったらあの男に殺されるやもしれない。それくらいの剣けん幕まくだからだ。

　なんでこんな事になってしまったんだ？

　どうして僕は追いかけられている？

　理由が分からない。

　でも、なぜか心の内ではそれをどこかで楽しんでいる自分がいる。こんな状じよう況きようだというのにもかかわらず。

　なぜ？

　走り続ける足と共に頭もヘトヘトになり思考がどこかへ飛んで行きそうになった時、突とつ如じよ前から声がかかった。

「何をボヤボヤしているっ！　そんなことでは追いつかれてしまうぞ!!」

　疲つかれ切った顔を振り上あげれば、そこには僕に向かって喝かつを飛ばす少女の姿があった。彼かの女じよは僕の数歩先を同じように直ひた走はしっている。

　そうだ、そうだった。

　僕がこんな目に遭あっているのもみんな彼女のせいだった。

　そしてこの気持ちも――

　この気分をもっと味わっていたい。そう思えるから不思議だ。

　一いつ緒しよに逃げる彼女の表情も必死ながらもどこか楽しげだった。こんな状況でする顔ではない。しかし、だからこそ、僕は本当の意味で足を止められなかったのかもしれない。




　だから僕は彼女を追いかけた。







ＦＩＬＥ．１　強制インストール







　花はな井い良りよう児じは閑かん散さんとした放課後の教室で学級日誌を前に悩なやんでいた。

　何を書いていいのか全然思いつかない。今日あった出来事を思い返してみても特別変わった事はなかったし、いつもと同じ日常が滞とどこおりなく過ぎ去っていっただけで特筆すべき事こと柄がらは何もなかった。

「はぁ……」

　嘆たん息そくして名前と日付だけ書いて動かなくなっていたシャーペンを指から離はなす。きちんと留められた詰つめ襟えりが息苦しくもあったが、決してホックを外さず、首もとを少し整えるだけで手を降ろした。

　すぐ側そばの窓辺から空を見上げると、そこには都心のビル群の合間に秋らしい筋雲が流れている風景がある。窓外からは心地ここちの好よい風が教室内に流れ込んできていて生き成なりのカーテンを揺ゆらしていた。

「花井くん」

　高く、小鳥が鳴いたような可か憐れんな声質。

　突とつ然ぜん名を呼ばれて緩ゆるんでいた体が硬こう直ちよくする。

「はい？」

　不意を突つかれたからなのか、思わず声が裏返る。いつの間にか髪かみの長い女子生徒が音も立てず良児が座すわる席の横に立っていたからだ。

　彼女の事はもちろん知っている。クラスメイトでもう一人の日直、神かみ名なひかり、その人だ。

　彼女はその顔一いつ杯ぱいに申し訳なさそうな表情を浮うかべ、言い難にくそうに小さな口を開く。

「あのね……私、今日ちょっと家の用事があるのよね……」

　絶対嘘うそだ。

　良児はすぐに分かった。

「はあ」

「だから……後の事、お願い出来るかしら？」

「ま、まあ……いいですけど」

　答えた途と端たんに彼女の表情は一変する。

「ほんと!?　ありがとう！　ごめんね、じゃあ、よろしくね」

　まだこちらが全すべてを言い終えていないというのに、彼女は言いたいことだけ言って、溢あふれんばかりの笑え顔がおを振り撒まき足早に教室を出てゆく。良児がこれ以上何かを言おうとするのを許さないといった素そ振ぶりだ。

　教室の入り口には彼女の事を待っている同級生の女子の姿があり、その子と合流した彼女は楽しそうな声を廊ろう下か中に響ひびかせて扉とびらの陰かげへと消えてゆく。

「はぁ……」

　良児は再び溜ため息いきを吐ついて、放ほうっていたペンを取り上げ、日誌に彼女の名前を書き加えた。

　日直は当番である男女がそれぞれに日誌を付けなければならない。ただでさえ思い付かなかったものが一気に二人分に増えてしまっていた。

　だけど嘆なげいてはいられない。

　今日は素す晴ばらしい一日だったと適当に綴つづり、彼女の分は同様の内容で水増しして閉じた。

「終わりました……っと」

　荷物を鞄かばんにまとめ、誰もいなくなった教室の窓を閉める。黒板の端はしに書かれた花井と神名の名を消してそこに明日の日直の名前を書き入れると、日誌を持って教室を出た。

　いつもこんな感じだった。

　こんな感じというのは、今日のように人にいいように使われるという事。彼女の言っていた家の用事というのも友とも達だちと早々に遊ぶ為ための口実にすぎない。

　いや、本当に。

　それは日直の仕事だけに止とどまらない。元来人の良い気質である良児はクラスのみんなにうまい具合に利用されている。

　委員や係の仕事、掃そう除じ当番の交代、宿題の写し等々多数。

　平たく言えば使いっ走りの類たぐいである。

　だが、良児はそれ等らを断る事はしない。

　断れない訳でもない。

　本人は周りが思っている程ほど嫌いやがってはいないのだ。

　言うならば、頼たのまれたら断れない。困っている人がいたら放ってはおけない。そんな性格なのだった。

　そんなんだから良児はクラスのみんなに皮肉を込めて陰でこう呼ばれている。

『良よい児こ』と。

　もちろん、良児自身もその事は知っているし気にもしていない。みんなが笑顔でいればそれでいい。そう思っていた。

「失礼します」

　扉をノックし中へと入る。

　職員室独特の臭においを鼻先に感じる。

　放課後になっても未いまだ残務に追われる教師達の合間を縫ぬって担任の机へと向かう。だが目的の場所には担任の姿はなかった。

　多分、部活動の方に行っているのだろう。サッカー部の顧こ問もんとして相当入れ込んでいたようだったし。

　良児は脇に抱かかえていた学級日誌を黒地に箔はく押おしで『区立赤あか葉ば中学二年二組』と書かれている側を表にして机の上の分かりやすい場所に置き、その場を去った。

　部活には入っていなかったし、後は家まで直帰するだけ。

　いつもと変わらない空。

　いつもと変わらない街並み。

　いつもと変わらない通学路。

　それらを見つめ、辿たどり、いつものように家路に就つく筈はずだった。

　でも、まさか……あんな事が起きるなんて……。










　いくつもの店が狭せまい場所にひしめき合って煩はん雑ざつに建ち並ぶ商店街。その中を走るなんとか通りとか、なんとかロードとか名の付いているその道を良児はいつも通って帰っている。

　皆みなが皆、好き勝手に家を建ててしまったこの場所は区画整理などの手も入らず、レトロな雰ふん囲い気きを未だ保っている商店が軒のきを連ねている。それ等は皆、古めかしさは否いなめないが非常に活気に溢れており、近所のスーパーにも押おされず結構な人通りを集めている。いわゆる下町というやつである。

　学校がある日は毎日必ず通るこの通りで、良児はいつもやる事がある。それは食料の買い出しだ。ほとんど一人暮らしみたいなものである良児は日々の食材購こう入にゆうをこの商店街で済ませる。もちろん、料理は自分でする。面めん倒どうだと思われるかもしれないが、性しよう分ぶんのようでついついそうしてしまう。それが証しよう拠こに料理の腕うで前まえは自じ慢まん出来る程ほどになっていた。

　今日も今夜のメインディッシュを何にしようかと店先を物色中だった。

　――昨日はバケットにロールキャベツだったし、その前は焼き魚と煮に物ものを中心とした純和食。う～ん今日は何にしようか。

　あれやこれやと悩んではみるが、でもそんなに作っても結局はいつものように余らせてしまうはめになる。それにそれを美お味いしいと言ってくれる人もいない。不ま味ずいと言ってくれる人ですらいない。

　なんの為に僕は毎日一いつ生しよう懸けん命めいになっているんだ？

　料理だって好きでうまくなったんじゃない。

　途端に虚むなしさが込み上げてくる。

　魚屋の目の前でただ茫ぼう漠ばくと初物の秋さ刀ん魚まを見み据すえていると、少し離れた場所から声がかかった。

「おんや、良ちゃん。もう学校終わりかい？」

　野太く低い声。

　それは魚屋の隣となりにある肉屋の冷蔵ケース越ごしに放たれた。

「ええ、そうです。特別今日が早いって訳ではありませんが」

「ん？　あ、そうかそうか」

　ショーケースに両りよう腕うでを置き、屈くつ託たくの無い笑えみを向けるその人は綾あや倉くら精肉店の主人だ。肉屋らしいと言ったら失礼だが、恰かつ幅ぷくの良い体たい躯くに白い割かつ烹ぽう着ぎと帽ぼう子しを被かぶっているいつものスタイル。

　彼かれと良児とは気心知れた間あいだ柄がらだった。いや、彼だけではない。幼い頃からこの商店街を利用してきた良児にとってはほとんどの店の主あるじが顔見知りだった。

「買い物かい？」

「はい、今晩の夕食をどうしようかと思いまして」

「うーん、相変わらず偉えらいねえ、良ちゃんは。うちの娘むすめにも見習って欲ほしいや」

「いえいえ、極ごく当たり前の事をしているだけですから」

「いやいや、その当たり前の事がなかなかどうして」

　主人は両目を瞑つぶり、頭を深く何度も上下させる。そして急に思い立ったように目を見開いた。

「そうだ、良ちゃん。アレ買ってってよ」

「ア、アレです……か？」

　何の事だかさっぱり分からない。

　しかし、こちらが答えを言う前に彼は既すでにショーケースの向こうでなにやらゴソゴソとし始めていた。

「ほい、これ」

　すぐに出てきたのは白い紙かみ袋ぶくろ。反射的に受け取ってしまった油あぶら染じみのあるそれからはほんのりと温ぬくもりを感じる。

「これは？」

「新製品のマグナムコロッケさ」

「マ、マグナム??」

　――なんとも物ぶつ騒そうな名前の食べ物。一体どんな……。

「結構自信あるんだよね今度のは。たくさんオマケしといたからさ」

「は、はあ……」

　ここの主人は新製品のコロッケ開発が趣しゆ味みみたいなものでよく実験台にされるのだ。今も期待に胸膨ふくらませ……といった具合の笑みを向けられ断る事も出来ない。

　コロッケ二個分のお金を払はらってビニール袋に紙袋を入れてもらい、店を後にした。

　悩んでいた今晩のメニューがいきなり決定してしまった。

「まあ、いっか。たまには……」

　値段の割にはずしりと重い袋をぶら下げて家路を急ぐ。

　それにしてもこの道は本当に歩きづらい。数珠じゆず繋つなぎになって人の歩く速度とほぼ変わらずだらだらと進む車。そしてその原因を作っている渋じゆう滞たいの先、開かずの踏ふみ切きり。歩道の無い側道を行き交う人々は擦すれ違ちがう事すらままならない。

　それらはいつもの光景ではあったが、なぜか今日は特に混雑していたので、クラクションや罵ば声せいが多く飛び交かっている。

　柔にゆう和わな良児はそんな事では焦しよう慮りよしなかったが、苛いら立だちを露あらわにする人々を見るに堪たえず脇わき道みちへと入った。

　一本奥おくに入ればそこは嘘のように静かで人通りも全くない空間が広がっている。家々の隙すき間まに申し訳なさそうに通る細い道。薄うす暗ぐらく湿しつ気けっぽい、お世辞にも清潔とは言い難がたいそこには、ダンボール箱だの台車だのが無造作に置かれていて行く手を塞ふさいでいたが表通りの喧けん騒そうと比べたらこっちの方が断然良い。

　ただ、大きく弧こを描えがく形でかなり遠回りになってしまうのが唯ゆい一いつの難点だったが、それは承知の上。良児は人っ子一人いない通りを少し得意気に歩き出す。

　目の前に高く積まれた空のビールケースを回り込むように避よけ、更さらにその先にある特大ポリバケツの横を進む。

　後はそれ程目立った障害物は無く、スムーズに足を進める事ができそうだ。

　そう思ったその時だった。

「きゃあぁぁっ！」

　どこからともなく上がった叫さけび声が耳横を掠かすめ、良児は思わずつんのめりそうになった。

「!?」

　高く、引ひき裂かれるような声。

　どこをどう聞いても明らかに悲鳴以外の何ものでもない。

　声は自分の真横に口を開けたビルとビルの細い隙間から聞こえてきたように思う。

　人一人がやっと通れるくらいのその暗がりを覗のぞいてみるが、ただ闇やみが広がっているだけで何も捉とらえる事はできない。

「どうしよう……」

　誰だれかを呼びに行った方がいいだろうか？　最近この界かい隈わいでは悪質な悪いた戯ずらが増えているとよく耳にする。表札が裏返しにされていたり、ポストの中が得体の知れない液体で湿しめっていたりと、奇き妙みようなものだ。その内通り魔まなどの大きな事件に発展しやしないかと近所でも噂うわさになっている。もしそれが今の悲鳴と関係していたら？

　――いやいや、勇んでそうしてみたら大した事じゃないって可能性もある。無む駄だに騒さわぎを大きくする前にまずは状況を確かめるべきだろう。それからでも遅おそくない。

　意を決して、良児は路地裏の更なる路地裏へと入り込んだ。

　闇は奥へ奥へと続いている。肩かたが触ふれそうなくらいの両壁かべは湿気を含ふくみ黒カビにびっしりと覆おおわれていて尚なお一層、暗黒に拍はく車しやをかけていた。

　足あし下もとには色々なゴミが散乱していたり、ぬかるんでいたりして歩きづらく、思わず壁に手をついてしまいそうになるがすんでの所でカビの事を思い出し引っ込める。

　隙間に入り込んで間もなく、闇の先に光を感じた。それは両りよう脇わきの建物の形にくっきりと切り取られた縦一筋の陽光。

　なんだ、もう表通りに出てしまったのか。と少し安あん堵どし足取りも軽くなる。

　あの悲鳴も空耳だったに違いない。

　斜ななめに差し込む黄昏時たそがれどきの日差しの中に片足を踏ふみ出した時、その先に立ち籠こめるただならぬ空気に体が硬直した。

　眼前に現れた場所は新しいビルと古い家々が乱雑に建ち並ぶ事で偶ぐう然ぜん作り出された袋ふくろ小こう路じ。いわゆるデッドスポットだった。だが、ただそれだけならば体がこうも緊きん張ちようで固まる筈もない。

　では、その理由は何か？

　良児の黒い瞳ひとみに映ったもの。それは対たい峙じした二人の人物。

　一人はあからさまに怪あやしい白いフードマントで全身を覆い、もう一人はそいつに追い詰められたように壁かべ際ぎわで鮮せん血けつが滴したたる右みぎ肩かたを押さえて小さくうずくまっている。

　まずい場所に居合わせてしまったのだろうか？

　良児は慌あわててその場にあった木箱の裏側へと身を隠かくす。そして、陰から様子を探さぐる。

　壁に背中を預け、地面にへたり込んでいる人物。それは良児と変わらない年とし頃ごろの少女だった。

　肩口が大きく開いた黒いゴシックドレスに身を包つつみ、人形のような小さな顔に悲痛の表情を浮かべている。壁を伝って湿った地面へと広がる長い髪は、まるで髪の毛一本一本に血を流し入れたかのような鈍にぶい輝かがやきを放つ赤髪。そのダークレッドの横髪には蝶ちようがとまったような細い黒リボンが垂れている。真っ先に目を惹ひくであろうその赤髪。だがそれをも超こえて彼かの女じよから放たれる得も言われぬ存在感。それは赤髪の中にある均整の取れた顔立ち。神が作った彫ちよう刻こくのように非の打ち所の無い完かん璧ぺきさと幽ゆう体たいのようなこの世の物ではない危あやうさとが絶ぜつ妙みようの配分で入り混じった美。むしろ美という単語でそれを表現するにはあまりにもおこがましいほど、触れれば途端に消えてしまう雪粒つぶのような存在がそこにはあった。

　対してフードマントを羽織った人物の方はその服装に隠れて、ここからでは体形以外の事は分からない。だいぶ細く華きや奢しやに見え、背せ丈たけも小さいが……。

　ただ一つ判断できるのは、その人物の左手にボウガンのようなものがある事。ような、というのはその弦げんの上に載のっている矢が良児の知っているそれと全く異なる物だったからだ。

　淡あわい光を放つ、透とう明めいな矢。

　しかし今はそんな事よりも弦の上に据すえられた矢先が少女に向けられている事の方が重要だった。明らかにこれは一人の幼いた気いけな少女を怪しげな暴漢が襲おそっている、まさにその現場と言って間ま違ちがいない状じよう況きようだ。

　それが証拠に白マントの方が、

「目標の完全な動作停止を確かく認にんできない。出力二十パーセント増加、再射する」

　なんて言っているのが良児の下まで聞こえてくるからもう確定であろう。

　腕うで先の狙ねらいを調整している白マントの声質は高く、女性のもののようだったが、どこか無機質で冷たい感じを受ける。

　なにはともあれこのままではあの少女の命が危ない。呟つぶやかれた言葉からすればこれが二射目。一射目は少女の右肩を貫つらぬき、今も彼女の腕に突き刺ささったままでいるものがそうだろう。

　冗じよう談だんではない、奴やつは本気だ。

　本気で彼女を殺そうとしている。

　良児は物もの陰かげで必死に思考を巡めぐらす。

　やっぱりあの時……。

　今からでも戻もどって人を呼んでこようか？　いやそんな悠ゆう長ちような事をしていたら取り返しのつかない事になってしまう。でも、今の自分に何ができるだろうか？　と。

　頭を抱えて悩なやむ良児の耳に冷たい声が届く。

「抹まつ消しよう」

　それを聞いた途と端たん、全ての覚かく悟ごが決まった。というよりも、勝手に体の方が先に飛び出していたのだ。もしかしたら自分も殺され兼かねないというのに。

　自身の人の良さ、お人ひと好よし加減を呪のろった。

　でも、放ってはおけなかったのだから仕方がない。気がついたら少女を守るように白マントの前に立ち塞がっていた。

　突然飛び出したもんだから相手は一いつ瞬しゆんだけたじろいだ。だがすぐに落ち着いて体勢を立て直す。

「誰？」

　ここまではいい。だが、ここからどうやって彼女を連れてこの危機から脱だつするのか、そこまでは当然考えてはいない。

　とりあえず両手を横に広げ、相手を睨にらみ付け、彼女を守るという意思を示す。しかしそこで、右手には学校指定の鞄、左手にはコロッケの入ったビニール袋がぶら下がっている事に気が付いた。助けに入った者としてはあまり格好の良い姿ではない。

　対峙した相手もフードでその表情は窺うかがえなかったが、呆ぼう然ぜんとしているようだった。

「立てますか？」

　前を向いたまま背後の少女に問いかける。だが、答えは返ってこない。肩かた越ごしに後ろを見ると力無く項うな垂だれている姿が目に映った。痛みに耐たえ切れず気絶してしまったのだろうか？　早く手当てをしないといけないだろうがこのままでは逃にげる事もままならない。彼女を背せ負おっての逃とう走そうは不可能に近いだろう。

　両者動かぬまま僅わずかな沈ちん黙もくが過ぎ、良児の水平に掲かかげた両腕が疲つかれて下がり始める。

「意想外」

　その時、白マントが機械的な抑よく揚ようの無い声を上げ、自らのフードを取り払った。

　中から現れた人物に良児は目を丸くする。それは自分と同じくらいにしか見えない少女だったのだ。しかも肩までで綺き麗れいに切り揃そろえられた髪かみはまるで金属をなめしたかのような銀光を放っている。

　良児の中では凶きよう悪あくな風ふう貌ぼうを予想していたのでそのギャップに戸と惑まどう。

　そこにあるのは肌き理めの細かい肌はだを持つ綺麗な顔立ちの少女。だが、その顔に感情のようなものは一いつ切さい無く、一点を見据えたまま動かない瞳は戦せん慄りつを誘さそう不気味さを漂ただよわせていた。

「イレギュラー体の接近を失念」

　自じ戒かいの念に動かされているのか彼女は一人で何かぶつぶつと呟いている。

　しかしそれもすぐに結論が出たのか、

「目標ルゥの消去を優先的に執しつ行こうする」

　彼女はゆっくりと立ち位置を変え、回り込むようにして射線上にルゥと呼ばれた少女を捉えようとする。

「あなたは現在の座標で静止。それがプラスと算出」

　かばうように射線軸じくに分け入った良児に対して銀ぎん髪ぱつの彼女は顔色一つ変えずそう言い放った。

　自分の事を言われ、良児は我に返った。

　そうだ、見た目がか弱そうな女の子だからって関係ない。悪い奴ほど柔和な顔をしてやってくるって言うじゃないか。騙だまされてはいけない。

「す、すでに……けっ、警察を呼んでありますっ！」

　良児は咄とつ嗟さに思い付いたはったりをかまし、黒目がちな双そう眸ぼうにありったけの力を込めて相手を睨み付ける。だがそれは所しよ詮せん、上辺だけの虚きよ勢せいでしかない。

　そんな良児に向かって、少女はその無機質な顔を崩くずさずに答える。

「任務遂すい行こうを妨ぼう害がい、阻そ止しする行こう為いは危険。死傷する可能性大」

「え、いや……あの……」

　どう反応していいのか分からない。微び妙みように噛かみ合わない会話。だが確実に言えるのは手出ししたら容よう赦しや無いぞといいたいのだということだ。

「交こう渉しよう決けつ裂れつ。死亡の際は謝罪します」

　彼女は有う無むも言わさずボウガンを目線の高さで構え狙いを定める。

　体全体から溢あふれる威い圧あつ感のようなものに押された良児は無意識に後あと退ずさる。

　僕ぼくが避けたら後ろの彼女に当たる。だからといって身を犠ぎ牲せいにして自分から当たりに行く勇気も無い。しかしながら逃げるという選せん択たくは自身の中にはまったく無い感情だった。

　ただ言えることは絶体絶命の状態であるということだけ。

　もう、だめだ。

『勇ゆう敢かんな少年、通り魔から少女を守り死亡』とか明日の新聞にでも載るんだろうか？　最後の最後まで良い子であった。自分らしいといえばそうかもしれない。だが、実際には少女を助けてあげられなかった。一時の感情で飛び出してみたものの結局なにもできやしなかったのだ。




　――――でも、そんなのは嫌だ。




　その時だった。

「いっ!?」

　良児の左ひだり腕うでを痛いくらいに強く掴つかむものがある。関節を締しめ上げられた感じになったので反射的にコロッケの入った袋を手放してしまっていた。

　地面に転がるビニール袋。そしてボウガンを構える少女の瞳が僅かに見開かれるのを見た。

「一射目の改竄弓クラツクボウ浸しん透とう率りつ八十七・六パーセント。対象の行動として有り得ない」

　彼女の眼球の中に良児の姿は映っていない。彼女の瞳にあるのは良児の横にいる人間。良児の腕を掴んだ人間。

　肩を撃うち抜ぬかれ、さっきまで瀕ひん死しの状態だと思われていた赤髪の少女だった。

「え……えっ、ええ？　ええっ!?」

　良児は赤髪の少女を目の前に困こん惑わくする。掴まれた力はとてもこの小さな体の少女から出たものだとは信じ難いというのもあったし、なにしろ彼女は矢が突つき刺さっているままの右みぎ腕うででそれをやって退のけたのだから。

　彼女は良児の腕を借りて立ち上がると、その手で自らの肩から乱暴に矢を引き抜く。

　周囲に飛び散る紅血。

　無理に引き抜いた事で肉は抉えぐれ、傷口からは流血が増す。

　地面に転がった矢は音も立てずフッと空気に溶とけて消え失うせる。戸惑いが消えぬ良児の目に少女の口こう端たんが妖あやしく引き上がるのが映った。

「クックックックッ」

　鼻先で笑った。そんな感じの声が聞こえたかと思った直後、良児の左手が彼女の体にグッと引き寄せられる。

　掌てのひらに感じる柔やわらかな感かん触しよく。ホイップしたてのクリームのような滑なめらかで優やさしい感じ。もっとこの気持ちに浸ひたっていたい。そう思わせる。

　この心地ここち好よい感覚は……まさか？

　ふと、その方向に目を向けて、良児は自分の手の中にあるものを直視し固まった。そこにあったのは少女の胸に押し当てられた自らの掌だったのだ。豊満ではないにしろ、なだらかに隆りゆう起きしたそれは間違いなくそれ以外の何物でもない。

「あ、あわ、わわわ」

　状況を把は握あくした途端、焦あせりでまともな言葉が出てこない。咄嗟に外そうとした腕も彼女にがっちりと掴まれていて一ミリたりとも動かすことができない。

　一体これは、どういう状況なんだ??

「ふふふふ、ついてる。ついてるぞ！　やっと運が向いてきた！」

　突とつ如じよ手元で、腹の底から湧わいてくるような声が上がった。

　少女の声。初めて聞いたその口調は外見から想像していたものとかなりのギャップがあった。薄はつ幸こうの美少女的容姿と相反した高圧的な調子。彼女は勝ち誇ほこったような強い視線を銀髪の少女へと飛ばす。

「惜おしかったな、民たみ蔵ぞう。そう簡単にはこの、ウルトラスペシャルスーパーノヴァのルゥ様がやられるはずが無いのだ！　ちょこっとへこたれていたが大した事ではない」

「理解不能、抹まつ消しよう行こう為いに変へん更こう無し。補足事じ項こうとして警告、私の名めい称しようは『民蔵』ではない。カナタ。正式名称は対悪魔特務部隊権天プリンシパ使リテイーズ級抹消執しつ行こう使、別べつ称しよう、終結者ターミネータ」

「カナタ？　民蔵は民蔵であろう？」

　彼女自身が主張するからには彼女の名前はカナタなのだろう。

　それにしても、お互たがいに息巻いているこの状況を少し前までは想像できただろうか？　良児が飛び込んだ時と状況は確実に変わってきている。

　そんな中、透すき通るようなカナタの瞳の中に小さな文字が浮うかび上がり、羅ら列れつされる。

「二十六ＡエーＰピーＰピー……。やはり問題ない。抹消執行、続行する」

「さあ、それはどうかなぁ？」
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　ルゥはほくそ笑えむ。その笑いに含まれた意図を汲くみ取ったカナタは動きを止めた。

「策略の意思を感知」

「うふふふふふ」

　企たくらみに満ちた笑みは、そのまま良児へと向けられる。

「お前はラッキーだな。このダイナミックギャラクシー、ルゥ様に選ばれた、まさに選民中の選民。そう、たとえるなら『しらす』の中に混じっている蟹かに、カメムシの中に埋うもれたカナブン！　激しく光栄に思えよ」

　たとえの意味は良く分からないが強い眼光を放つ彼女の緑灰の双眸に見つめられ、それだけで体は硬かたく凍こおり付く。

「さあさあ、あのいけ好かない女に余計な事されない内にちゃっちゃかとやってしまうぞ」

　そう良児に言って、彼女は空いている方の指をパチンと鳴らす。すると瞬しゆん時じにその手の中に短たん剣けんが現れた。だがそれは俗ぞくに言う短剣とは大きく姿が異なっていた。

　それは近くで見ると良く分かる。刀身も柄つかも鍔つばも全すべて木で出来ていてもちろん刃はなどは無い。

　そういえば本で見かけたことがある。こういうのは……そう、怪しげな儀ぎ式しきなどに使う模造短剣アサメイだ。

　短剣をそのまま胸前の宙にかざし、その尖とがった先せん端たんで空中に四角を切る。

　短剣を宙から取り出すというのは、良児としては手品の範はん疇ちゆうだったが、眼前で起きているそれはどう考えても理り屈くつでは説明できない。なぜなら短剣で描いた後の空中に、なぞるようにして緑光を放つ長方形が現出したからだった。

　向こうが透けたスクリーンは、確かにそこに存在するが厚みのようなものは確認できず、なんとも不思議なもの。

「阻止する」

　カナタが狙いを定めたボウガンから光の矢が放たれるより早く、ルゥは短剣の尖端でその長方形に軽く触れる。触れた場所を中心としてスクリーン上に波は紋もんが広がったと思った瞬間、同調したと思おぼしき同様の波紋が良児達たちの足下に広がる。しかし、ただの波紋ではない。広がる円に沿って周囲に空圧の壁を作り出していたのだ。

　それが証しよう拠こに発射された矢は届く事無く目標とのほぼ半分の距きよ離りで失速、力無く地面に転がり、カナタは空圧に押おされ身を仰のけ反ぞらせていた。

　ルゥはその様子を横目で窺い再び鼻先で笑うと、短剣を自身の眼前へと持ってきて縦に構える。

「おい、お前の名前はなんだ！」

「へ？」

「お前の名だ！　言ってみろ」

「な、なななっ名前ですか？　な、なんで？」

　突とつ然ぜん、こんな状況でそんな事を聞かれたもんだから良児はしどろもどろになる。もう彼女に対しての最初のイメージなどどこかへと吹ふっ飛んでしまっていた。

「いいから言え！」

　胸むなぐらを掴まれ大きく揺ゆさぶられる。

「りょ、良児。花井良児」

　半ば脅きよう迫はくされその威圧感に押されて答えたようなものだった。

　彼女はそれで満足したのか両目を瞑つぶって何か呟き始める。

「我わが名において汝なんじ、良児。その身を永えい劫ごう無消の業ごう火かに焼かれることを受け入れよ。さすれば、右手に謀ぼう略りやく、左手に殺さつ戮りく、丹たん田でんに邪じや心しんを割かつ譲じようせん。さあ、勅ちよく裁さいの時は来たれり」

　言葉を閉じた直後、今の今まで彼女の小さな胸に押し当てられたままだった掌に何か熱いものを感じ始めた。見ると、触れている部分に円サークル状の緑光が走り、その内円に沿って見たこともない幾き何か学がく的てきな文字が浮かび上がっている。

「魔ま力りよくの異常震しん動どうを感知、待たい避ひを要よう請せいします」

　少し離はなれた場所で空圧に圧されながらカナタが呟く。彼女にとって不利益な状況がこれから起ころうとしているのかもしれないが、その言葉は良児の身を案じていると捉えてもおかしくない。

　この時になって良児は初めて自分が助けに入った事自体に何か間違いがあったのではないかと疑い始めていた。

「は、はなれない、はなれないんです！」

　押さえつけられていた腕はとっくに外されているというのに掌は彼女の体に至し極ごく強力な吸きゆう盤ばんのようにピタリと張り付いていて動かせるような気が全くしない。鞄かばんを放ほうり出して両手で挑ちよう戦せんしてみるが結果は同じだった。

　自分の腕と格かく闘とうを続ける良児を気にかける素そ振ぶりなど一切なく、ルゥは縦に構えていた短剣を頭上に振ふりかざす。その姿はまさにオーケストラを前にした指揮者のようだった。

　同時に眼前の長方形が反応を示す。そのスクリーン上に良児の手元に現れているものと同じ系統の文字が横書きで何行にも渡わたって表示を開始したのだ。

　なんて書いてあるのかはもちろん分からない。だが、そこから発生された音声だけは聞き取る事ができた。




《ファイアウォール正常動作中。対象の特定ポートを強制解放。ディアボロスプログラム、インストール開始》




　若い男性のテノールの如ごとき声こわ色いろで、口調はカナタと同様無機的。

　内容はどこかで聞いた事があるような感じだが、何のことやらさっぱり分からない。

　そんな中、手を引き剥はがす事に意識を囚とらわれていた良児は掲げられていた短剣が振られた事に気が付かなかった。

「うっ!?」

　途端、今まで熱を感じていた左掌に、更さらにも増して腕自体が焼け落ちてしまうんではないだろうかと思う程ほどの熱い衝しよう撃げきが走る。だがすぐにそれは熱だのという生易しいものを超え激しい痛みと化す。

　痛い！

　痛い!!

　痛いっ!!

　手先から肩口までのありとあらゆる血管の全てがはち切れるんではないかという痛み。毛細血管の一本一本が我先に破は裂れつしたいと疼うずいている。同時に掌を伝ってとてつもないエネルギーが自分の体の中へと流入してきているのを感じる。

　漲みなぎる力。

　高こう揚よう感。

　それらが全身を支配した時、脳のう髄ずいが脈打ち震ふるえた。脳内に膨ぼう大だいな情報が一気に流れ込み始めたのだ。

「なんだ……これ……!?」

　それはある一定の規則を保った、言うなれば設計図のようなもの。だが、その量が半はん端ぱではなく、人間の脳における処理能力を遙はるかに超えていて、頭がおかしくなりそうになる。

　たとえるならば、水風船の中に止めどなく水が注入されてゆく感じ。

　いつ破裂してもおかしくない――

　しかし、情報の流入は止まらない。こちらが知りたくなくても掌を通して強制的に入り込んでくる。

「うあああああぁぁっ」

　処理が限界を超えようとした直後、目の前が真っ白になる。脳がショートを防ぐ為ために自らその機能を停止させたのだ。

　力無く倒たおれる良児をルゥが抱だき留める。

「おい！　こんなんで倒れてもらっては困る」

　ルゥは良児の頬ほおを往復二回、平手打ちする。

「うっうう……」

「さっさと起きろ！　なんの為に力を分けてやったと思っているのだ」

「ち……力……？　分けた……？」

　意識を取り戻したばかりで朦もう朧ろうとする中、言葉の意味を理解しようと疲れた脳で考える。

「そ、それってどういう事ですか！　い、今のはなんなんですか？」

　良児はルゥから離れ、両足でしっかりとその場に立ち上がる。

　彼女の方は、説明するのも面めん倒どうだと言わんばかりに煙けむたそうな顔をしている。

「どういうって……面倒くさいなあ……そうだ！　民蔵、お前が説明してやれ」

「理解不能、私を限定する理由が認められない」

　周囲に張はり巡らされていた空圧の壁かべは今はもう無くなっており、カナタはただ呆然とそこに立ち尽つくしたままでいる。

　良児は救いを求めるような視線を彼女へ送る。すると彼女はそれを察して口を開いてくれた。

「仕方が無い、聞いて」

「えっ、は、はい」

「あなたは今、契けい約やくにより悪魔の下僕しもべと化した」

「下僕？　僕が？　じゃっ、じゃあ悪魔……ってのは……？」

　良児は怪け訝げんな表情を浮かべながら言う。

　対してカナタは無言で視線を送った。良児は自然とその視線の先を追う。

　それは良児の真横にいる――――

「彼女が!?」

　そんな非現実的なもの俄にわかに信じ難がたくはあったが、目の前で起きた不可思議な現象は確かに現実のものだった。そしてそれを確実なものにさせたのは彼女の背中、今になって気付いたのだが肩けん甲こう骨こつの辺りから生えた二枚の羽を見た事だった。

　それは掌くらいの小さなものでコウモリのような翼つばさだった。ただコウモリと大きく違ちがうのはその色が黒ではなく純白であること。それがピコピコと小さく羽ばたいている。

「そこにいるのは人の思念によって形成された最強最悪七大悪魔の一人、『傲ごう慢まんのルゥ』。現在は幼体、しかし今後の過程に於おいて人間界に災わざわいを成すマイナス存在となる。その前に抹まつ殺さつしなければならない。そしてその使命を拝受したのが私達たち、終結者ターミネータ」

「なにが終結者ターミネータだ。お前なんか民蔵で十分だ。んべベベべぇ～」

　ルゥは舌を出してカナタを挑ちよう発はつしている。だが彼かの女じよはそれに乗っからず真しん剣けんな面おも持もちで話を続ける。

「あなたは下僕としての契約を締てい結けつした事により悪魔の持つ強大な力を獲かく得とくした。それは人間が所持するには危険な力。そしてその力を取得したと同時に契約主と命運を共にするリスクを負う」

「命運？」

　良児は自分自身の体を確かめるように見回す。取り立てて変わった場所はないが……。それに契約なんてしたつもりはない。あれが契約というならば一方的な恐きよう喝かつに近いものだ。

「魂たましいを共有する事。契約主が抹消された時点で、下僕である者も共に死亡する」

「ということは……カナタさんは彼女を殺すのが目的で……それが達成されると僕も死ぬと!?」

「お前、なかなか察しがいいな！」

　ルゥが良児の背中を思い切り叩たたく。

「痛っ！」

「よってあなたの存在をマイナスと認にん識しき。抹まつ消しよう対象に包ほう摂せつする」

「な、ななっ……!?」

　膝ひざから下の筋肉が弛し緩かんし、ガクガクと震え始める。突然、死を宣告されてそうならない方がおかしいとも言える。

　この時点ではっきりと分かった。彼女、終結者ターミネータは決して悪人では無い事。そして自分が助けようと思った少女の方が本当の悪であったという事。わざわざ怯おびえる身を奮い立たせて善意で助けに入ったというのに……。

　――こんな所で僅か十四年の人生を終えるのか……。

　暗く塞ふさぎ込んでいる所に再び平手が良児の背中に打ち付けられる。

「なに辛しん気き臭くさくなっておるのだ。死にたくなければ、あいつを倒せ。もうお前はルゥ様の下僕なのだぞ。下僕なら下僕らしく主人の役に立て」

「いてっ、そんな事言っても僕にはなにも……」

「いいか？　お前には最強悪魔ルゥ様の超ちよう絶ぜつハイパーなお力が淀よどみなく注がれておるのだぞ。あんな奴赤子の手を捻ひねるようなもんだ」

「なら、その最強である君自身がやればいいじゃないですか」

「アホたれっ！」

　短剣がハリセンに変化し、良児の後頭部を襲おそう。

「主あるじ自ら手を汚よごすなんて有り得ん。有り得んだろうが、ボケッ！　何の為に契約したと思っておるのだ」

「は、はぁ……ですが、僕にはそんな事できません」

　いくら契約がなんだとか言っても、良い子で通してきた人間が突然、誰だれかに向かって暴力など振るえる訳もなく。ましてや、悪魔の片棒を担かつぐなど……。

「なんでもいいから、はやく行け」

「ぐげっ」

　良児は黒い厚底ブーツに背中を蹴押され前方へと飛び出した。合わせてカナタが構えを取る。どう見ても戦せん闘とう体勢だ。

「なんかこう……契約を解く方法とかないんですか？」

「皆かい無む」

　カナタはあっさりと切って捨てる。

「唯ゆい一いつの方法は契約主による契約解除」

　二人でチラリとルゥを見み遣やる。返ってきたのは不敵な笑みだけ。どうあがいてもこの状じよう況きようからは逃のがれられそうにない。

「苦痛を軽減する為、即そく死しさせる」

　カナタはボウガンを手元から消した。それは煙けむりのように霧む散さんする。

「改竄弓クラツクボウ動作停止。抹消杖デリートワンド起動」

《デバイスチェックＯＫ、デリートワンド、ステンバイ》

　マントを完全に脱ぬぎ去ったカナタ。その白マントの下から現れたのは銀髪の輝かがやきにも劣おとらない純白さを放つフロックコートに似た装束。そこから覗のぞく両りよう肩かたと足あし下もとの隙すき間まから見え隠かくれする素す足あしは共に細くて今にも折れそうな感じだった。そして、その背にはルゥと同じように二枚の羽が生えていた。ただこちらは小鳥が持つそれに似た白羽だったが。

　その姿に見とれているうちに霧散した煙は再び彼女の手元に集約される。

　再結合されたそれは柄え先さきに三日月の如き形を成したものがある彼女の身長の半分ほどの長さの杖つえへと変化を遂とげていた。

　良児はただ茫ぼう漠ばくと立ち尽くしている。それくらいしかもうやる事がないからだ。

　振り上げられたカナタの杖はルゥを捉とらえて天高くかざされる。

「こらっ、なにをやっておる。ルゥ様を守らんか！」

　背後からは憤ふん慨がいする金切り声が頻しきりに上がっている。




　――守る。




　そう、僕は彼女を守る為にここにいる。なのに今はその守る筈はずだった彼女に様々な罵ば詈り雑ぞう言ごんを叩き付けられている。何の為に僕はここにいるのだろうか？

　そんな事を考えているうちに、かざされた杖から一筋の光が放たれる。

「浄化フオーマツ網トスクエア、展開」

　光の線は宙空で交差し、四角い枠わくを作る。それはこの裏路地の道みち幅はば一いつ杯ぱいに形成され、枠内には細かく編み目が刻まれている。

「システム形式、完全消去モード。フォーマット開始」

　網あみ枠わく全ぜん体たいが《フォーマットしています》という無機質な音声を繰くり返しながらジリジリと移動を始めた。

　両りよう脇わきは雑居ビルに囲まれている上に、網枠はビル五階程度の高さがある。後ろは行き止まりの壁。逃にげ道は全く無い。迫せまり来るそれは蟻ありが歩くようにゆっくりとしたもの。しかしそれが余計に恐きよう怖ふ感を助長させる。そしてそれに触ふれたら最後であると本能が知らせていた。

「うわ、きた！　早くなんとかしろ良児」

「そ、そんな事言われてもっ！」

　後あと退ずさりながら二人して揉もめ合いだす。

　自分でもなんて往おう生じよう際ぎわが悪いのだと辟へき易えきする。普ふ通つうなら自分が生きる為なら悪魔でもなんでも手を貸すだろうし、そうじゃなかったら潔いさぎよく死を受け入れるだろう。しかし今はそのどちらも選べないでいる。迫り来る死を目前に足あ掻がき喚わめいている。なんと情けないことだろう。

　緑光を放つ編み目の向こうでこちらに向かって、自じ分ぶん等らへの手た向むけか手を合わせ拝んでいるカナタの姿が見える。

　網枠は数歩先に転がっていた良児の鞄を肉屋のスライサーのように断面を露あらわにさせながら無へと変えてゆく。

「ぎゃーっ!!」

「ひ、ひいっ!?」

　二人して身を仰け反らせたその時だった。恐怖の余り覚おぼ束つかない足でたまたま足下にあった小石を踏ふん付づけてバランスを崩くずしてしまったのだ。

　そのまま良児達は壁際にもつれ、倒れ込む。

　ただそれだけならばなんてことはない。後は枠に飲み込まれ消しよう滅めつを待つだけだ。しかし、倒れた時咄とつ嗟さに地面を突いた左手に異変が生じた。硬く黒いアスファルトの大地に自身の左手を中心として赤しやつ光こうを放つ細かな粒りゆう子しが放射状に広がったのだ。それは地面に撒まかれた光る粉のようにも見えたが、所々でうごめいているので微び細さいな虫が集まっているようにも見える。

「なんだこれ!?」

　慌あわてふためきながらもルゥに回答を求める視線を送るが、彼女は眼前から迫ってくるものに怯え続けているだけで地面のこれには気付いていない様子。

　――彼女には見えていないのか？　僕だけ？

　訝いぶかしく感じた直後、突如左手を通して大量の情報が良児の頭の中に入り込んでくる。

「いっ!?」

　思わず歯を食い縛しばり、詰つまった声を上げる。

　良児はすぐに分かった。この手から流れ込んでくる情報がなんなのか。

　それは今自分が左手で触れている地面の、アスファルトの構造。

　アスファルトが人工精製された石油でできている事はもちろん、マルテンの中にアスファルテンがサスペンソイドの形で分散し、それらがコロイド物質を形成している非常に複雑な多環化合物であるという全く知らない知識までもが自然に頭の中に浮かび上がる。それだけに止とどまらず分子レベルにまで遡さかのぼり、どうやって物質が物質たる形を保っているかという所まで理解する事ができた。一いつ瞬しゆんで。

　そして、足下に広がる無数の粒子。そこに光の波を作るそれがなんなのかももちろん理解していた。

　瞼まぶたを閉じれば光の粒子の一粒つぶ一粒が理解出来る。

　好こう奇き心しん。

　それもあるだろう。しかしそれよりも彼かれを動かすもっと大きな力が働いている。それはこの危機的状況から脱だつすることができるかもしれないという可能性。ここにきて結局は死にたくない自分を発見したのだ。

　やってみる！

　無限に広がる粒子の中からたった一粒だけを選び出してそれを意識の中で弾はじく。

　するとそれは近くの粒を弾き飛ばし、まるでビリヤードの玉のように連れん鎖さする。

　――刹せつ那な、地面に光が走った。

「下方周囲、半径二十五メートルにおいて放射状に異常震動を感知」

　カナタは異変に気付いた。

　しかしそれに対し備えるより早く、アスファルトの地面はその下の地層までも食い破り、亀き裂れつを起こし、細かく破は砕さい、隆りゆう起きした。

　空中を侵しん攻こうしていた網枠はカナタが体勢を崩すと同時に霧散。

　足下を完全に掌しよう握あくされたカナタは立っている事すらままならず、砕くだけた土ど砂しやと共に宙に放り出される。

　良児自身も驚おどろきの破は壊かい力りよくだった。

「なんだ、やればできるではないか。さすがはルゥ様の下僕だな」

　ルゥは額の冷や汗あせを拭ぬぐいながらまるで自分の手て柄がらのように誇らしげな態度をとっている。

　濛もう々もうと漂ただよう土つち煙けむりのせいで視界は遮さえぎられ周囲の様子ははっきりとは窺うかがえない。それでも良児はこの煙の向こうでカナタが再び体勢を立て直そうとしているのを知っている。

　思いの外、周辺の被ひ害がいは大きかったが彼女を傷付けないよう力はセーブしたつもりだ。多少驚かせてしまったかもしれないが、大事には至っていない筈。そして今が最大のチャンスだった。

　良児は嬉き々きとしているルゥの腕うでを掴つかみ上げる。

「なっ、なにをする！　下僕が主に気安く触れるでない！」

「そんな事を言ってる場合じゃないんです。今の内に逃げないと。走れますね？」

　言われたルゥは辺りに立ち込める黄煙を見み渡わたすと納なつ得とくしたのかすぐに険相を引っ込める。

「そうか、なるほど。お前に力を分けるのは最初ちょっと不安だったがこれはこれ、なかなか上出来ではないか。さすがはこのスーパーアルティメット、ルゥ様の……って、うわっ！」

　また同じような事を言い出した彼女を、良児は構うことなく強ごう引いんに引っ張って駆かけ出す。そうしている内にもにわか作りの煙えん幕まくは大分薄うすくなり始めていたからだ。

　自分が元来た脇わき道みちに入り、商店街の路地裏へと出る。あとはあのメインストリートに飛び出せば雑ざつ踏とうの中へと紛まぎれることができる。

　後ろで喚く彼女のことは捨て置き、ただ今は現実から逃れたい一心で全力疾しつ走そうするのみだった。







ＦＩＬＥ．２　居い候そうろうは悪あく魔ま







「う～ん……と」

　黄昏時たそがれどき。茜あかね色いろに染まる高層マンションの一室で良りよう児じは床ゆかに屈かがみ込み考え込んでいた。

　窓辺から差し込む夕日は、フローリングが施ほどこされたリビングに散乱する明細表や宅配便伝票などの紙束、派手な爪つめ切きりや良く分からないマスコットの付いたキーホルダー、使用していない足ツボマッサージ器など様々なガラクタを照らし出している。

「先さき程ほどから何をやっておるのだ？」

　ゆったりと座すわれる革かわ張ばりのローソファーに悠ゆう々ゆうともたれかかっていたルゥが悩なやむ良児に声をかける。

　リビングボードから完全に引き出された引き出しが縦にいくつも重ねられ積み木のようになっている上から首を伸のばして顔を覗のぞかせる。

「包帯を探しているんです。君が頑かたくなに病院に行く事を拒こばむもんですから……。かといって手当てをしない訳にはいかないでしょ？　確か買い置きがここにあったと思ったんですが……」

　もし無いなら今から買ってこなくてはならない。いや、今は取り敢あえず他ほかの布物でも構わないか？

「そんなものいらないと言っただろ」

「何言ってるんですか、あんな大おお怪け我が…………で!?」

　良児は彼女の姿を見返して驚いた。逃とう走そうを始める少し前までは右みぎ腕うでから真っ赤な鮮せん血けつがトクトクと流れ出ていたというのに、今はそれが何事も無かったかのように塞がっていたのだ。

　腕を景気良く振り回してみせるルゥ。

　ドレスから覗く肩かた口ぐちには透すき通るような白しら肌はだがあるだけで傷一つ見受けられない。

「そんな……なんで？」

　がぶり寄って確かく認にんしてみると、僅わずかに残った血けつ痕こんが付着しているのが分かった。しかしそれは見る間に空中に飛び散って細かく霧散する。

　こんなの普通の血液の在り方ではない。たとえるならばまるで映像にノイズが走る様に似ていた。あとには少し汗ばんだ春情をも催もよおし兼かねない繊せん弱じやくな鎖さ骨こつが目の前にあるだけ。

「なにをそんなにまじまじと見ているかっ！」

「えっ」

　はね除のけられて初めて、彼女が顔を紅潮させている事に良児は気が付いた。それもそのはず、鼻先が触れる程にじっくりと柔やわ肌はだを精察されたとあってはどんな女性でも平然とはしていられないだろう。

「あ、ごめんっ」

「バカ者！　下僕たる者が主に馴なれ馴れしく近づくとは何事か！」

「え、そっち……？」

「あぁん？　あんな程度の傷はな、この宇宙無比のルゥ様にとっては茄な子すの蔕へたに刺さされたようなもんだ。手当てなどいらぬのだよ」

　たとえが微び妙みよう過ぎだなあと思いつつ、改めて彼女は人間ではないのだと確信する。あの傷でこの回復力。悪魔とかそんな事はさておき、普通でないのは確かだ。彼女の背中で時折、犬の尻尾しつぽのようにピコピコと動く小さな羽を見ながらそう思うのだった。

「それにな、普通の人間だったらお前のようにちんたらしてたら今いま頃ごろ手て遅おくれだ。まずは包帯よりなによりもなんでもいいから止血だろ止血。引き出し掘ほり返してる場合じゃないんだよ」

　良児は理り不ふ尽じんのようなそれでいて至極正当な説教を受けながらただ頷うなずく。その様子を見たルゥは溜ため息いきを吐つき、腹を押おさえてふと呟つぶやく。

「それにしても腹がすいたな」

「あ、じゃあ夕飯にしましょう。コロッケでいいですか？」

「うむ、なんでもよいぞ。うまいものならな」

「は、はぁ……」

　ソファーでふんぞり返っている彼女を横目に良児は苦笑いを浮うかべながら荒あれたリビングをそのままにエプロンを身につけた。

　なんでこんな事になっちゃったんだろうか？　そんな事を考えながら台所に立つ。

　たまたま助けた（？）少女が自分の家ででかい態度でうまいものを食わせろと宣のたまっている。これってどんな状況なんだ？

　ふと左手を見る。見た目はいつもと変わりない。が、掌てのひらの中心に見たこともない幾き何か学がく模様が円を描えがいて刻まれていた。

　とにかく、この契約がある限りどうにもならない。それにカナタ。彼女はまたルゥを狙ねらってくるに違いない。どうにかして彼女に契約解除させるように頼たのまなくては。もうこれ以上巻き込まれるのは御ご免めんだ。

　良児はまな板を取り出し、その上にどかんとキャベツ一玉丸々置いた。







「うまい！」

　相変わらず泰たい然ぜんとした態度のルゥはダイニングテーブルで歓かん喜きの声を高らかに上げた。

「やはりルゥ様の目に狂くるいはなかった。一流の悪魔に仕える者は何事にも長たけていなくてはな。んむ、はむっ、んぐく……ふぉれは最高だな」

　彼女は俵形のコロッケを箸はしに突つき刺し瞳ひとみを輝かせている。

　それは商店街で買ったあのマグナムコロッケ。よくあの逃走の中で咄嗟に拾ってこれたもんだと自分でも感心したが、どうやら無意識だったらしい。そうでなければ優先順位としておかしいというものだ。

　中を開けてみたらおじさんが相当おまけしてくれたみたいで値段の三倍はあろうかという量が包まれていた。嬉うれしいのだけれど一人ではとても食べ切れたもんじゃない。

　皿にはそれが山と盛られキャベツの千切りが添そえられていたが、それだけじゃバランスが悪いので炒いため物と冷や奴やつこ、小こ鉢ばちに一昨日の残りの煮に物ものを出した。あとは味み噌そ汁しると御飯。

　目の前では二個目、三個目のコロッケが次々にルゥの腹の中へ飲み込まれてゆく。

「うーん、たまらん」

「そうですか、それだけ出来合いのものですけどね」

「ん？」

「いえ、なんでもありません」

　気のない返事をして、良児自身もコロッケに手をつける。

　カリッと衣ころもが弾け、中からほっくりとしたマッシュポテトが顔を出す。なんてことはない普通のコロッケ――

　と思ったが、顔面神経を引きつらさんばかりの違い和わ感かんが口の中を支配する。

「なっ!?　なんですかこれは!!」

　口に入れたものを反射的に吐はき出し、かじり口を見て驚きよう嘆たんする。玉たま葱ねぎと挽ひき肉にくがまんべんなく混ざったポテトの中心。そこからトロリと垂れ落ちる赤いもの。そしてつぶつぶとした不気味な食感。これは――

　イチゴジャム!?

　それだけではない。甘あまっとろ過ぎるくらいの甘みの中にピリリとする辛からみ。

　唐とう辛がら子しか……？

　なんとも言えないミスマッチな組み合わせ。まさにマグナムインパクト！　納得はしたが味は言わずもがな。

　惣そう菜ざい関係のレシピもおじさんが考えているのだが、これ程までのものは今までに無かった……。

　しかし目の前の皿からはあんなにあったそれがもう無くなろうとしている。そんなに気に入ったのだろうか……。

　良児が呆あつ気けにとられている内に最後の一個がルゥの口に放ほうり込まれる。

「はむっ、んむっ……もぐもぐ……ぷっはぁーっ」

　彼女は腹をさすりながら幸福の頂点というような顔をして背もたれに寄り掛かかる。

　一体この小さな体のどこに、あれだけの量が入るというのだろうか。

　コロッケを完食すると今度は他のおかずに狙いを定め始める。一品一品制せい覇はしてゆこうとするその食べ方は御ご飯はんを中心とした三点食べを完全に無視したやり方だ。

　だが迷っている最中にその箸先がふと止まった。

「時に良児よ」

「なんですか？」

「お前はここに一人で住んでおるのか？」

「え？」

　彼女は室内へ視線を流す。
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「いやなに……他に人の気配がないのでな」

「あ、そうですよ。僕ぼく一人です。両親は仕事の関係で二人とも海外を飛び回っている事が多くて、年に数回程度しかここには顔を出しません」

　そう言った時、同情されたのか彼女の顔に一瞬だけ陰かげりが差したように見えて良児は付け加える。

「でも、大体の事は自分で出来てしまうので困るようなものは特にないです。仕送りも十分過ぎる程ほどもらってますし」

「そんな事は聞いておらん」

「え」

　自分から尋たずねておいて、ぶっきらぼうに言い放たれたもんだから良児は思わず口を噤つぐんでしまった。

　良く分からない沈ちん黙もくが過ぎる――

　なんなんだよ。と思いつつも一段落して落ち着いた今が切り出すチャンス。良児は椅い子すを前に引いて背筋を正す。

「あの、ちょっとお話があるんですがいいですか？」

「なに」

「契けい約やくを解いていただけないでしょうか？」

　椅子の上で片かた膝ひざを立てていたルゥは一瞬表情を曇らせると、持っていた箸を投げた。それは良児の眼前、テーブルの上に見事に突き刺さった。

「ひぃっ!?」

「なぁに？　力をもらったのに不満なのか？　普通の人間ならば喜んでその力を私利私欲の為ために使うっていうのに」

「い、いりませんよ、僕にはこんな力」

「あのな、ルゥ様が多大なる力をこの身を割さいてくれてやったのは確かだが、発現する力の種類は下僕しもべ自身が持っている資質に依い存そんするのだぞ。中でもお前が手に入れた力は傍はた目めで見る限り多分『思念変換コンバート』の能力だろ？」

「思念変換コンバート？」

　言葉にしてもらって初めて何となく自覚できた。地面を砕いた時に感じた頭の中に情報が流れ込んでくるあの感覚。

「そう、触れた物を一度思念データに変換することで読み取り易やすくし、それがどういった構造を成して形成されているのかを分子レベルまで感じ取る事ができる力。これは下僕に与あたえられる力の中でもＳランクの部類に入る能力だぞ。それがなぜ、最高位の力だと言われているか分かるか？」

　良児は無言で頭かぶりを振ふる。

「それはな、全すべての構造を知るということは、どこをどうすればそれが壊こわれるかが分かるってことだからだ。この世に形を成しているものはそのほとんどが危あやういバランスの上で成り立っている。その基もととなっている場所をちょこんと小こ突づいてやれば崩ほう壊かいは連鎖し、なんでも簡単に瓦が解かいする。この世に壊せないものはない。それがたとえこの地球でも、宇宙であってもだ。誇ほこりに思っても、いらないだとか言う奴やつは普通いないんだがな」

「話を聞いたらそんな危ない力、益ます々ますいらなくなりましたよ。それに僕が解除を要求している理由は君が狙われてる事にあります」

「なんだお前、自分の命を案じているのか？　それなら安心しろ、ルゥ様は無敵だ。それに私の名を呼ぶ時はちゃんと下僕らしくルゥ様と呼べ」

　無敵だ。と言われても納得はできない。彼女と一いつ緒しよにいる限りまた終結者ターミネータが襲ってくるだろうし、もうあんな目に遭あわされるのは御免だからだ。

「そういう問題じゃないんですよ。怪け我がも治ったみたいですし、こうして夕食も御ご馳ち走そうしています。もう十分でしょ？　それに僕みたいなのは君のお役には立てませんから」

　自分でも驚くくらいはっきりと言ってみせた。しかし、彼女の反応は良児の達成感に相反してすこぶる悪かった。身を仰のけ反ぞらし、テーブルの上に両足を組んで載のせ、嘆たん息そくする。

「なぜそのような事を言うか。『お役に立てません』ってなんだそれは？　まあ下僕が主あるじにする言葉遣づかいとしては合格だが、なんか暑苦しい。もっとくだけた喋しやべりにしろ。あ、でもこれだけは何度も言っておくぞ。私の事はルゥ様と呼べ。『君』は駄だ目めだからな、譲ゆずれない部分だ」

「どうでもいいですから早く契約を解除して下さい。君からしか……」

　強い眼光がギロリと良児に向けられる。

「あ……ル、ルゥ様……からしか解くことはできないのですから……。そもそもなんで僕なんかと契約したんですか？　もっと強そうな人達が他にたくさんいるでしょ」

「仕方がなかろう。あの時は不ふ肖しようにも追い込まれておったのだ。肩かたが上がらないあの状況で幸運にもお前が飛び出してきた。下界での下僕も探していたし丁度良いタイミングだったのだ」

「やっぱりたまたまなんじゃないですか。なら他の人でもいいでしょう？」

「なにを言っておるか！　これ程の素質を持った下僕がルゥ様以外の下僕であるはずがなかろう。最高の悪魔は運さえも呼び込むのだ、この巡めぐり合いもルゥ様の力に他ならないに決まっておろう」

　褒ほめられているのか、そうでないのか……。良く分からない気持ちの中、ルゥはテーブルに載せていた足を降ろし、良児の目の前に突き刺さっていた箸を引っこ抜ぬいて持ち直した。

「そんな話はもうよい。それよりお次はこれだ」

　ルゥはとんでもなく不器用な持ち方をした箸先を近くの煮物が入った小鉢に突き刺した。尖せん端たんにブスッと刺されてサルベージされたのは形かた崩くずれせずいい色に煮えた、見ただけで味がたっぷりと染しみ込んでいるのが分かる里さと芋いもだった。

　彼女は小さな口を目め一いつ杯ぱい開いてそれにパクつく。

　良児はその煮物には自信があった。出だ汁しもうまく取れたし、芋の面取りも丁てい寧ねいにしたからだった。それに加えて一昨日の残りときている。色味は出来たてより悪くはなるが、味は作った当日よりぐっと濃のう厚こうなものになっている。

　期待を込めて良児はルゥの表情を見守った。

　その時だった。

「ぷほっ」

「あひっ」

　シャンパンのコルクが抜けたような音がしたと同時に良児の額に衝しよう撃げきが走る。

　それは斜ななめ前に座っていた良児に向かってルゥが丸のまま吐き出した里芋だった。

　テーブル上の空間を重力に負けず真まっ直すぐな弾だん道どうを描いて飛んだそれは、良児の額の上で

　べちっ

　と音を立てて潰つぶれたのだった。

「なにやってんすか！」

　良児は額に芋を付けたまま声を荒あららげた。

「だって、まずーい」

「ま、ままままずい!?」

　そんな筈はない。良児は小鉢に残った里芋をつまんで口の中に放り込んだ。

「おいしいじゃないですか！」

「そんなこと言っても不ま味ずいのだから仕方なかろう？」

　彼女は他の品にも手を出すとそれらもことごとく吐き出した。

「あああっ！　もったいないことしないで下さいよ！　バチが当たりますよ？」

「そんなもん当たるもんか。ルゥ様は悪魔だぞ？　誰がそんな愚おろかな事をするのだ？　それにもったいないと言うのなら、そこらにまだ転がっているだけなんだから良児が拾って食えばよかろう？」

「無む茶ちや言わないでくださいよー」

「あ」

「なんですか、今度は」

「いいこと思い付いた」

　そう言って彼かの女じよは卓たく上じように置いてあったパグ印の特とく濃のうソースを手にした。これはコロッケにかけたやつである。

　嫌な予感がする……。

　どぶぁ～

「ひ、ひぃ！」

　良児の悲鳴がダイニングに木こ霊だまする。

　嫌な予感が的中した。ルゥは純和風の煮物にソースをかけやがったのだ。

「ああっ、日高昆こん布ぶの繊せん細さいな香かおりが！　宮みや崎ざき産有機里芋の優やさしい甘みが！　穢けがされてゆくぅ～」

「なに言っておるのだ、この方が格段にうまくなったではないか。良児、お前実は料理の才能が無いな？　ルゥ様の下僕たるもの料理の一つもできんとな」

　そう言って彼女は冷や奴や炒め物にもソースをかけた。むしろそのソースが好物なんじゃね？　というくらいに。

　良児は穢されてゆく料理達たちを見ていられず現実逃とう避ひをするようにリビングへとおもむいた。そしてそこにあったティッシュで額の芋を拭いながらソファーに腰こし掛かけてテレビのリモコンを手に取った。

　最初に浮かび上がった画面では最近よくテレビで見かける人気の芸人が激しいド突き合いのネタで観客を笑わせていた。

「大変だなぁ」とこんな時も良児は冷静に画面の中の人間の身を案じてしまう。楽しむなんてのは二の次だ。

　そのままテレビをただ茫漠と見続けて、暫しばし一人の世界に入り込んでいたそんな時だ。

「ルゥ様を置いてけぼりにして何をしておるのじゃ？」

　背後から肩かた越ごしに興味を惹ひかれてやってきた彼女の声が通る。

「何をって、見ての通りテレビを見てるんで……って、おわっ!!」

　良児は思わず大声を上げてしまっていた。ふと後ろを振り向いた良児の目には口の周りをソースだらけにしたルゥが立っていたからだった。口元だけならまだしも良く見ればおでこや前まえ髪がみ、そしてドレスの袖そでや胸むな元もとにまでもそれが付いている。

「なな、なにしてるんですかっ！」

「え？」

　驚く良児の気持ちなど意味が分からないといった様子で彼女はそこで茫漠としている。そしてあろうことかそのままの姿でソファーの背もたれを颯さつ爽そうと乗り越こえて良児の隣となりへと居い座すわった。

「ちょっと！　そのままおとなしくしてて下さいよ。色んな所に付いちゃうじゃないですか！」

「問題無い」

「いや、こっちが大ありですって。今ティッシュ持ってきますからそこ動かないでくださいよ？」

　良児は釘くぎを刺してリビングボードの上にあったＢＯＸティッシュを手にする。中から何枚かを素す早ばやく抜き取り、そのままルゥの口元に押し当てた。

「ふご、ふぃふぉおうない、ふぉふぃてふぉろうふぁ」

　何を言っているのかは分からないが良児はそのまま続けた。

「まったく……どうやったらこんなになるんですか……ほらこっちにもついてる」

　後頭部の辺りにティッシュを追加する。

「必要ないと言っておろうが！」

　口が開いた途と端たん、ルゥは頬ほおの辺りを紅潮させて声を荒らげた。

「そんなわけ無いじゃないですか。ああ、もうこんなんじゃ全然ダメだ。今、お風ふ呂ろ入れますからすぐ入ってください」

「風呂だと!?」

　ルゥは驚きよう愕がくの表情を浮かべて飛び上がった。

　拭ふいても拭いてもティッシュを無む駄だに消費するばかりで埒らちがあかない。それに結局は拭いただけというわけにはいかないし、なによりその高そうなゴシックドレスも洗せん濯たくしなくてはシミになってしまう。だからそうしようとしたのに当の本人は頑なにそこを動こうとしない。むしろ非常に慌てている。

「良児！　お、お前この私を茹ゆで殺すというのか!?」

「茹でる？　なに言ってるんですか？」

「ふ、風呂と言えば、あ、あれだろ馬ば鹿か者ものっ！　大きな釜かまの下に薪まきをくべてブクブクと沸ふつ騰とうした所にその身に塩を擦すり込まれて放り込まれるという……かの大おお泥どろ棒ぼうもそうやって処しよ刑けいされたと聞いたぞ。あああああぁっ、想像しただけでなんと恐おそろしい！」

　ルゥは恐きよう怖ふに怯おびえ、その場にうずくまる。

「ずいぶんと片寄った知識をお持ちで……大だい丈じよう夫ぶですよ、お風呂はそういうものではありません。温かくて気持ちのいいものです」

「気持ちいい？」

「ええ、『お風呂は命の洗濯よっ♪』なんて名言を残した人もいるくらいです」

「良児も入った事があるのか？」

「ええ、もちろんです。毎日入ってますよ」

「ま、まいにち……」

　ルゥは一度頭を下げて考え込むと、そのまま身を翻ひるがえした。

「いやっ、やっぱいい！」

「よくないですよ、どうすんですかこのままで！」

　良児は「ぎゃー」と喚わめいて嫌いやがる彼女の背中を押し無む理り矢や理り風呂場へ突っ込んだ。




　それから程なくして――

　彼女の着き替がえが無いことに気付いた良児は一人であたふたとしていた。

　自分の服では大き過ぎるだろうし、かといって他に代わりになるものはないし……。そもそも着替え自体どうやって渡わたしたらいいんだ？　もし脱だつ衣い所に入ってニアミスが起きたらどうする？　そう考えると何もできない。

　と、とりあえず必ず必要な物。

　……そう、とにかくバスタオルだけは渡さないと。

「し、しつれいしまぁーす……」

　良児はそぉーっと脱衣所の扉とびらを開けて、忍しのび込むように中へと進入する。

　室内にはむわっとした湿し気けた空気が漂ただよい、シャァァァー……というシャワーの音だけが響ひびいている。

　ちゃんと入れてるじゃん。

　そう思いながら脱だつ衣い籠かごの側そばにバスタオルを置こうとした時だった。

「んん？　良児か？」

　ルゥの甲かん高だかい声が反はん響きようして脱衣所にまで届く。上がった声に反応するように良児はその方向に無意識に振り向いていた。

　そして固まった。

「を……!?」

　見てしまった、バスルームの磨すりガラスの向こうに線の細い肌はだ色いろの肢し体たいがチラチラと蠢うごめいているのを。すぐそこで彼女がシャワーを浴びているのだ。はっきりとは分からないが華きや奢しやな体とそのラインは朧おぼろ気げに見て取れる。

「そこで何をしている？」

「えっ、いや僕はそのっ……」

「特に用が無いのなら一緒に入るか？」

「な、ななななにをっ!?　ぼ、僕はバスタオルを持ってきただけでっ」

　かなり慌あわてて良児は脱衣籠の側にタオルを置いた。と、そこで異変に気付く。

　ルゥの脱ぬいだ服が無い。

　籠の中にも、周囲を見回しても見当たらない。早く洗わないとシミになってしまうというのに。

「ならばそろそろ出るかの」

「え？」

　混乱している隙すきを突いたかのような言葉。背中から扉が開かれる音がしてルゥが中から上がってきたのだと感じた。

　今この場には彼女の脱いだ服も無ければ、着替えも持ってきていない。あるのはクマちゃん柄がらのバスタオルのみ。ということは……彼女の今の状態は言わずもがな……。

　良児も良児で反射的に振り返ってしまっていた。

　だが、そんな心配を余よ所そに、

「ぷはぁー！　気持ちよかったぞ」

　と目が点になっていた良児の前で彼女は大きく腕を伸ばしていた。

　その格好は太ふと股ももまで隠かくれるキャミソールにフリフリが付いたドロワーズという出いで立ち。どこにそんな着替えを持っていたのかは分からないが、色んな服を抱かかえて右往左往したり、心配していたことが一いつ瞬しゆんで無駄になった。

「ルゥ様、それは……？」

　ルゥの着ているものを指差し疑問を投げかける。だが彼女はさして気にもかけず風呂に入る前と正反対な意い気き揚よう々ようとした感じで良児に言う。

「ん？　さあ寝ねるぞ」

「はい？」

「もう遅おそいから寝ると言っている」

　あまりに唐とう突とつでマイペースな彼女に良児の思考がついていけない。

「さあ寝た寝た、明日からは本格的に悪魔としての悪行を開始せねばならんからな。朝は早いぞ」

　何か良からぬ言葉を聞いた気がして身の毛がよだった。

「あ、悪行ってなんですか！」

「あぁん？　悪い行いに決まっておろうが」

　ルゥは眠ねむそうな目を擦こすりながら答える。

「悪魔といったら人間界を恐怖のどん底に陥おとしいれる事こそがその生なり業わい。まさにルゥ様が生まれてきた理由そのものと言っていい。もちろん下僕であるお前には明日からバンバン働いてもらうぞ」

「はあっ!?」

　何かの嘘うそであって欲ほしいと願った。だが、問うよりも先にルゥは良児の腕うでをむんずと掴つかんで歩き出す。

「ちょ、ちょっと！」

「寝しん室しつはどこだ？」

「あちらですけど……」

　思わず反射的に手を添えて答えてしまう。

　そのまま良児は彼女の馬ば鹿か力ぢからに引き摺ずられ、寝室に入った途端にベッドの上へと身を放られた。

「ぐあっ」

　二、三度その上でバウンドすると、すぐさま電気が消され背中へ衝撃が走る。

　何が起きたのか分からぬまま、薄うす闇やみの中で衝撃があった方へと身を反転させる。と、そこで息を呑のんだ。

　鼻先三寸の所にルゥの穏おだやかな寝ね顔がおがあったのだ。

　こんなすぐ側に、寝息がかかる程近くに女の子が迫せまった事は未いまだかつて無い。一気に鼓こ動どうが高鳴る。

　傷一つ無い綺き麗れいな肌はだに端たん整せいな顔立ち。そこにかかる赤しやつ光こうを放つ数本の髪かみが薄ピンクの唇くちびるに触ふれ艶なまめかしさを助長している。純じゆん粋すいで清らかな幼さとあだめく妖よう艶えんさとの中間。両者の良い部分を集めたかのような美しさだった。

　ここでこうして見ている分には、美しくお淑しとやかな少女にしか見えず、彼女が喋り出した時の様子は全くもって想像できない。勿もつ体たいないなあと思いつつも、この容姿に騙だまされた自分を思い出していた。

　そうだ、こんな事はしていられない。早く契約を解除してもらわないと……。と言ってももう寝てしまっているか……。

　見ただけで分かった。口くち端はしからうっすらと光るものを垂らし完全にあちらの世界へ行ってしまっている。

　仕方がない明日にするか……。

　それにしてもこのままここでこうして朝を迎むかえる訳にもいかない。狭せまいシングルベッドの上では寝返りもうてないし、ちょっと身を動かしただけで肌と肌が触れあう。年とし頃ごろの良児にとってはいくら相手が悪あく魔まであっても平然とはしていられない。

　ソファーで寝よう。

　そう思って立ち上がろうとしたが体が動かない。良く見ると腕を掴まれたままだったのだ。

「ちょっと、これ……」

　振ったり、引っ張ったり、引き剥はがそうとしてもルゥの手はがっちりとはまっていて離はなれそうにない。挙げ句の果てに彼女は無む理り矢や理り手を離そうとする良児に対し、寝言なのかなんなのか強い口調で言い放つ。

「だめぇぇっ、一人にしないで！　一人は嫌いやっ、寂さびしいのはいやなのっ!!」

　声こわ音ねは大きかったが、そこから伝わってくる感情は悲痛の思いが含ふくまれているようでもあった。張り上げる声に合わせて掴まれていた手の握あく力りよくも増す。

「いっ!?　いででででっ！　わ、わかった、わかりましたからっ！」

　仕方なく狭い隙すき間まに身をよじらせて寝る。するとすぐに掴む力も弱まる。

　今日は色々な事があって疲つかれた……。もう寝よう。

　精神も体も疲ひ労ろうが募つのると、急に睡すい魔まが襲おそってくる。先さき程ほどまでの気分の高こう揚ようはどこ吹ふく風、ルゥを女として意識したのがそもそもの間ま違ちがいだった。もうどうでもいい。眠いからこのまま寝る。

　瞼まぶたが自然とベールを降ろす。

　良児は薄うすれゆく意識の中で未だ掴まれたままの手越しに見る彼女の瞳に光るものを見つけたような気がした。







ＦＩＬＥ．３　悪党（？）な彼女







　暖かく柔やわらかい。そんな綿雲の中に抱だかれているかのような感覚。

　心地ここち好よい……。

　そんな天国みたいな雄ゆう大だいな空を漂ただよっていると、前方に強い光を感じて目を覚ました。

　瞳に飛び込んでくる強い日差し。それはブラインドの隙間から差した陽光。

「朝……？」

　ぼんやりとした意識の中で現実を手た繰ぐり寄せる。だがしかし、次し第だいにはっきりとする知覚の合間で未だ消え去らない感覚がある。あの綿雲に抱かれている心地好い感覚である。

　この酷ひどく安心できる感覚はなんだろう？

　ふんわりとしていて、いい匂におい……。

　嗅きゆう覚かくと触しよつ覚かくに鮮せん明めいな映像を伝える視覚が加わる。

　首筋をくすぐる細い赤髪、頬に柔らかさを伝えているたおやかな二つの膨ふくらみ。その白しら肌はだからは朝あさ露つゆを含んで開いた花弁の如ごとき香りが放たれている。

　一気に良りよう児じの中の全神経が開放された。

「わぎゃ」

　誤って尻尾しつぽを踏ふんでしまった猫ねこのような喚き声を上げたのは、そこがルゥの小さな胸の中だったからだ。

　当然、急いでそこから抜け出ようとするが彼女の腕が後頭部の辺りでがっちりと交差されていて動けない。それでもなんとかしようと必死でもがいていると、顔面に向かって吐と息いきがかかった。

「んっ、んーんっ……なにごとだぁ？　暴れるなっ」

　ルゥは良児を抱き枕まくらよろしく抱えたまま眠たい目を擦る。

「あ、あのっ、この……」

　懐ふところの中で言い訳を紡つむごうとするが思うように言葉が出てこない。しかし、当の彼女はこの状じよう況きようを特に気にするでもなく、すっかり目が覚めた筈はずなのに平静を保っている。

「なに？　どうしたというのだ」

「いや、あの……この状態はいかがなものかと……」

「ん？」

　目め茶ちや苦く茶ちや近い場所にある彼女の顔が本当に理解していないという様子で首を傾かしげる。

「だから、年頃の男女がこんな風に……っていうのは……」

「あ？　なんだそんな事か。だったら気にするな」

「気にするなって言われても……」

　ようやく事態が飲み込めたのかルゥの顔からは訝いぶかしげな表情は消え、代わりにそこは安あん堵どで満たされる。

「主あるじと下僕しもべは一心同体。命運を共にする者として床とこでもどこでも常に一緒に行動するのは当たり前の事だ」

　ルゥは良児を抱えていた腕を解ほどき、ベッドの上に胡座あぐらをかいて起き上がる。

　良児もそれに合わせて慌てて起き上がり、なんとなく彼女の前に正座する。ついでに細く白い足が裾すそから覗のぞいていたのを見つけ、行き場を無くした視線が宙に泳ぐ。

「それにな、ルゥ様はこれでも三百年は生きているのだ。お前みたいな小こ僧ぞうはそもそもそのような対象にはならないのだよ」

　それを聞いて漂っていた視線が眼前に戻もどってくる。

「さ、三百年って!?」

「なんだ、その年とし増ま女を見るような目は。無礼であるぞ！　そりゃあお前等ら人間からすれば長い年月のように思えるかもしれないが、悪魔にとっては生まれたての赤子に等しいのだぞ。ほら見ろ、お肌なんてまだピッチピチだ」
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　ルゥはキャミソールの端を捲めくって良児の前に柔やわ肌はだをちらつかせる。

「わっ、わかりましたから！　十分わかりましたからやめてください！」

　いくら三百歳さいと言われても見た目は自分と同じ十四、五歳……いや、もっと下にしか見えない。そんな彼女に目の前でヘソの辺りをチラチラとされては平常心を保つ事など不可能だ。

「本当に失礼な奴だな。年増の肌は見るに堪たえないと言うのか」

「いえ、そうじゃなくて。なんでもいいから早く、とにかくしまって下さい！」

「ちぇっ」

　ルゥは軽く舌打ちし、渋しぶ々しぶ裾から手を離した。

　やっとまともに彼女を見み据すえられるようになると辺りの物が鮮明に見え始める。彼かの女じよ越ごしに見える白いクロスの張られた部屋の壁かべ。そこへなんとはなしに視線がいった。

　壁には黒い丸まる縁ぶちの時計が掛かっていて、今も秒針が刻々と時を刻んでいる。しばらく茫ぼう漠ばくとその針の行く末を辿たどっていたが、意識が明確となりハッと目を見開いた。

　時計が示す時刻は午前八時十二分――――

　遅ち刻こく寸前だった。

「うわっ、これは大変です！」

「きゃっ、急に動くな馬鹿者！」

　勢い良くベッドの上に立ち上がると、座すわっていたルゥが震しん動どうで姿勢を崩くずす。

「どうしたというのだ、そんなに慌てて。大器は常に落ち着いているものだぞ」

「そんな悠ゆう長ちような事を言っている場合じゃないんです！　遅刻ですよ遅刻、学校があるんですよ！　あー生まれてこの方遅刻など一回もしたことなかったのにー」

「学校？　あーあの人間の子供が行くくだらない場所か。そんなもの遅おくれようがなんだろうが構わないだろ」

「そうはいきませんよ」

　良児はクローゼットの扉を乱暴に開け、真っ白に洗濯されたワイシャツを掴む。だが、首元に手がいった所で昨日家に帰ってきてから着き替がえていなかった事に気が付いた。このままでいいやと部屋を出、荒あれたままのリビングのソファーに引っかけてあった学ランを羽織る。

「それと、鞄かばん……」

　口にして思い出した。そういえば鞄は昨日の事件でスライスされ消えてしまったのだった。コロッケは持ち帰った癖くせに……。

「……どうしよう」

　とにかく今は教科書とかなによりも学校へ行く事が先決だ。その問題は後で考えればいい。

　良児は朝食もとらず手ぶらで玄げん関かんを飛び出した。と、その時、

「まてぇ～い！」

「ぐげっ」

　高らかに上がった怒ど号ごうと共に、後頭部に衝撃が走る。脳のう味み噌そに脳のう髄ずいまでもが連なってそれだけが遙はるか先へと飛んでいってしまうのではないかという程の。

　蹴けりが入っていた。小さな足裏が物の見事に後頭骨の中心を捉とらえていたのだ。

「ががっ……な、なにを……」

　ギンギンと痛む首筋をさすりながら振り向くと、玄関の扉の所でルゥが仁に王おう立ちしてこちらを睨にらみ付けていた。

「勝手にどこかへ行くな！」

「は？」

　気の抜けた返答だったが自然と出たものだった。

「言っただろうが。ルゥ様とお前は一心同体。常に一緒に行動しなければならないのだと。それに今日は悪魔としての生業を開始する日だぞ。お前がいなくてどうする」

「そんなの勝手にやってて下さい。僕には関係ないですから」

「まぁだそんな事を言っておるか！　それになんだそれは」

　憤ふん慨がいしつつルゥは良児の左手を指差す。その手は黒い革かわ手て袋ぶくろで覆おおわれていた。

「こうしておかないと不用意に触さわってしまったものを壊し兼かねないんですよ。コントロールもうまくできないようですし……」

「情けない。悪魔の下僕しもべが自ら力を封ふうじてどうする！」

　ルゥは項うな垂だれて嘆息する。

「とにかくだ、私もついて行くからちょっと待っておれ」

　有う無むも言わさずルゥは例の短たん剣けんを取り出し、目の前で一ひと振ふりする。

《データの分ぶん離り、再構築を行います》

　どこからともなく聞こえてくるあの声と共に、彼女の着ている寝ね巻まきにジグザグとした細かい亀き裂れつが走る。赤い線で区切られたそれはブロックのように小分けされ、移動し、それぞれが回転したりして形を組み替かえてゆく。言うなればテトリスに似ていた。彼女の周りに浮うき上がったそれは、彼女の肢体を一瞬だけ覗かせて、別の形へと再構築を遂とげる。

　出来上がったそれは見慣れた黒のゴシックドレスだった。

「そ、そうゆうこともできるんですか……」

「ん？　そうだ。どんな形にでも組み替えられるぞ。まあそれもルゥ様だからこそできるのだが」

　良児はなるほど、と昨夜ゆうべの事を含めて納なつ得とくした。

「それにソース汚よごれは寝ている間に駆く除じよプログラムを走らせておいたからな。バッチリ綺麗になっている」

「それじゃあお風呂に入らなくても綺麗に出来るってことですか……」

「まあそういうことだが、あれもあれで気持ちのいいものだから今度から人間スタイルに合わせることにする」

「はあ……」

「ちなみにこういうことも出来るぞ」

　ルゥは短剣を振り上げた。すると彼女の頭上に緑光を放つ円サークルが現れる。

《デフラグ開始。断だん片ぺん化かした情報を均整化します》

　円サークルからシャワーの如く彼女に向かって微び細さいな光が降ふり注がれる。と、その光に洗い流されるように寝ね癖ぐせのついた髪が綺麗に整えられてゆくではないか。

　唖あ然ぜんとしてその様子を見守っていると、準備が完かん了りようしたのかルゥは短剣を空中へと消し、こちらに向かって笑えみを振りまいた。

「さ、行こうか」










　良児達たちはまだ所々シャッターが閉まっている商店街通りを直ひた走はしっていた。

　お店がまだ開いていないこともあって人通りは少ないが車の量は通勤に合わせて相変わらずだ。

「おいっ！」

　このままのペースで行けばまだ間に合いそうだと思っていた矢先、背後から声がかかる。ルゥである。

　彼女は小さな羽をパタパタとさせながら後ろを付いてきていたが急にはたと止まり、とある店を指差していた。

「なんです？」

「ここへ寄っていく」

　彼女が指差した先、それは全国津つ々つ浦うら々うら、世界にまでチェーンの広がる今いま更さら説明する必要もない有名なコンビニ店だった。

「そんな所、寄ってる暇ひまありませんよ。第一何の用があるんです」

「いいから寄るの！　寄る寄るぅ、寄らなきゃヤダーッ!!」

　駄だ々だっ子のように地じ団だん駄だを踏み、泣き喚くふりをする。これが大悪魔のやる事かとも思うが、容姿には見合っているからなんともし難がたい。ここで強く叱しかりつければ通りを歩いている人に幼い子を虐いじめている悪いお兄さんに見られることは必至だ。

「仕方がないですねえ……すぐに出ますよ」

「わーい」

　ルゥは両手を天に掲かかげて店内へと駆かけ込んでゆき良児はその後を小走りにつけてゆく。

「悪魔がコンビニにいってどうするんです」

「いいではないか、コンビニとは何でも揃そろう便利な場所なのであろう？　だったらここで西洋東洋の各種拷ごう問もん器具を買い集めるのも手であろう。そういう場所には得てして魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいも住み着くと聞く。この際だからルゥ様の配下に入れるのもよかろう」

　ルゥは入店後カゴを取り、すぐさまお弁当コーナーに直行。瞳ひとみを輝かがやかせておにぎりを物色しだす。

「ちょっと！　言ってることとやってることが違ちがうじゃないですかっ。魑魅魍魎はどうしたんですかっ」

　良児はその真横で溜ため息いきを吐つきながら彼女の様子を見守っていたが、すぐに異変に気付いた。

　おにぎりを掴んではカゴの中に放ほうり込む。またおにぎりを掴んではカゴの中へ――

　彼女の行動は選んでいるとかそういう雰ふん囲い気きではない。具とか関係無しになんでも構わず次々とカゴの中へただ突っ込んでいるようにしか見えなかったのだ。

「何やってるんです、そんなに食べる気ですか？」

「まさかっ」

　ルゥは鼻で笑う。

「いいからお前も手伝うのだ、ほれ」

　そう言っておにぎりを一個投げ渡された。

　ツナマヨだった。

「って、なにを手伝うっていうんですか！　第一こんなに買うお金あるんですか？」

「そんなもの、ある訳がなかろう」

「はぁ!?」

　理解不能な行動に苛いら立だちが募る。そんな中、ルゥは一度カゴに山となったおにぎりを再び棚たなに戻し始めたから良児はもう全すべてが分からなくなってしまった。

「じゃ、なにを……？」

「うむ、これをこうやってだな」

　彼女の手元をつぶさに見つめる。再びきちんと並べられてゆくおにぎり達。だがその一つ一つは全てラベルが後ろ向きにされていた。

「ほれ、お前もやらないか」

「え、僕ぼくも!?」

　ふと己おのれが手に握にぎっているおにぎりに視線がゆく。

　蛍けい光こう灯とうの光を反射してテカるビニールパッケージ。その中でパリパリさ加減を保っている黒々とした質の良い海の苔り。表には青いシールにでかでかとツナマヨの文字が記き載さいされている。手て頃ごろな大きさ百二十円。

　三角のそれに見とれているとすぐに事の次第に気が付いた。

「だっ、駄だ目めじゃないですか！」

　突とつ如じよ、声を荒あららげた良児に対しルゥは嬉うれしそうに含み笑いを返す。

「ふむ、ようやくルゥ様の世にも恐ろしい計画に気付いてくれたか、我わが下僕よ」

　得意気におにぎりを並べながらルゥは続ける。

「こうしてだな、ラベルを全部向こう側にする事によってどれがどの具だか一目で分からなくなるのだ。怖おぞ気けが走るであろう？　それにな……くっくっくっ」

　今にも声に出して笑いたい衝しよう動どうを腹を押おさえ我が慢まんして、口元から掠かすれ声が漏もれる。

「しかも、しかもだ。全部ランダムに置いてやるのだ。全くもって予想がつかんぞ。これを買いに来た人間はさぞかし大変な思いをするに違いない」

　良児は口をぽかんと開けたまま考えていた。

　これはもちろん至し極ごく迷めい惑わくな行こう為いに違いないが、彼女が大言している程ほど凶きよう悪あくな行為ではない事は確かだ。はっきり言うとせこい。子供の悪いた戯ずら程度の事。

　しかし当の本人は良児の袂たもとで今まさに、人殺しや謀ぼう略りやくに手を染めた大罪人が狂きよう喜きに打ち震ふるえているかのような高揚感に浸ひたっているではないか。

「これで世界は悪に蹂じゆう躙りんされる。混乱と秩ちつ序じよ無き日々に人々は阿あ鼻び叫きよう喚かんするであろう」

　横に広げた彼女の両手指はワナワナと震えている。

「そんな大おお袈げ裟さな……」

「何を言っておるか！　悪魔としての所業の大切な一歩であるぞ」

　ルゥは憤慨しつつもおにぎりを並べ終えた手で良児の手を引く。

「さあ、こっちもだ」

　連れてこられたのは缶かんやペットボトルが並ぶドリンク棚の前。どれもこれもラベルや商品名が書かれている方を前にして綺麗に陳ちん列れつされている。

「ここら辺の奴やつもみんな同じようにしてしまうのだ。くぇっけっけっけっ」

「いやあの……そんな事したらみんな迷めい惑わくするからやめましょうよ」

「馬ば鹿かな事を言うでない！　それでもルゥ様の下僕か貴様っ」

「そんなふうに言われても……」

「お前はまだ自分の立場を分かっていないようだな」

　ルゥはそう言って宙から模造短剣アサメイを取り出し、軽く一振りする。と同時に良児はその場にうずくまった。それは苦痛に耐たえ兼ねての行動だった。

　燃えるような熱さ。いや、これはもう温度など感じずただの痛みでしかない。激痛を放つ場所。それは手て袋ぶくろをした左手。掌てのひらを見み遣やると黒い革手袋の表皮を通して円形の紋もん様ようが浮かび上がり、炉ろに鉄を入れたようなオレンジ色の光を放っていた。

「ぐっ、ぐあっかぁっ！」

　掌の皮が焼け爛ただれて骨まで溶とかされてゆく、そんな感覚。耐え切れずそのままフロアで形なり振ふり構かまわずのたうち回ってしまうのではないか、その寸前までいった所で輝きが消失し、共に痛みも消え去った。

　見ればルゥが短剣を霧む散さんさせていたので、それが彼女の仕し業わざであるとすぐに分かった。

「分かったであろう。ルゥ様とお前は主従関係にあるのだ。命令には背そむけないように出来ている」

「いつつ……そ、そんな……」

　未だ燻いぶる掌にフーフーッと息を吹きかける。

「四の五の言わずにやるのだ」

　良児はヒリヒリとする手で目の前のペットボトルを嫌いや々いやながら手にする。またあんな目には遭あいたくないからだ。

　あの苦痛を受けるくらいならこんな悪戯大した事じゃない。

　良い子を地で行く良児にとっては物もの凄すごくハードルの高い行為だったが、こればかりはやむを得ない。天てん秤びんにかけてみてすぐに決断できる事だった。

　仁王立ちのルゥが監かん視しする中、作業を続ける。が、五、六本そのような事をした所でなにやら背中に突つき刺ささるピリピリとした視線を感じて手を止めた。

「なにしてるっ、休むな」

　ルゥの言葉を無視して、良児は視線の先を確かめる為ために首を伸のばして振ふり向いた。すると二つ先のカップラーメンが堆うずたかく積まれている棚の隙間からこちらを物凄い形相で睨んでいる人物がある。

　四十代前半くらいの中年の男。頭に張り付いたようなペッタリとした七三分けの髪の毛に黒くろ縁ぶちの眼鏡。首もとからはコンビニのイメージカラーであるオレンジと白のストライプのエプロンが掛かかっているのが僅わずかに窺うかがえた。

　あれはもしや……。

　いや、もしやなんてものじゃない。確実にこの店の……店長だ。

　こちらが感付いた事で店長の表情は更さらに険しくなった。あまりの恐ろしさに良児は振り向いていた体を元に戻す。

　あれは完全に怒おこっている。誰がどう見ても怒り心頭の状態だ。

　まあそれも当たり前の反応だろう。もし自分がこの店の店長であっても頭に来るだろうから。

　ここまで来たらもうアレしか無い。良児はルゥの手を引っ張って棚の陰かげに隠れるように小さく屈かがみ、小声で囁ささやく。

「ルゥ様、逃にげますよ」

「なにを言っている！　まだこれからという時に」

「あれを見て下さい」

　良児は前を向いたまま指で後方を指し示す。ルゥは怪け訝げんな表情をしつつも言われるがままにパンが並ぶ棚の上からそっと顔を覗かせる。

「ひっ!?」

　途端、ルゥは小さな悲鳴を上げ慌てた調子で元の場所へと引っ込んだ。

「な、なんだあの悪あつ鬼きのような恐おそろしい形相は。こちらを睨んでおったぞ」

「当たり前ですよ、こんな事したら……」

「そうか、既すでに我が計略は外部に漏れてしまっていたのか。これは失策であった。侮あなどり難し人間」

　ルゥは自身の額に手を当て、自らの行為を反はん芻すうしている。

「そういう問題じゃないでしょ。いいから行きますよ」

　良児は無理矢理ルゥの手を取り、小走りに店を出た。そのまま走り続けて一気に商店街通りを抜ぬける。気が付けばそこは住宅街の中だった。







「はぁはぁはぁ……」

　二人共、しばらくの間その場で項垂れながら息を切らしていた。

　ようやく呼吸が整い始めてくると、ルゥの方から口を開く。

「おのれ人間め。危あやうく睨み殺される所であった」

「殺されはしないと思いますが……」

「あーっ、悔くやしい！　そしてなんだこのムズムズとするやるせない気持ちは！」

　苛立ちを露あらわにしたルゥは頭を掻かき毟むしりながら地面を踏み鳴らす。

「物足りん、物足りん、物足りんのじゃ！」

　黒革のブーツで近くの電柱を蹴り上げる。

　と、その時、彼女の足が何かに気付いて止まった。

　視線は電柱の袂へと移る。そこにあるのは区推奨のゴミ袋ぶくろに包まれたゴミの山だった。

　ルゥは腐ふ臭しゆう漂ただようそのゴミ山を覗きながら不敵な笑みを浮かべた。

「くっくっくっ、良い事を思い付いたぞ。おい良児、本日二つ目の悪行だ」

　嫌な予感がする。

「ペットボトル、空き缶、空き瓶びん、燃えるゴミ、燃えないゴミ、その他諸もろ々もろ」

　ルゥは指差し確かく認にんしながらゴミの種類を挙げてゆく。

「きちんと分別されているこのゴミ達たちを全てごちゃ混ぜにしてしまうのだ。そしたらどうだ？　ちゃんとリサイクルされずに環かん境きようは破は壊かいされ人々は黒い雲の下、毎日涙なみだに頬ほおを濡らすであろう？　ああっ、我ながらなんと恐ろしい発想だ」

　ルゥは言こと葉ば尻じりにブルブルっと身を震わせた。

「そ、そうですか……？　でも僕はもう嫌ですよ」

「むっ」

　ルゥははち切れんばかりに頬を膨らまし、またどこからともなく短剣を手にし頭上に振り上げる。だが、良児は怯ひるまない。

「またさっきみたいに凄すごい険相で睨まれますよ？　いや、今度はそれだけじゃすまないかもしれないな。捕つかまった後に狭い部屋に押し込められて延々と説教を受けた挙げ句、お尻をペンペンされるかもしれない」

「ひぃぃっ……！」

　小さく、短く、上がる悲鳴。

　ルゥの顔は見る見る内に血の気が失うせて青くなってゆく。

　下僕しもべという弱い立場でありながらもこのように良児が優勢に出られたのは、彼かの女じよは大口を叩たたきながらも本当は大した悪行はできないんじゃないか？　むしろ、無理をしているんじゃないか？　そう思い始めたからだった。そして今の発言に対する反応でそれは確信へと繋つながった。

「やめといた方がいいと思いますけどねえ」

「うるさい、うるさい、うるさいっ！　やると言ったらやるのだ！」

「なんでそんなにしてまで悪さがしたいのですか？」

「理由なんてある訳なかろう！　ルゥ様は悪魔だ。それもとびっきりの大悪魔だ。悪魔が悪さをしないでどうする！」

「いやあ、悪さをしない悪魔がいてもいいんじゃないですかね」

　ルゥは口くち籠ごもる。

　――僅かな沈ちん黙もく。

「もうよいっ、お前には頼たのまぬ！　ここはルゥ様の使い魔まにやらせる」

「つかいま？」

　良児が復唱し、理解するよりも早くルゥの手は天に掲げられていた。短剣の先から光の筋が飛び、何もない筈の場所に当たって空中に波は紋もんを響かせる。

「響け鼓動、答えよ闇やみ。千姿万ばん態たいの混こん沌とんを紡ぎ堅けん牢ろうなる体を成せ。我が第二の名『誇ほこり』の名において命ずるものなり」

《アプリケーションコード確認。ダウンロードを開始します》

　ルゥの言葉に応こたえる声が周囲に響くと、突如真上の空に暗雲が立ち込め始める。

　波紋は宙に固定され円サークルを描えがく。緑光を放つ四角が円の縁に沿って表示されてゆき、それが円周を満たすと事は起こった。

　雷らい鳴めいと共に稲いな妻ずまが暗雲を切り裂さいて落ちる。

　それは矢のように細く、鋭するどい。

　円の中心を貫つらぬいて地面へと突き刺さると、目ま映ばゆいばかりの黄金の光を放って爆散した。

「うわっ」

　あまりの眩まぶしさに良児は目を背ける。それでも視界のホワイトアウトは避さけられなかった。視力は一瞬で奪うばわれ、天も地も何もかもが識別できなくなる。でもそれは僅きん少しようの時。

「くぅ～うぉ～っ」

　隣となりからルゥの甘かん美びな悶もだえ声が耳に届く頃には、良児の視界は再び鮮明さを取り戻していた。

　なんなんだ？

　朦もう朧ろうとする意識を振り払はらうように頭かぶりを振りながら視線を上げる。すると、自分が立っている数歩前の地面に見慣れぬ物体が転がっていた。

　全長五十センチ程ほどの卵形。

　モコモコした薄うす茶ちや色。

　今までそんなものはそこにはなかった。

　一見してそこにあるだけだと思っていたがそれは自らの意思でそこに自立しているようだった。

　――立っている？

「いっ!?」

　事実を受け入れると共に声が漏れた。

　物体は物体ではなかったのだ。

　丸くずんぐりとしているその表面は、短い毛で覆われている。接地面には丸々とした体たい躯くで見え難にくいが短い足があってしっかりと体を支えている。むにむにとした口元からは数本の細い髭ひげが飛び出し、黒々とした円つぶらな瞳は良児を見つめて輝いていた。おまけに背中と思おぼしき場所にはルゥと同じ白い羽が生えているときたもんだ。

　これは断じて物などではない。この生々しさ……こいつは確実に生きている。

　生物だ。

　知識の中にある生き物にたとえるならばハムスター。それもかなり肥えていて巨きよ大だいな……。こんな大きさのハムスターは見たことがない――というか有り得ないだろうこれは。

「くぅ～っ、相も変わらずカワイイのぉ、殺さつ鬼き丸まる」

　ルゥは今までの尖とがった面おも持もちを思い切り綻ほころばせて殺鬼丸と呼んだミルクティー色の生き物に抱き付く。

「ちゅっちゅらびっぷ」

　抱き付かれた側の生き物は聞いた事もない異様な、それでいてなぜか可愛かわいらしい鳴き声（？）を上げる。その声は殺さつ伐ばつとしたネーミングとは大分掛け離れているように思う。

「お前を呼んだのはだな、ちょっと手伝ってもらいたい事があるからなのだ。すまんがお願いできるか」

　ルゥは胸の中で殺鬼丸を優やさしく撫なでる。それは自らの使い魔に対する行為とはとても思えない。同じような立場にある良児にはもっと手厳しい態度を示すからだ。

「詳くわしく説明するとだな、あれをこうして……こうなって――」

「ちゅっちゅら、ちゅっちゅらびっぷ」

「ほうほう、そうかそうか受けてくれるか」

　良児には何を言っているのか分からなかったが、ルゥにはネズミ語が分かるのか頻しきりに頷うなずいている。

「それもこれもあの下僕がルゥ様の言うことを素す直なおに聞かぬからなのだが」

　良児のことを睨み付けるルゥ、それとは対照的に殺鬼丸は可愛らしく首を傾げて無む垢くな瞳をこちらに向けている。

「うっ……」

　一人と一匹ぴきの眼力に押されて何も言えずにいると、飽あきたのか彼女は視線を外し殺鬼丸を放つ。

「それではよろしく頼むぞ、殺鬼丸」

「ちゅっちゅらびっぷ！」

　元気良く短い手を挙げて殺鬼丸はゴミの山へと走り出した。

　だがその途と中ちゆう、良児は見てしまった。

　ぬいぐるみのように愛らしい茶色のそれが自分の前を通り過ぎる際、愛あい嬌きよう溢あふれるその顔が一いつ瞬しゆんで不満に満ちたやさぐれた表情へと変わるのを。しかもこちらに向かってペッと唾つばを吐はきかけてみせたのである。

「うぇ!?　ちょっ、ちょっと今のあれ……」

　良児はルゥに向かって言う。

「なにを騒さわがしい」

「だって今、あのネズミがこうペッって……顔もケッって……」

「何をおかしな事を言っておる。可愛く従順な殺鬼丸がそんな事をする訳がなかろう」

　彼女は全く良児の言う事を信じる様子はない。

「そんな事言っても……」

「そんな事もどんな事も無い！　殺鬼丸はお前の代わりにやってくれているのだぞ。礼を言っても貶けなされるいわれはないわ」

　もう駄目だ。これ以上言っても信じてはもらえないだろう。良児はすぐにそう判断しそれ以上は口を噤つぐんだ。彼かの女じよ達たちの間にはそれくらいの信しん頼らい関係が成り立っているのだろうから。良児は気分転てん換かんに話題を変える。

「それにしても、今のは一体何だったんですか？」

「何が？」

「今空中から変な……いや、エホッ、ゴホッ、あの、か、可愛らしい生き物が現れたように見えたんですが」

　ルゥはジト目で良児の事を見据えながら口を開く。

「なんだ、使い魔の召しよう喚かんも知らないのか？」

「そりゃあまあ普ふ通つうは知らないと思います……」

「仕方がないな、教えてやる。ルゥ様の下僕が召喚の一つもできなくては話にならないからな」

「え、いや別に教えてくれなくてもいいんですが……召喚って僕にもできるんですか？」

「当たり前であろう、ほれ、これを持ってみよ」

　彼女はそう言って持っていた模造短剣アサメイを差し出した。良児はそれをおもむろに受け取る。

「これは多具短剣タグダガーといってな、指示や命令を出せる色々と便利なものなのだ」

「指示ってどこにですか……？」

「神魔界マテイマテイカ」

　ルゥはそう呟つぶやき、天を指差す。

「いや、こっちかな……それともこっちか」

　一度差した指を右や左、地面など色々な方向へと向けてみせる。

「ま、どこでもいっか。その神魔界マテイマテイカ　っていうのは様々な思念データが漂い、渦うず巻まいている混沌とした場所なのだが、そこから必要な思念データだけを選び出して結合し実体化させるのがいわゆる召喚と呼ばれる行為なのだ」

「はぁ……なんだか難しそうですね」

「難しいなどとはこのルゥ様が言わせん。さあ、やってみよ」

「いやあの、突とつ然ぜん『やってみよ』と言われても……」

「多具短剣タグダガーを天にかざし思うのだ」

「こ、こうですか？」

　良児は言われた通りに空に向かって剣けんを掲げ目を瞑つぶる。

「精神を自らの内部に集中させろ。そして感覚を研とぎ澄すませ。さすれば多具短剣タグダガーを通して神魔界マテイマテイカに流れる思念データの流れを感じる事ができる。怒り、悲しみ、屈くつ辱じよく、侮ぶ蔑べつ、その他ほかにも色々と見えてくるだろう」

　精神を鋭えい敏びんに保っていると、色々な感情が自分の中に流入してくるのが分かる。そのどれもが重く、苦しいものばかり。息が詰つまりそうになる。

「そこまでできたら、明確な、召喚したいもののイメージを作るのだ。そしてそれがどのような思念データ部品で形成されているのかを推測、選せん択たくし、結合させる。ここで詔みことのりを加えると完成度が増すのだが、それはルゥ様だけの特権だ」

「そんなこと言っても良く分かりませんよ」

「お前は思念変換コンバートの能力を持っておるのだからイメージなんていうものは得意分野、容易たやすいはずだぞ。思い出せ、お前が力を手に入れた時の事を」

「力……」

　良児は目を閉じ思い返す。

　あの時の事を。

　左手が熱く燃え上がらんとしたあの時。

　掌を通し脳に収まり切らない程の膨ぼう大だいな情報が流入してきたあの時。

　頭の中は水を入れ過ぎて今にも破は裂れつしてしまいそうな水風船のようになっていたが、その時刻まれた情報は欠片かけら一つも逃のがさずに今も脳のう裏りにしっかりと記録されている。それが証しよう拠こに思い出そうとすれば全てが思い出せる。まるで自分がデジタルな記き憶おく媒ばい体たいになったかのように。

　しかし、引き出した情報はとても大き過ぎた。良児の、いや、人間の脳容量ではとても処理し切れない。選んだり、推測したりといった余よ裕ゆうなど全くないのだ。だからあの時のまま、自身の中に流入してきた時のまま、ただ引き出すままに全てを短剣へと伝えた。

　すると、刃は先さきからルゥがやってみせたのと同じように細い光の筋が立ち上り、空中に波紋を作る。

「おおっ」

　良児は目を開き、その様子に見入っている。

　できた。僕にもできた。

　でも、何が召喚されるんだろうか？　自分でも分からない。

　となると途と端たんに不安が募つのり始める。

　ドキドキしながら広がった波紋を窺っていると、

　ピッ、ポッ、パッ、ポッ、ピッ、ペッ……

　と、どこからともなく間の抜けた電子音が響ひびいた。

　どこかで聞いた事がある音だ。

　そう思う間にも音は続く。

　プルルル、プルルル、プルルル……

　これはもしや……。

　呼び出し音？　そうかこの音――電話だ。

　ガチャ

　受話器が取られた。そのまま誰だれかが出るのかと思いきや、ノイズ交じりの奇き妙みような音が続く。

　ピィィィ～ヒョロロロォ～～ガァ～ッ……

　そこで音声が途と切ぎれると空中に現出した円の縁にピョコっと小さな四角が一つだけ現れて点てん滅めつを繰くり返していた。円の内側には見た事もない文字が流れる。もちろん読める筈もない。

《アプリケーションコード確認。ダウンロード待機中》

　先さき程ほどルゥが召喚してみせた時と同じような音声が辺りに響く。それを聞いてそこに表示されている文字はそんなような事なのだなと理解した。だが状況はルゥのものとは大きく違っていた。四角は点滅を繰り返すものの一向に進む気配を見せないのだ。代わりに円内に新たな表記が増える。

《ダウンロード完了予測時間、残り二十二億六千八百万三千三百三十二時間四十二分〇二秒》

　気の遠くなるような数字だった。しかも、時刻表記と思われる文字の最後の一桁けたは同じ表記が明めい滅めつを繰り返しているだけで動く気配が全く感じられない。

「あ～あ～一体何を呼び出したのだ？」

　呆あきれた調子でルゥが言う。

「わかりません……」

「こんなのでは使い物にならないではないか。まったくもう……ふん、ふんっ！　まだお前には早かったようだ、もう良い！」

　ルゥは嘆たん息そくして、良児から短剣を奪い取り軽く一振りする。すると円は、すっと煙けむりのように消えてしまった。

「まったく、使えない奴だ」

「だったら契けい約やく解除して下さいよ」

「アホか！　一度契約した下僕を能無しだから解かい雇こしましただなんて皆みなに知れてみろ、余計に恥はじをかくではないか」

「それが本音ですか……。それに皆って誰ですか皆って……」

「うるさいっ！　とにかくお前はルゥ様の下僕に相応ふさわしい者となるよう努力しろ」

　ルゥは地面を蹴って一ひと頻しきり憤慨した後、ようやく落ち着きを取り戻す。肩かたで息をしながら乱れていた赤髪がみをかき上げた。

「よいか、見てみろ。我が配下たるものあれくらいの仕事ができないといけないのだ」

　そう言ってルゥは殺鬼丸の方向へと視線を促うながす。

「殺鬼丸の出来の良さといったらほんと……」

　言いかけた所で口籠もってしまう。それは彼女の瞳に映った信じられない光景のせいだった。

「あ……」

　開いた口が塞ふさがらないというのはまさにこの事だろう。良児も同じだった。

　あんなにも威い勢せい良く作業に取りかかった殺鬼丸。その彼かれ（？）が自分の身長の倍はあろうかというゴミ袋を抱かかえたままプルプルと震えている姿があったからだ。

　あまりの重さに支えているのがやっとなのだろう。そこに荷を降ろす事も動く事もどっちもできないでいるといった状態だ。

　もちろん作業は何一つ進んでいない。

「なるほど、これが優ゆう秀しゆうな下僕の仕事ですか」

　皮肉を込めて良児は言う。

　対するルゥの方はというと顔を真っ赤にして何も言えずにいた。

　あんなにもメロメロで溺でき愛あいしているのだ、叱りつけることもできないのだろう。

　ルゥは殺鬼丸に歩み寄り、そっとその手からゴミ袋を取り上げる。

「ちゅちゅら？」

　殺鬼丸は疲労を顔に浮かべながら首を傾かしげる。

「殺ちゃんにはちょっとこれは大きかったね。あなたに頼んだルゥ様が悪かった。ごめんなさい、もういいよ」

　今まで良児の聞いたことのない柔やわらかな口調でルゥは言う。長い睫毛まつげの下にある瞳は優しさに溢あふれ、口元は僅かに微笑ほほえみを見せていた。

　あんな言い方もできるんだと思いつつも自分に対する態度との違いに良児は少しムッとする。

　そんな中、殺鬼丸はルゥが短剣を一ひと振ふりした事により光の粒りゆう子しとなって空中へと霧散してゆく。完全に消え去った事を確認するとルゥはふぅっと一つだけ溜ため息いきを吐ついた。

「あれからだいぶ時間が経たってるっていうのに一つも運べていないなんてね」

「ふん、殺鬼丸はお前よりは使える奴なのだ。今日はちょっと調子が悪かっただけだ」

　ルゥは口先を尖らせた。

　その顔を見ている内に、ふと良児は自分の発言にどこか引っ掛かって、その部分を反芻した。

「あれからだいぶ時間が……？」

　復唱した所で背筋に冷や汗あせが伝う。

「あーっ!!」

「な、なんじゃ、やぶからぼうに!?」

　突とつ如じよ隣となりで大声を張り上げたもんだからルゥは驚おどろいて身を縮こまらせた。

　良児の思考は既に答えに行き着いている。焦あせりだけが沸ふつ々ふつと湧わいてくる。

　――完全に遅ち刻こくだった。

　ただでさえ遅おくれて家を出たというのに……。ルゥにペースを乱されっぱなしで今の今まで気付きもしなかった。

「だーっ、急ぎますよ！」

　良児は脇わき目めもふらずルゥを置いて一目散に学校に向かって走り出す。

「ちょ、おい！　こらっ！　ルゥ様を置いて行くな!!」

　取り残されたルゥは慌あわてて良児の後を追う。

「別に遅れたところでなんてことはなかろう」

「そーいうわけにはいきませんよ。担任の城じようヶが島しま先生は結構厳しいんですから」

　息が上がりながら並んで走る。

「ならば余計に望むところではないか」

「なに言ってるんですか、今度はお尻ペンペンどころじゃすまないかもしれませんよ」

「なっ、なにいっ!!　そ、それはいかん！　いかんぞ良児！」

　急に慌て出したルゥの横を路線バスが通り過ぎてゆく。

「そ、そうだ！　あれに乗って行くぞ！」

　そう言って彼女は素す通どおりする車体を指差しながら加速する。

「ちょ、ちょっと！　あれにって、それほどの距きよ離りじゃないですよ」

「今は四の五の言っている場合ではなかろう!!　お尻ペンペンは嫌じゃからのう」

　そう言いながら彼女はすぐ側そばの脇わき道みちに入った。

「一体どこへ!?　バスはあっちですよ？」

「馬ば鹿か者もの、バスはバス停で待たねば乗れぬであろう。先回りするのだ」

「そこまでして!?」

　必死に彼女を追いかけるも息も切れ切れ、しかもその方向は微び妙みように学校から離はなれつつある。何の為に頑がん張ばっているのか分からなくなってきた。既に当初の目的を外れバスに乗る為だけに走っているようなものだ。

「おっしゃ、間に合ったぁっ！」

　脇道から大通りへと飛び出すとすぐ目の前にバス停があった。

「はぁはぁはぁ……ずいぶんと、地理に、詳しいのですね。はぁはぁ……」

「勘かんだ、勘」

「ですか……はは」

　最も早はやそんなことはどうでもいい。早く休ませて欲ほしい。ただそれだけで良児はその場に立っていた。そうでないと心臓が破裂しそうだからだ。

　天の助けかバスはすぐにやってきた。それもそのはず先さき程ほど追い抜いたそれなのだから。

　あれだけ走ったというのに呼吸一つ乱さないルゥ。良児は意い気き揚よう々ようと乗り込む彼女の後に続いた。

　乗ったバスは赤葉駅発、赤葉総合病院経由、深ふか草くさ駅行き。

　駅と駅の間を結ぶ典型的な路線バスだ。

　車内ではラッキーなことに席が前後で二つ空いていた。通勤時間帯だというのに珍めずらしい。早さつ速そく、前にルゥ、後ろの席に良児という形で座る。

「ふぅ……」

　良児は腰こしを下ろすなり深く息を吐いた。あれだけ思い切り走ったのだから息も上がっているし、足もガクガクだ。座らずにこのまま学校まで乗って行くなど地じ獄ごくに等しい。でもやっと落ち着ける。後はこのまま赤葉中学前まで身を任せているだけでいい。溜息にはそういった安あん堵ども含ふくまれていたと思う。

　だがその安堵もしばらくして無くなる。

　とあるバス停で杖つえをついたお婆ばあさんがよたよたと乗車してきたのだ。彼女がよっこらせ、と勢いをつけてステップを上がったことを確認するとバスは軽快に走り始める。お婆さんはそのまま揺ゆれる車内で不安な表情を浮かべながら席を探すが無論どこも空いてはいない。

　考えるまでもなかった。足のどこかが悪いのかあからさまに立っていることが困難そうなそのお婆さんを放ほうって置くことなどできないのだから。それにそれが自分の性しよう分ぶんなのだ。

　良児はまだ息が上がっていて呼吸も整ってはいなかったが迷わず席を立った。

「お婆さん、良かったらここへ……」

　手の平で空いた席を指し示す。

「ちょっと待て！」

　言いかけた所で予想外な制止が入った。ルゥである。

　その時彼女はお婆さんと良児との間に割って入っていた。

「ルゥ様何を!?」

　良児もそうだがお婆さんも目を丸くしている。

　妙みような沈黙が過ぎる。

《次は台たい西せい区役所前、福ふく々ふく百貨店はこちらでお降りになると便利です》

　車内にはアナウンスが平へい穏おんと流れている。

　そんな中ルゥは溜息を一つ吐つくと腰に手を当て突とつ如じよ憤ふん慨がいし始めた。

「良児、お前はまったくお人ひと好よしだ。己が立っていることすら苦痛なほど疲つかれているというのに席を譲ゆずるなどとは考えられん行為だ」

「別に僕はこれくらいなんてことはないですよ、それよりお婆さんの方がよっぽど大変なはずです」

　そう言うとお婆さんは柔にゆう和わな笑みを浮かべて、

「いやいや、わたしゃいいんだよ。何でも楽しちゃうと足あし腰こしが弱っちゃうからねえ」

　と、平気そうに言った。それに良児の置かれている事情を知って尚なお更さら遠えん慮りよがちにしているのがありありと見て取れた。

「いや、本当にいいんです。僕は大だい丈じよう夫ぶですから、どうぞ座すわって下さい。ルゥ様も変なこと言わないで下さいよ。お婆さんが困るじゃないですか」

「誰が譲らないと言った」

「へ？」

　良児はルゥが放った言葉を一瞬理解できなかった。

「下僕しもべが疲ひ弊へいしたままでは咄とつ嗟さの状じよう況きように対応できんだろ？　肝かん心じんな時に役に立たないと困るからな。席はこのルゥ様が譲る。それで問題なかろう？」

　そう言って彼女は自分が今まで座っていた座席までの道を空けた。

「ほんとうにいいのかい？」

　お婆さんは心配そうにルゥと良児を交こう互ごに見やる。ルゥは機き嫌げん悪そうにして何も口にしないので代わりに良児が言った。

「ええ、どうぞ。お気になさらずに」

「そうかい、じゃあお言葉に甘あまえて」

　お婆さんはゆっくりと席に着くと側に立っているルゥに向かって言った。

「お嬢じようちゃん、ありがとう。小さいのに他人のわたしだけでなくお兄さんの事まで考えてあげているなんて、ほんと優しい子だねえ」

　お兄さんとは多分、自分のことだろう。お婆さんにとってはルゥは自分よりもずっと年下に見えるらしい。

「べ、別に、ルゥ様は優しくなどない！　ただお前のような者を脅きよう威いとして考えていないだけだ。それに楽をすることで弱体化するというのならば世界征せい服ふくを狙ねらうルゥ様にとっては好都合。どんどん休ませてやる」

　微妙に慌てながら語るルゥ。そんな彼女に向かってお婆さんは更に褒ほめ言葉を重ねるもんだから落ち着きの無さが増してゆく。

　ルゥはそれに耐えかねて咄嗟に降車ボタンを押した。

　バス停寸前で降車宣言された車体は急停車する。ドアが開かれると同時にルゥは良児の腕うでを無む理り矢や理り掴つかみ上げた。

「いっ、てててて！　ちょっ、ルゥ様!!」

　背中からはお礼を言うお婆さんの声が聞こえていたが、それを無視してそのまま二人は逃げるようにバスを降りた。




「なにするんですかっ!!」

　良児はバスが行ってしまうなり憤いきどおりをぶつけた。

「うるさいっ！　あ奴が危険な言葉でルゥ様を幻げん惑わくしようとするからだ。あれはきっと老ろう婆ばに見せかけた人間界一の魔導師に違いない」

　そう言い放つルゥの顔は紅潮していた。

「魔導師って……」

　とんでもない言い訳とその顔を前にすると気分も次し第だいに落ち着く。

　そうだった。彼女は疲れている自分の為に自ら席をどいてくれたのだ。でもバスを降りてしまった今ではもう意味の無いことだが……。

　良児は少し呆れ気ぎ味みに息を吐いた。そして――

「すいません、ありがとうございました」

「ん？」

　ルゥは隣で眉まゆを吊つり上げ良児を見上げる。

「僕のために」

　そう告げると彼女は「ふんっ」と鼻を鳴らし歩み出す。だが――数歩進んだ所で足を止めた。

「それより、ここはどこだ？」

「えーと……」

　良児は頭を掻いた。







ＦＩＬＥ．４　約束







　談だん笑しようが響く教室の中で良りよう児じは揚あげパンを片手に溜息を吐いていた。

　あの後、良児が学校に着いたのは一時間目の授業が終わった直後だった。全く関係のないバス停で降りたもんだから素す晴ばらしく時間がかかってしまったのだ。

　良い子で通っていた良児の遅刻。

　クラスのみんなは珍しいものでも見るように奇き異いの視線を送り、担任も優等生の失態に最初は驚き、教科書のほとんどを紛ふん失しつした事を告げると職員室に呼ばれてこっぴどく叱しかられた。それでもすぐに解放されたのは今までの実績があってのことだろう。

　教科書は再度注文してくれるということで解決し、それから教室に戻もどったのだが、午前中の授業は心が抜け殻がら状態で何も覚えていないままに今に至る。

　室内には食欲をそそるスパイシーな香かおりが漂ただよっている。

　現在は給食の時間。

　赤あか葉ば中学校は小学校から引き続き給食制を導入している。一人暮らしの良児からすれば弁当などを用意しなくてよいからその点は負担が減って好都合だった。

　本日のメニューはカレースープにコールスローサラダ、アップルシャーベット。それに手元の揚げパンだ。

　良児は心ここに在らずといった面持ちでパンを小さく千切り口の中へと放り込む。

「はぁ……」

　ものが口に入る度たびに溜息が出ているようでもある。

「なにを『ハァハァ』さっきから言っておる。飯が不ま味ずくなるではないか」

　左ひだり隣どなりの席から聞き慣れた声が上がる。

　良児が虚うつろな目で振り向くと、そこには学校指定のセーラー服を身にまとったルゥの姿があった。羽は制服の中に折り畳たたんでいるのか、表だっては確認できない。

「当たり前じゃないですか。一度も遅刻なんてした事なかったんですよ。それに叱られた事も」

「いいではないか、それくらい」

　ルゥは揚げパンを頭からかぶりつき、むしゃむしゃと頬ほお張ばっている。

「良くないですよ。誰のせいだと思ってるんです、まったく。それに――」

　良児は平たい目でルゥの姿を見回す。

「なんで馴な染じんでるんですか。制服だっていつの間に……」

「あん？　これか？　似合っておるだろう？　にしし」

「にしし……じゃないですよ！　それにそこの席は高たか野のさんの席だったはず……彼女はどうしたんですか？」

「彼女なら、ほれ」

　前を向いたまま親指の先で背後を指す。指先をずーっと辿たどってゆくと列の最さい後こう尾びに彼女の姿があった。

「一番後ろの席にただずれただけだ」

　見ると三つ編み眼鏡の彼女は何の疑問も持たずいつものようにしている。

「それにしたって、なぜ誰もルゥ様の存在を疑問に思わないんですかっ」

「それはだな、この学校全体の人間の記き憶おくをルゥ様が存在する記憶に上書きしたからだ。制服も例の如ごとく思念データの組み替かえで作り出しただけだ」

「そんな事して大丈夫なんですか？」

「ふふん、問題無かろう？」

　返答はなんでもないものだったが、ふと良児の瞳ひとみに映ったのは窓辺から漏もれる陽光が彼女の赤髪と透すき通るような白しら肌はだの輪りん郭かくを輝かがやかせている光景だった。

　たおやかな瞳が良児を見つめる。淡あわい唇くちびるが微かすかに笑えむと、その艶あでやかさに息を呑のむ。

　まさに小悪あく魔ま的笑みだった。

「ぼ、僕はともかく、他のみんなには迷めい惑わくをかけないようにして下さいね」

　良児は咳せき払ばらいを一つし、そう続けた。

「お前に言われるような事ではないわ」

　ルゥはむくれながらカレースープを音を立ててすする。

　それを見た良児は顔をしかめつつも「もっと上品に飲んだら」と言おうとした。だが、その前に別の声によって遮さえぎられる。

「おい花はな井い」

　鼻にかかる生意気そうな声。

　呼ぶ声は右みぎ隣どなりの席から聞こえてきた。声の方に振り向くとそこには色黒で体格のいい少年が自分の席からこちらに身を乗り出していた。

　同じクラスの雨あま宮みや卓すぐるだ。

　彼は中学生にしては厳いかつい面持ちでニヤニヤしながら言う。

「ちょっと俺にそのアップルシャーベット貸してくんない？」

　彼が指差すトレイ上の赤い物。その正体は半分に切った林りん檎ごを皮ごと蜜みつ煮ににして凍こおらせただけのものだが、赤葉校の給食の中でもトップ３に入る人気が高いデザートの一つであった。

　彼はそれを貸してくれと言う。食べ物を貸す……。そんなおかしな表現は有り得ない。その真意は暗にアップルシャーベットをよこせと言っているのだと良児にはすぐに分かった。

「貸す……んですか？」

「ああ、別に返さなくてもいいって言ってくれるんならそれでもいいけどよ」

「は、はぁ……」

　いわゆるこれはかつあげの給食バージョンだ。人の良い良児は断る事ができないと知っての行動でもあった。

「じゃあ……返してくれなくてもいいですよ……」

　そう言って良児は自分のトレイの上からアップルシャーベットを掴つかみ取る。

　そんなにこれが食べたいのなら、喜んでくれる人に食べて貰もらうのが一番だ。それがいいに決まってる。

　良児の手から彼の手に赤くて冷たい林檎が渡わたる。

　その時だった。

　二つの手が重なる瞬しゆん間かんに、別の方向から三つ目の手が伸のびてきてその林檎をかっさらったのだ。

「うおい、なにしやがる！」

　雨宮は油あぶら揚あげをさらった鳶とびに対して声を荒あららげる。

「これは良児の分だ。お前のものではない」

　アップルシャーベットの入ったビニール袋の端はしっこを持ち二人の間に割って入った人物。それはルゥだった。

「なんだ悪あく野の、邪じや魔まする気か？　お前には関係ねえーだろ」

「関係もなにも、お前は何も知らないようだな」

「なにっ」

「ここにいる皆は給食費というものを払っておるのだ。このシャーベットも買ったもの、いわゆる個人所有物だ。お前が手にする権利はない」

「けっ、それは花井がくれるって言ったんだ」

「そんな事を言っていたようには聞こえなかったが？　それにそんな道理が通ると思ってお前は言っているのか？　不服があるならば然しかるべき場所へ報告するぞ。例えば職員室とかな」

「ぐっ」

　そこまで言われると雨宮は口くち籠ごもってしまい、最後に捨て台詞ぜりふのような言葉を吐はいて身を背けてしまった。

「ほれ、ちゃんと自分の分は自分で管理しろ。あまり主あるじに世話を焼かせるな」

　良児は投げて寄よ越こされた林檎を慌てて受け取る。

「本当はやりたくなかったんだろ？　だったら自分に正直に生きろ」

「あ、ありがとう……」

　思わず礼が口を突いて出る。

　席に着いて再び給食を食べ始めるルゥに先程の一連の流れの中で密ひそかに疑問に思っていた事を投げ掛かける。

「あのぉ、悪魔なのに給食費とか良くそんな事を知ってますね」

「ん？　ルゥ様は人間が放出した負の思念データによって生まれたものだからな。人間界について知らん事はないぞ」

「そ、そうなんですか……」

　思念データ？　やはり悪魔は人とは違ちがうのか？

「それとさっきの悪野ってなんです？」

「それか、それはだな」

　ルゥは先割れスプーンをトレイの上に置き、自分の胸むな元もとに付いている名札を良児に向かって誇こ示じした。

「ほれ、これだ」

「悪あく野の瑠る羽う…………って、まんまじゃないですか！」

「なかなか良いであろう？　人間界用の名前だ」

　その名が余よ程ほど気に入っているのか彼女は誇らしげに語る。

「はぁ……まぁ……」

　気のない返事をした良児の事も気にせずに、何がそうさせるのだろうか彼女はいつまでも楽しそうに笑っていた。







　昼休み。良児は校舎の屋上で薄うす雲ぐも流れる透とう明めい感のある青空を一人そこに設置されたベンチに座って見上げていた。

　フェンスで囲われたこの屋上は珍しく生徒に開放されていて、昼休みとなると友達とだべったり、バスケなどをして遊ぶ輩やからで騒がしくもなるのだが今日は人っ子一人いない。それもそうだ。秋口とはいえまだまだ照り返しのきつい季節である。わざわざこんな日ひ陰かげの無いような場所にやってくる物好きはいない。だがそれも今の良児には好都合だった。

　誰もいない場所でほっと息を吐つきたい。

　短い間に色々な事がありすぎた。少し疲れたのだ。

　良児はおもむろに左手の手て袋ぶくろを外してその手を陽ひにかざす。手の平を返せばやはりそこにはあの紋もん様ようが刻まれていた。

「消えてる……わけないか」

　だが実際にはそこに紋様があることに安心している自分がいる。それがなんなのか言葉ではうまく言い表せないが。

　こんな力を持ってしまってもようは使う人間次第だ。

　そう言い聞かせて再びその手に手袋をはめようとしたその時、

「その力、何に使用する」

「!?」

　突とつ如じよ上の方で声がした。

　良児は辺りを見回す。ここに上がってきた時には誰もいなかったはずだ。そして誰かが上がってきた様子もない。

　じゃあ誰が？

「ここ」

　再び声がした方向。そこは階下へと続く階段口で、その上に設置された給きゆう水すい塔とうの上に奴が立っていた。白尽ずくめの衣装に銀ぎん髪ぱつ、それは見み紛まがうこと無き、

「終結者ターミネータ……」

　息を呑んで良児が呟くと、彼女は塔の上からふわりと飛び降りた。それはまるで体重を感じさせない羽でも生えているかのような動き。

　彼女が降り立つと同時に良児は退いて身構えた。

「その力、人間が所持するには過剰能力オーバースキル」

「だからどうしろと？」

「この世界の秩ちつ序じよにおいてマイナスと認にん識しき。よって抹まつ殺さつしにきた」

　カナタは言いながら例の改竄弓クラツクボウを取り出して、なんの前まえ触ぶれも躊躇ためらいも無く引き金を引いた。

「うわやっ!?」

　良児は思わずしゃがみ込んだ。空を切り裂く音がして頭の上数センチを光の矢がかすめてゆく。咄嗟にそうしていなければ今いま頃ごろ額を串くし刺ざしにされていた。しかし安堵する間も無く、カナタは矢や継つぎ早ばやに第二射を放とうとしている。

「ちょっ！　ちょっとまっ……！」

　制止の言葉を口にしようとするも身を守る方が先だった。瞬しゆん刻こくの間に近くにあったベンチの裏へと飛び込む。放たれた第二射は今まで良児がいた床ゆかに突つき刺ささり、即そく座ざに今身を潜ひそめているベンチにも次の攻こう撃げきが突き刺さる。だがそれだけではない、背もたれに刺さった矢はそこを中心としてベンチ自体を赤い光の粒子へと分解してゆく。瞬またたく間に盾たてにしていた物が水蒸気のように無に帰して消えてしまった。もう近くには良児が身を隠かくす物が何一つ無い。だが矢は容よう赦しや無く放たれ続ける。

「でぇ、っわ！　とっ、ひっ！」

　何もない屋上を必死で駆かけずり回る。身を捩よじって辛かろうじて避よけた一本が良児の髪の毛をかすめ取った。

　空中に舞まう数本の黒くろ髪かみ。

　それが瞬く間に赤い光の粒子として空気中に希き釈しやくされ消えてゆく。

　このままでは僕ぼくもあんなふうに……。

　それもすぐ間近の未来で。

　やるしかないのか……。







[image: ]







　少なくともそれで今の平穏な日々は続けられる。いや、そんな悠ゆう長ちようなことではない。やらなければ、やられるのだから。

　良児は持っていた手袋を投げ捨てた。どこまで太た刀ち打うちできるのかは分からない……でも！

　良児の動きにカナタは身構えることすらしなかった。だがここは先手必勝、少しばかり驚かせてやればそれでいい。

　良児はその場の床に手を突いた。途端に周囲の床が思念データ化される。

　狙うはカナタの足あし下もとの思念データ。そこを意識で弾はじいて隆りゆう起きさせる――

　はずだった。

　そうなる前に彼女はその足下から軽く後ろに飛び退のいたのだった。

「その能力の弱点、それは有効範はん囲いが限定されていること。距離にして半径約二十メートル、そして――」

　カナタは矢を良児が広げた思念データの海へと撃うち込む。途端に赤い粒子の光は波は紋もんを打って乱れ、そのまま煙のように消失してしまった。

「思念データ化した物質は些さ細さいな変化でその形を保持出来ない」

　それは呆あつ気けなく、脆もろかった。所しよ詮せんは自分でどうにかできるものではなかったのだ。

「では消去する」

「ちょっ！」

　ボウガンを構えたカナタに向かって両手を見せた。

「ちょっと待って下さいっ！　それよりカナタさんに聞きたい事があります」

「何」

　話題を逸そらさないと即そく殺されかねないので良児は必死だった。

「ルゥ様の事なんですが、僕から見ると彼女はとてもあなたが言うような大悪魔には見えないのですが」

「それは今だけ」

　そう言って納なつ得とくしない様子の良児に対してカナタは少し考え、そして口を開く。

「悪魔、そして私達たち終結者ターミネータも同様、この体は神魔界マテイマテイカに漂う思念データから生まれた思念集合体でしかない」

「思念データ……」

「思念データとは人間が生み出した様々な感情の事。それが神魔界マテイマテイカへと溜たまり混こん沌とんとして漂っている。その中でも取り分け負の感情を集めて結合したものが悪魔。反対に正の感情が結合したものが神。神には及およばないものの正の感情で形成されている私達も神の使い。負の感情を終わらせる者、終結者ターミネータ」

　ルゥは人では無い。どこか頭の中では分かってはいたが、無意識にすべてを受け入れる事を拒こばんでいた。

　良児はのん気に振ふる舞う彼女の真意が掴めないでいた。人じん智ちを超こえた魔ま力りよくのようなものを使ってみては、子供の悪いた戯ずらにも満たない悪事を繰り返す――

　それでも彼女は悪魔なのだ。

　そしてこれから彼女はどうしようというのか？　目的は？　対策は？　何をどうしてどこに向かおうとしているのだろうか？　ここにいる終結者ターミネータの脅威も消えないままに……。

　だがこれだけは言える。ルゥは決して心から悪い奴やつではない。それはバスでの事や給食での一件からも感じていた。

「悪魔は抹殺しなければならない」

「彼女のどこが悪魔だって言うんですか、小さな悪戯一つ満足に出来ないんですよ？　そんな彼女をどうしてそうやって」

　良児は感情的になって言い返した。

「いずれ多様な思念データを取り込み強大な魔力を蓄たくわえ世界を滅めつする存在に変化する。現に、あなたに備わった能力だけでも使い方によっては神をも滅ほろぼす程の力。現在まで人間界が平穏であったのも過去において神と悪魔の壮そう絶ぜつなる戦いがあっての事。大事に至る前に抹殺するのが道理」

「そんなのは使う者の良心によるんです。彼女だって……！」

　更さらに強く言いかけた矢先、その言葉は掲かかげられたカナタの右手によって制止される。

「定めは変えられない」

　その一言で良児の中の何かが動いた。

「分かりました」

　そう言い放った良児にカナタはふと反応を示した。

「約束します」

「約束」

「ええ、僕はこの能力を絶対悪事には使わないし、ルゥ様にも悪い事はさせません！」

「その発言には根こん拠きよが無い」

　ぼそりと冷静に呟いたカナタに良児は詰め寄る。その距離は互たがいの息いき遣づかいがはっきりと感じられる近さ。

　カナタはそれでも無表情を崩くずさなかったが良児は構わずその瞳を真まっ直すぐに見み据すえて断言する。

「大丈夫です、僕を信じてください」

　言い切った。でもそれは嘘うそじゃない。本気でそう思ったからこそ出た言葉だ。

　それが今の自分にできること。

「受じゆ諾だく不可」

　カナタは断固として譲る気配を見せない。

「彼女は何かの間違いだったんですよ」

「間違い」

「そうです、きっと何かの手て違ちがいでそういう悪魔が生まれてしまうことだってあるはずです」

「そういった可能性は考えられない」

「契約解除だってなにか他に手立てがあるはずです」

「皆かい無む」

「そう言い切れますか？　絶対に」

「有り得ない」

　会話は平行線を辿る。このままでは埒らちがあかない。そこで良児は意を決した。

「僕だって無む茶ちや苦く茶ちや言ってるわけじゃないんです。本気でなんとかしたいと思っているし――命運を共にする者としての覚かく悟ごがある！」

　良児は更にがぶり寄った。それだけ気き迫はくがこもっていたと自分でも思う。

　ピリピリとした空気が辺りを包つつみ込む。

　そして沈ちん黙もく。

　ここで退ひいたらいけない。その思いがこの状態を続けさせる。




　長い長い沈黙――




　そのままいったら二人は最初からそういった形の彫ちよう像ぞうでしたと言われてもおかしくないくらい固まっていただろう。しかしさすがに長過ぎるし、カナタも全く動く気配がなかったので、良児は心配になってきてその静せい寂じやくを自ら破った。

「あ……あのー、もしもし？」

　と、口を開いた直後、

　ピロロロロロロ……

　周囲で高い電子音が響いた。

　この音、どこから？

　そう思ってきょろきょろと辺りを見回すと、目の前でカナタが銀色の携けい帯たいらしき物を空中から取り出して耳元に当てていた。彼かの女じよは会話するわけでも相あい槌づちを打つわけでもなく、ただそのままの形で相手の話を聞いている。いや、傍はたで見ているこちらからすれば本当に聞いているのかさえも怪あやしい。そもそもどこからかかってきているのか？

　その光景になんとも言えない違い和わ感かんを感じながらも良児は通話を終えるのを待った。そして――

「熾天院セラフイムセネテより入電。現状では緊きん急きゆうの事じ項こうではないと判断」

「え？」

　通話を終えたカナタが唐とう突とつに口を開いたので思わず聞き逃のがしそうになった。

「よって契約解除について再調査を行う為ため一時帰き還かんする。加えてあなたの周辺存在時にルゥの悪性能力値（ＡＰＰエーピーピー）が異常に低い値を示す事について調査する」

「え？　あっ、は、はいっ」

　突然の事と何の事だかさっぱりで思わず返答してしまうが、彼女はなぜか納得してこの場を去ろうとしていた。

「では」

　呆ぼう然ぜんとする良児を他よ所そに彼女はひらりと風に舞うように空へと飛び立った。

　何がどうなったのかは分からないが事なきを得たのは確かだった。

　安堵した良児が空を見上げると彼女の姿はとうに雲の彼方かなたへと消えていた。










　午後の授業に合わせて教室に帰ってきたら、そこには殺さつ鬼き丸まるを中心とした女子の人だかりができていた。

「なんですかこれは……」

　良児はその様子を呆然と見つめる。そこには「きゃーっ、かーわーいーい～」という声と共に大勢の女子に囲まれてちやほやされている殺鬼丸の姿があった。

　よく見れば彼かの女じよ達たちだけでなく男子においても殺鬼丸の仕草に「やべ、萌もえ死にそう～」と半分失神気味の奴までいる。

「このお口のムニッとした所がたまらないわぁ」

「そのツンツンしたおヒゲで私をどうにでもしちゃって～」

「いいや、俺はこいつのこの肉球だけで飯三杯ばいはいけるぜ」

　と、訳の分からない言葉まで飛び交かい教室全体から得も言われぬ空気が漂い出ていた。

　そんな教室の中で良児はルゥの姿を見つけると真っ先に詰め寄った。

「なにやってんすか、ルゥ様！」

「おお、良児。どこに行っておったのだ。少々寂さびしかったぞ」

「寂しかったぞ、じゃないですよ！　早く殺鬼丸を引き上げさせてください。もう授業が始まるんですから」

　そう言うと彼女はチッチッチッと人差し指を顔前で振ってみせた。

「甘いぞ良児、貴様は羊よう羹かんより甘い。林りん々りん堂の栗くり羊よう羹かんよりもな。それを見み越こしてのことだろうが」

「見越す？」

「見ろ、このカオスを。みな殺鬼丸の魅み惑わくに精神を冒おかされて快楽という名の海でもうすぐ溺おぼれ死ぬぞ。これで糞くそつまらない授業は未来永えい劫ごうやって来ることは無い。あっはっは」

「あっはっは、ってそうなればいいんですけどね」

「ぐふ、抜ぬかりはない、抜かりはないぞ良児。そう思ってルゥ様は更に二段構えの策を張っておる」

「まだ何かやろうっていうんですか？」

「見よこれを」

　そういって彼女は教室の前の戸を指差した。数センチ開かれた扉とびらには良く見慣れた物体が挟はさまっている。

「これって黒板消しじゃないですか」

「そうだ。あれ？　驚きが少ないな」

「それはまあ……化石に近いくらいの古典的な悪戯ですからね」

　そんな反応の良児に対してルゥは地じ団だん駄だを踏ふむ。

「分かっておらんのう、これは魔ま界かいの断頭台に匹ひつ敵てきする恐おそろしい仕し掛かけだぞ？　ううぅっぶるるるぅっ……恐ろしい、恐ろし過ぎて想像したらブルってしまった」

「とにかく色々と迷惑がかかりますからすぐに止やめさせてください」

　ガララッ

　その時何の前触れも無く戸が開かれる音が教室に響いた。

「ほら席に着け、授業始めるぞー」

　担任教師の声がする。だがそれは予想とは違う方向から聞こえてきた。後ろの戸だ。

「なんてことだ！　この授業に限って後ろからの進入とは、なかなか味な真ま似ねをしてくれる。こうなったら自己発動だ」

「自己発動？」

　良児が疑問に思ったのも束つかの間、ルゥは目の前の戸を自ら開け放ったのだ。

　落下する黒板消し、それはそのままルゥの頭の上に落ちる。それだけならばなんのことはない出来事だっただろう。ぱふっと飛び散るチョークの粉が尋じん常じようでない量でなければ……。

「な、なんだこれは！」

「けほっ、こほっ、く、くるしい……」

　教室内は煙えん幕まくを焚たいたように一いつ瞬しゆんにして真っ白の世界に包み込まれた。視界はゼロ。クラスメイトは喉のどと目をやられ皆が皆、その場にうずくまっている。殺鬼丸も一いつ緒しよになって噎むせ返り、そのまま煙けむりのようにポンッと消えてしまった。

　ルゥも良児もその例外ではなかった。

「えほっ、えほっ、どんな仕掛けしたらこんなんなるんですか!?」

「し、知らん！　けほっ。多少大おお袈げ裟さにしてみただけだ」

「多少って……おほっ、とりあえず窓開けましょ」










　その日の午後は粉まみれになった教室を掃そう除じするだけで終わってしまった。ルゥの当初の目的である授業の妨ぼう害がいは成し得たが、別の意味で退たい屈くつな時間になってしまった。

　ルゥ自身に至っては一連の騒そう動どうの元げん凶きようは彼女であるということが、黒板消しを仕掛けている所を目もく撃げきした生徒によって告発され、担任にこっぴどく叱られるという結末になっていた。

　そしてそんな一ひと騒そう動どうが終わって、今は帰りのホームルームの最中となっていた。今日は朝から色々とあったせいか、いつもより一日が早く過ぎ去ったように感じる。

　職員室からしょぼくれて帰ってきたルゥが席に着くと、教きよう卓たくの前で担任が来週行われる校内写生会について場所決めをするようにと説明し始めた。

　写生会は近場の薬やく師し神社の境けい内だいで行われるのだが、内容の偏かたよりを防ぐ為、写生ポイントごとに人数を限定して均等にバラけさせたいのだと言う。

「みんなそれぞれに描かきたい場所があるだろうが、似たような角度の絵がそんなにあっても良くないだろう。そういった事情があるので人数が偏ったりしたら譲り合いの精神でよろしく頼たのむ」

　国語の教師らしい妙に滑かつ舌ぜつの良い喋しやべり方でそう言うと、黒板に写生場所を挙げてゆく。あとは生徒達が希望の場所に自分の名前を書いてゆくという方式だ。いわゆる早い者勝ちというやつである。

　教師が合図をすると、みんな一いつ斉せいに黒板の前に群がり、チョークを取り合いながら自分の名を書き込んでゆく。中には教卓の下にある箱から新品のチョークを取り出している者までいた。

　良児がその中に潜もぐり込んでようやくチョークを手にした時には大体の生徒達は席へと引き始めていた。

　それでも良児は希望を叶かなえる事ができていた。選んだ場所の制限人数は五人。良児を含めてぴったりの人数だったのだ。それもその筈はず、その場所というのは神社の本ほん殿でん裏にあるいくつかの遊具がある公園。鳥居や社など他に良い写生ポイントが多々あるというのに、こんな絵にならない場所をわざわざ選ぶ人間はそうはいない。

　現に社正面の場所は異様に偏っていた為に再度振ふり分けのジャンケンが教きよう壇だん上で行われていた。

「面めん倒どうな事にならなくて良かったな」

　隣となりの席でルゥが呟つぶやく。

「まあ、僕くらいしかいないと思ったんで逆に意外ですが……」

　言いながら確かく認にんするように黒板に視線を向ける。すると、自分の名前の横に悪野の名前が……。

「あ……」

　思わず声を漏らすとルゥは鼻で笑った。

「ふふん」

「ルゥ様も絵を描くので？」

「ルゥ様だけ描かないのも変であろう」

「そりゃそうですが……」

「花井くぅん」

　唐突に憂うれい顔を机の上に向けていた良児に声をかけてくる者がある。この猫ねこ撫なで声。顔を上げなくてもそれが誰だかすぐに分かった。

　さらりとした長い髪が良児の鼻先をくすぐる。

「花井くぅん、お願いがあるんだけど」

　神かみ名なひかりは胸前に手を合わせて、片目を瞑つぶりながら可愛かわいらしく首を傾かしげる。

　だが、良児はこの仕草も計算されたものだと知っていた。彼女がこうやって甘い声で自分に近づいてくる時は決まってなにか後ろめたいものがあるからだと。

「なんです？」

　平然を装よそおい問いかける。

「あのお、あのね。花井くんが希望を出した場所があるでしょ？　その場所をね……私の所と替かわってくれないかなぁ……と思って」

　良児はもう一度黒板に目をやり、彼女の心の内を知る。自分とルゥ以外の三名の名前。それはいずれも彼女が親しくしている友人達の名前だった。

　希望が叶えられたと思ったその場所……。だが彼女らが気持ち良く描けるならそれでいい。無む駄だに主張して険悪なムードにもなりたくないし。

「あ、別にいいですよ」

　事情を知った良児は快くそれを承諾する。

「本当に!?　ありがとう」

　彼女は心から喜んでいる顔を見せた。そんな風にしてくれると良児としても譲った甲か斐いがあるというもの。

　しかし、気分良くしているのも束の間、突如それを砕くだく言葉が良児達たちの間に浴びせかけられる。

「それは駄だ目めだ」

　突如口が挟まれた。

　そんな事を言うのは彼女しかいない。

　ルゥしか。

　ひかりも突とつ然ぜんの事で目を丸くしてきょとんとしている。

「ルゥ様？」

「良児、お前は先さき程ほどの事から何も学んでおらんのか馬ば鹿か者もの！　お人好しなのも大たい概がいにしろ。お前がその場所に自分の意志で決めたのにはそれなりの理由があるからであろう？　だったら己おのれの意志を貫つらぬかんか！」

「いや、別にそんな大層なものは……」

　ルゥはいきり立ち、椅い子すの上に片足を上げ憤ふん慨がいする。

「それにお前！」

「ひぃっ……!?」

　ルゥはシュビッと勢い良く人差し指の先をひかりへと向ける。対した彼女はその気迫に圧あつ倒とうされ、たじろぐ。

「お前はなんだ、友達とだべる為に絵を描くのか？　だったらその場所である必要がなかろう？　良児の意志を奪うばってまでする事か、この馬鹿女が！」

　今にも泣き出しそうな彼女を目の前にルゥはまだ続けようとする。

「ちょ、ちょっと！　そこまで言うほどの事じゃないでしょうが」

　このままでは大事になり兼かねない。ルゥを止めないと前でジャンケンをしている輩がこちらに気付いて何事かと詰つめ寄ってくるに違いない。女の子を泣かしたとあっては、良児自身もただでは済まされないだろうから。

「うるさい、お前は黙だまっておれ」

「いや、ほんとに僕はどうでもいいんですってば」

「も、もういいです……ひっく」

　良児とルゥが押おし問もん答どうを続けている中、ひかりは半泣きでその場を去って行く。

　彼女からすればまさかここでこんなにも罵ののしられるとは思ってもみなかっただろう。

　彼女に深い同情をしつつ、ルゥを宥なだめる事に良児は苦労していた。

「はなせこらっ」

「やめて下さいよそんなことで。問題は場所じゃなくて内容ですから、ねっ？」

「ふんっ」

　ようやく納得したのかルゥは席に腰こし掛かける。顔だけはそっぽを向いていたが。

　そうこうしている内に写生会のグループ分けは決定し、本日の授業は終しゆう了りようと相成った。










「けしからんっ、あのような輩がのうのうと跋ばつ扈こしておるとは学校というやつはあれだな」

「まだ言ってるんですか、もうよして下さいよ」

　下げ駄た箱ばこが並ぶ昇しよう降こう口ぐちで、ルゥは木製の簀すの子を踏み鳴らし歩いていた。

「そう、たとえるならば使い残しの石せつ鹸けんを集めて一つにしたようなものだ」

「いや、やっぱり微妙過ぎて意味が分かりませんよ」

　ルゥは冷ややかな目で一時だけ良児を見、すぐに頭を掻かき毟むしった。

「あ～っ、むしゃくしゃするっ！」

　癇かん癪しやくが弾ける横で良児は思う。この人は一体何がしたいのだろうか？　と。

　たとえ生徒達の記憶が操作されているからといって、赤髪がみだったり、クラスメイトを様付けで呼んだり、いつも一緒に行動していては目立って仕方がない。みんなが奇異の目で僕ぼく達たちを見始めているのはなんとなく感じていた。だから、大だい胆たんな行動は控ひかえて欲しいのに……。

　この黒い革かわ手て袋ぶくろだって、担任に呼び出された時に指し摘てきされて困った。昨日、料理中に油鍋なべをひっくり返し火傷やけどを負ってしまってとかなんとか言って適当に誤ご魔ま化かしたら、逆に同情し納得してはくれたが……。

　だが、そんな呆あきれた感情とは裏腹にルゥを見る良児の顔はなぜか綻ほころんでいた。

　あれ？　僕、今笑ってた？

　思わず手を顔に持ってゆき確認する。

　心と体のちぐはぐさ加減に奇き妙みような違和感を感じていると、近くでルゥが閃ひらめきの声を上げた。

「そうだ、いいこと考えたぞ。これでむしゃくしゃも解消だ」

「また良からぬ事を思い付いたんですか？」

「失敬な、またとはなんだ、またとは！　良からぬ事に決まっておろうが！　ルゥ様は悪魔だぞ」

「ははは……」

　乾かわいた笑いが漏れる。

　だが、ルゥは良児の冷めた反応とは真逆に下駄箱を指差しながら熱く語り出す。

「素晴らしい悪行だ。いいか良く聞け、ここにある全すべての上うわ履ばきを左右逆にしてしまうのだ。明日、登校した皆みなは入れ替わってしまった上履きにまともに歩く事すらできないであろう。愚ぐ鈍どんな輩がよたよたとしている間にこのルゥ様が人間界を掌しよう握あくするという計画だ」

「そりゃまた物もの凄すごく微び妙みような悪戯ですねえ……」

「なんだ不満か？」

「いや、普ふ通つう気付いて元に戻してから履はくでしょう。やはり上履きに細工する定番といったら靴くつの中に画が鋲びようを仕込んだりとかそういう……」

　良児はそこまで口にした所でルゥの異変に気付いた。彼女は良児から遠とお退のき、スチール製の下駄箱に背中を押し当てガクガクと震ふるえているではないか。

「なっ、ななななな、なんという恐ろしい事を考えるのだ貴様っ！　それでも人間か！」

「え……」

「足に刺さったらどうするんだっ！　痛いんだぞ！　こうバァーッと血も出るんだぞ」

「いやいや、そうじゃなくて……」

　何か間違った事を言っただろうか？　彼女の悪魔としての所業があまりにもしょぼいものだったからそれっぽいのを言ってみただけなのにこの反応……。

　ルゥは未いまだに青ざめたまま下駄箱に張り付いて良児に近付こうとしない。

「う、嘘うそですよ。冗じよう談だんです冗談」

　良児は苦笑いを浮うかべながらたどたどしく言った。

「な、なんだそうか……ルゥ様は良児がどこかとんでもなく深く暗い場所へ一人で行ってしまったのではないかと心配したぞ」

「ははは……僕にはそんな恐ろしい事はできませんから……」

「ははは、そうかそうか」

　ルゥはほっと胸を撫なで下ろす。

　良児はその様子を見ながら苦く笑しようを続け、今いま更さらながらに確信する。

　ルゥは自分で最強最悪な悪魔だと言うが、やっぱり何一つ悪い事はできないのだ。口は悪くて傲ごう慢まんだけれども終結者ターミネータの言っている事は真っ赤な嘘で、悪魔だってことも何かの間違いだったのだと。それが証拠に小さな悪戯に振り回されるクラスメイトの姿を多々目撃することはあれど、平穏で楽しい日々が瞬く間に過ぎていった。







ＦＩＬＥ．５　思念の海に眠ねむる闇やみ







　闇を透すかして白いレースのカーテンがリビングの窓まど際ぎわで風に揺ゆれている。秋口といってもまだ夏の香かおりが残る室内はむっとした空気が漂ただよっている。

　良りよう児じとルゥは夕食を済ませた腹をさすりながらソファーに隣となり合って腰こし掛かけ、電気も点つけずにテレビに見入っていた。

　四十二インチの液えき晶しようモニターの中ではタイトルの分からない洋画が流れている。アクションばかりが中心のＢ級映画だ。面おも白しろくもないが詰つまらなくもない。ただ呆ぼう然ぜんと無言で見ている。

　しかしそれもそう長くは続かない。瞼まぶたが急に重くなり始める。

　昨日、今日と続いた一連の騒そう動どうに加え、荒あれたまま出ていったリビングを帰宅早々片付け、彼かの女じよが使うであろう日用品も一ひと揃そろえ買い出しに行き、その後に夕食まで作ったので疲つかれもＭＡＸだったからだ。

　とりあえず、今見ているこれが終わったら寝ねよう。

　別に最後まで見なくてもどうでもいい筈はずなのにそう心に決める。

　多具短剣タグダガーで元のドレスにさらりと着き替がえていたルゥはローテーブルに向かって足を大きく伸のばし、これでもかというくらいくつろいでいる。

　良児はそんなルゥの姿を横目に見ながら思う。

　いつも誰もいなかったリビング。静かな夕食。一人きりの夜。

　今まではずっとそうだった。それが当たり前だった。でも、今は彼女がいる。厄やつ介かいなことを引き連れてやってきた彼女だったが、一いつ緒しよにいる事に心地ここち好よさを感じているのも正直な所だった。

　静かなひととき。

　聞こえるのはテレビから漏もれてくる音だけ。それ以外は耳に入ってこない。

　室内にある明かりと言えば画面から放たれている青白い光だけ。

　視線の端に映るのはテレビの光に照らされて淡あわく光る横顔。幼い中にも毅き然ぜんとした――そうたとえるならば貴族のような気高さを感じる。実際貴族なんてものに接したことはないが多分こんな感じなのだろう。

　こうして改めて窺うかがえば、細髪が垂れる白い首筋は眩暈めまいがするほど透き通っていて触ふれてしまいそうな衝しよう動どうにかられる。それくらい惹ひき付つけてやまないものがそこにはあった。

　良児は欲をねじ伏ふせて視線を下げる。しかしそれが逆効果だった。そこにはローテーブルにのせられたルゥの長い足があったのだ。

　ソックスを脱ぬぎ捨て、くつろぎ切って伸ばされているそのお御み足あしはしなやかな曲線を描えがいてそこに横たわっている。足だけではない、彼女の全すべてが作り物のような完かん璧ぺきさを持っていた。今の今まで何の気は無しに接してきたが、よくよく考えれば良児の家に彼女みたいな女の子がいること自体が有り得ない状じよう況きようだった。

　変に意識してしまってはぎこちなくなる。

　良児は自身を律するようにそっと腰こしを浮うかせて彼女から離はなれた。

　だが――

　そこでほっとしたのも束つかの間、隣となりを見れば確かに距きよ離りを取ったはずなのに先さき程ほどと状況が全く変わっていなかったのだ。しかも前より近くなっている気さえする。少しでも動けば肘ひじ同士が当たるような間かん隔かくだ。

　そんな彼女はといえば画面の一点を見つめているだけでまるで彫ちよう像ぞうのように動かない。

　おかしい……。

　そう思って良児は再び距離を取る。もうソファーの端はしから腰が半分落ちるくらいに。そして今度は隣を見ながらそれを行った。

　すぐに答えが出た。

「ちょっと、なんで寄ってくるんですかっ!?」

　ルゥは良児が離れる度たび、その身をすり寄せてきていたのだ。しかも彼女はなぜか逆ギレ気味だから意味が分からない。

「はあ？　当たり前ではないか！　主あるじと下僕しもべは契けい約やくで結ばれた者、二人で一つ。一心同体、三さん位み一体、異口同音、同じ穴の狢むじななのだぞ。常に一緒にいるものだ」

「なんか後半のたとえがおかしいような気がしますが……それに一緒にいるのは分かりますがそれにしても近すぎますって、ほんとっつぅあっ!?」

　ルゥがあんまり無む茶ちやして詰め寄ってくるもんだから良児はそのままソファーから滑すべり落ちて背中を強打してしまった。

「いてて……つぅ、もうなにするんですかー」

「お前が勝手に落ちたのだろう。おかしな奴やつだ」

「もういいですから普ふ通つうに座すわってて下さい。でないとこっちが困るんですよ」

「なにを困るというのだ？」

　そう聞かれて良児は息を詰まらせた。

「と、とにかくっ、テレビの方に集中してください」
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「しかしこの映画が酷ひどくつまらんのだ」

「だったらチャンネル変えればいいじゃないですか」

　自分で言っておいておかしな気持ちになった。今思えばなんで馬ば鹿か正直に電源を入れた時のままの番組を見続けていたのだろう。

　良児はテーブル上のリモコンを手に取って適当にチャンネルを流した。バラエティやドキュメント番組などが切り替かわっては消える。何の目的もなくそうしていると、とある画面でルゥが両手を挙げて待ったをかけた。

「これが面白そうだ」

　それはチャンバラとチョンマゲが跋ばつ扈こするコテコテな時代劇。暗殺部隊の首領である門もん戸ど之の介すけが七人の部下と共に世に蔓延はびこる悪を天に代わって討うつ、という勧かん善ぜん懲ちよう悪あくモノの王道だった。取り分け目新しいものはないが根強い人気があり毎年新シリーズが作られている長ちよう寿じゆ番組だ。

　ルゥはその番組がたいそう気に入ったらしく目を輝かがやかせて食い入るように見ている。なにが彼女をそれだけ惹き付けているのかは分からない。ただ悪を懲こらしめるといった内容は悪あく魔まであるルゥにとってはその瞳ひとみにどう映るのか気になる所。

　なにはともあれ楽しんでいる人の姿を見るのは悪くはない気持ちだ。ソファーから落ちたことですっかり目が冴さえてしまったが、たまにはこういった番組をまったりと鑑かん賞しようするのも悪くない。なにより隣にいる彼女が物語に反応して一いつ喜き一いち憂ゆうする姿、ただそれを見ているだけで良児にとっては楽しかったからだ。

　人が生きて行く中で、かけがえのない時間というものはこういうものの事をいうのだろうか？　中学生の良児にははっきりとは分からなかったが何となくこの身に感じられたような気がした。

　微睡まどろみを待つように静かな時が坦たん々たんと過ぎてゆく。

　しかし、そうにしたって、

　このまったりは、

　この生活は、

　いつまで続くのだろうか？

　続かせるつもりなのだろうか？

　得も言われぬ不安がふと浮かんだ。

　良児は思い切って口を開いた。

「あの」

「なんだ？」

　彼女の視線は画面に向いたまま。

「いつまでこの生活を続けるつもりですか？」

「あぁん？」

「ルゥ様の目的は何ですかと聞いているんです」

「だから何度も言ったではないか。人間界を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれるのがルゥ様が為なすべき運命さだめだと」

「運命さだめ……ですか。だったらこんな事をしていたらいつまで経たっても目的を達成できませんよ？」

「どういう事だ」

　テレビにかかり切りになっていたルゥの目はやっと良児の方へと向けられる。

「今のやり方ではいつまで経っても人間はルゥ様の下には跪ひざまずかないという事です。甘あまっちょろいんですよ、全てが」

「なんだと」

「それに僕ぼくなんかみたいなお人ひと好よしを連れていても何の役にも立ちません。もっと人の命などなんとも思わない凶きよう悪あくな人間を下僕に選ぶべきです」

「お前っ、下僕の癖くせに生意気だぞ」

「大悪魔だと息巻いてみても、本当は悪い事できないんじゃないんですか？」

　良児は唐とう突とつに核かく心しんを突ついた。

「なっ!?　なにを！」

　ルゥはソファーの上に立ち上がり顔を紅潮させる。狼ろう狽ばいしているのがすぐにありありと見て取れた。

「図星でしょ」

「なにを言っておるか！　私は最強最悪七大悪魔の中でも最も狡こう猾かつで残ざん忍にんと恐おそれられている傲ごう慢まんのルゥ様だぞ」

「では、ルゥ様が生まれてからこの三百年間でやってきた、もっとも残ざん酷こくな悪行を挙げてみて下さい」

　ルゥは突とつ如じよ、言い淀よどむ。

「そ、それはだな……幼体として三百年間、思念データの海の中で成熟するまで眠っておったから……つい最近生まれたばかりなのだ……だから……」

「ということは、その恐れられているという噂うわさは嘘うそですね？」

「う、嘘ではないっ！　それは先代のルゥ様が残した偉い大だいな悪行だ。わ、私はこれからそれを越こえる悪事を歴史に残してゆくのだからいいのだ！」

「なるほど、よくわかりました」

「なにが分かったというのだ？」

「もう、無理はやめましょうよ。やりたくない事はやらなくていいって事です。本当のルゥ様は優やさしい人なのでしょう？」

　その時にはもう眠ねむ気けなどとうに吹ふき飛んでしまっていた。

　僅わずかな沈ちん黙もくが過ぎる――

　思わず立ち上がってしまっていたルゥの体が少し震ふるえたように感じ、良児は真まっ直すぐな瞳で彼女の事を見上げた。

　緑灰の瞳の端に大きな露溜だまりを見る。表情は見る見る内に悲ひ愴そうに満ち始めた。

「ルゥ……様……？」

　今まで良児に見せた事のない弱さと少女らしい儚はかなさがそこにはあった。だが……。

「ひ、ひっく、ひびいぃびぃぇ～～ん」

　突とつ然ぜん、大だい音おん声じようが室内に響ひびき渡わたった。

　幼子のように泣き出したルゥは良児の体の上に全てを預け覆おおい被かぶさってきたのだ。

「なっ!?」

　良児は慌あわてながらもそれを咄とつ嗟さに受け止める。

　険悪なムードになる事は覚かく悟ごしていたが、まさかこんな風な結果に陥おちいるとは予想していなかった。

　ルゥは胸の中で体を震わせ嗚お咽えつ混じりで泣いている。良児は自然と背中に手をやり、さすってやる。

「ごめん、ちょっと言い過ぎました」

　大悪魔という名が彼女の重荷になっていたのだろう。

　自分を抑おさえて我が慢まんして――

　あれ……？

　良児の中で何かが呼応した感覚を覚える。

「ひっ、ひぐっ」

　不思議な感覚を得る中、胸の中のルゥはようやく落ち着きを見せ始めていた。噎むせぶ声だけが微かすかに体に伝わってくる。

「ルゥ様はもう悪い事をしなくてもいいのか？」

　ルゥは良児に抱だき付いたまま顔だけを上げて言った。瞼は赤く、腫はれぼったくなっている。

「ええ」

「ルゥ様はもう悪い事を考えなくてもよいのか？」

「そうですよ」

「そうか……」

　彼女の顔に安あん堵どと喜びが広がってゆくのを良児は見た。全ての呪じゆ縛ばくから解き放たれたようなそんな笑え顔がお。それに対し、良児も笑顔で応こたえる。ここまできてやっと心が通じ合えたような気がした。

　彼女は身を起こし、ソファーの上にぽちょんと座り直す。

「へへ」

「はは」

　照れ臭くさそうにしながら涙なみだを拭ぬぐう彼女に、良児はテーブル上にあったティッシュボックスを手て渡わたす。

　ぶーっと勢い良く洟はなをかんだら、また二人で笑い合った。

　一ひと騒そう動どうあったけれども、こんなにも穏おだやかで落ち着いた気持ちになれたのは良児にとって久しぶりだった。いつも寂さびしく一人で食事の用意をし、一人で出で掛かけ、帰ってきても誰の出で迎むかえもないし、一人で寝た。でも今は、至る経けい緯いはどうであれ、二人。美お味いしいものや、楽しいものを分かち合える人間がいつも側そばにいる。

　このままでいいと思った。

　このままこの状態が続いて欲ほしいと願った。

　――――だが、現実は容よう赦しやなく良児の肩かたを叩たたく。

「ぐっ！」

　今の今まで目の前で微笑ほほえんでいた彼女が、突如として低い呻うめきを上げたのだ。

「どうしたんです!?」

　ルゥは丸くなって蹲うずくまり、苦痛に顔を歪ゆがませている。相当苦しいのか答える余よ裕ゆうが無いようで良児の問いには何も返ってはこない。

「どこか痛いんですか？　それとも……いや、きゅ、救急車を呼びましょう！」

　動どう揺ようした良児にはそれくらいしか思い付かない。電話を取る為ため、ソファーから立ち上がろうとした。しかし、その手をルゥが掴つかんで止めた。

「ハァハァハァ……無む駄だだ。人間の病院などではルゥ様の体は診みれない……」

「けど……！」

「うぐっ」

　体をビクンとさせて再び呻き声を上げ、前まえ屈かがみになったルゥの背中にふと目が行く。

　そこにはあの白い羽が二枚。いつものように生えていた。しかし、今は少し様子が違ちがう。良児にとっては物もの珍めずらしいものであったから事あるごとに観察していた。だからすぐに気が付いた。

　今までは羽先までがサテン生き地じのように艶つやを発し、眩まぶしい程ほどの純白を湛たたえていた筈なのに、眼前のそれは背中から生えている根元の部分が斑まだら模様に黒ずんでいるではないか。

「これは……」

　顔を寄せ、間近で凝ぎよう視しする。

　それはまるで根元から浸しん食しよくが始まっているようにも見える。

　どういうことなんだ、これは。どうしたらいい。僕に何ができる？

　必死に頭の中で色々な選せん択たくを探さぐる。しかし、未知のものに対してはそんな思考、全くの役立たずだ。

「ハァハァハァ……」

　息いき遣づかいが荒あらくなる。

　額や頬ほおにはうっすらと汗あせが滲にじんでいる。苦しむその姿は人間と変わりはしない。

　良児は彼女の額に手を当てた。

　熱い。

　燃えるように。
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　一体何度あるんだ？

　人の尺度では考えられないくらいの熱さ。

　とにかく寝かせなくてはと、小さな体を抱きかかえてベッドへと運ぶ。暖かくして、冷れい凍とう庫こからありったけの氷を持ち出してきて氷ひよう嚢のうを作るがそれもすぐに溶とけてしまう。

　後はどうしていいのか分からない。

　苦しむルゥを前に自分は激しく無力だった。

　テレビからはテロップに合わせて流れるエンディングテーマが、ただただ虚むなしく軽快な音を室内に響かせている。

　モニターの明かりが良児の左手に被せられた黒い手て袋ぶくろを鈍にぶく照らし出している。

「そうか」

　良児は思い立ったようにその手袋を脱ぎ捨てた。

　この力があらゆるものを思念変換コンバートできるというのなら、ルゥの体だってその例に漏れることはない。しかもカナタのいうことが正しいのならルゥの体は思念データそのもので形成されているはずだ。一度変へん換かんしなくてはいけない他ほかの物質よりは遙はるかに相あい性しようがいいはず。そしてこの力でルゥの中で何が起こっているのかを解かい析せきしてその部分だけを修正する。少し不安が残るが何度か使ってきている力だ、そこはきっとうまくやれる。

　いや、やるんだ。

　良児は躊躇ためらうことなく、その手でルゥの額へと触れた。

「うっ……！」

　膨ぼう大だいな量の情報が一気に脳の中に流れ込んでくる。これはルゥと契約させられた時と同じ感覚だ。やはりそれは人の頭では処理し切れないもので気を失いそうになる。

　だめだ、まだだめだ！　ルゥを苦しめる根源を見つけ出すまでは！

　気力を振ふり絞しぼり、意識を保とうとする。だが――

　赤い粒りゆう子しの中に黒く渦うず巻まくものがある。そこに全てを吸い込まれた。
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　暗い。どこもかしこも真っ暗。闇が光という光を喰くらい、微み塵じんの輝きすらここに存在する事を許さない。

　少女はその闇の中で目を開けた。まるでその少女が良児自身のような感覚に陥る。

　当然何も見えない。

　ただ黒い色だけが瞳を支配している。どこが天で、どこが地なのか、それすらも分からない。三半規管がおかしくなりそうになる。

　気持ち悪い……。

「ここから出して」

　赤髪の少女はか細い声で言う。

　その声に答える者はいない。聞こえてくるのは鼓こ動どうのような震しん動どうのみ。

「出して、出してよう」

　少女の周りに重い空気が立ち込めて渦うずを巻き、まるで意思を持ってその行こう為いを制止させるが如ごとく、彼女の口に入り込む。

「んごっ、ごっ」

　苦しい……。息ができない。

　その苦痛とは裏腹に、どんよりとした空気の渦は数を増やし、蛇へびのようにとぐろを巻いて、次々に少女の体にまとわりつく。

　腕うでを掴み、腹を潰つぶし、喉のどを絞しめ上げる。

　そしてありとあらゆる場所から、その重苦しく目には見えない蛇共が体の内部へと浸しん透とうしてゆく感覚を覚える。口から入り込んだものは奥おくへ奥へと進み、腹の中を抉えぐる。

　苦しい、痛い、苦しい、痛い、苦しい、痛い、苦しい……。

　ここから出して、早く出して！

　いったい、どれだけここにいればいいの？

　もう一人ぼっちは嫌なのっ！

　さみしい……。

　さみしいよう……。

　全身に染しみ渡った不快な何かは体の中に宿り、低く静かに蠢うごめいている。

　噎むせ返りながらも瞳は虚うつろ。

　その曇くもった彼女の瞳に突如、一筋の光が差した。

「あぁ」

　喜びの感覚と共に良児は理解する。

　そうか、これはルゥが生まれる前の記き憶おく。彼女はここで三百年という長い長い時間を一人で過ごしてきたのだ。そして今、ようやく――

　嬉うれしい。

　言葉にならない声が思わず口を突いて出る。

　眼前に現れた一点の光は瞬またたく間に左右上下に裂さけ、闇を瞬しゆん時じに駆く逐ちくする。

「やっと出られるのね……」

　白い光に祝福を受けるように彼女の体は輝きに包まれてゆく。全身に喜びという名のシャワーを浴びた、少女の顔はそんなふうな表情に満ちていた。
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「はっ」

「わあっ」

　床ゆかに座ったままベッドの縁ふちにもたれかかって寝ていた良児は、枕まくら元もとが突とつ然ぜん翻ひるがえ　ったのに驚おどろいて後ろへと飛び退いた。

「んあ？　なんだここは」

　ルゥが目の前のベッドの上で目を擦こすりながら呟つぶやいている。ルゥが突如目を覚まし、勢い良く半身を起こしたのだ。

　昨夜ゆうべ、うなされるルゥをベッドへと運び、そこで力を使ったはずだった。だが、どうやらそのまま気を失ってしまったらしい。周りはすっかり明るくなっていた。

「ルゥ様、だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　けろっとした表情で起き上がった彼女を良児は呆ぼう然ぜんとした表情で見つめる。だが、その心配を余よ所そにルゥは元気良くその場に立ち上がった。

「全然平気だ！　たいしたことはない。ちょっと調子が悪かっただけだ」

　と、あっけらかんと言ってみせた。

　昨夜、あれだけ苦しんでいたというのに、なんだったんだあれは……。

　それに昨日のあれでは思念変換コンバートでの治ち療りようが成功したとはとても思えない。また今度同じようなことが起きたら自分の力ではどうすることもできない。

　不安が過よぎる。

　何事も起きなければそれに越したことはないのだが、それでは根本的な解決にはならない。ルゥの一部を朧おぼろ気げながらも垣かい間ま見みた今、自分では救ってあげることができないそれが悔くやしい。

「むしろ、物もの凄すごくやる気が出てきたぞ！」

　そんな良児の気持ちを知らずしてかルゥは両手を挙げてその場で跳はね回る。

「いったい何のやる気ですか……それよか……」

　ぐぅ……

　言いかけた言葉を小さな音が遮さえぎる。

「そんな事より腹が減ったぞ。すぐに朝食の用意をしろ」

　ルゥは腹を押おさえながら勢い良くベッドを飛び降りると、スタスタと軽快な足取りでキッチンへと向かって行ってしまった。

「ちょっ、ルゥ様！　まだ寝てた方がっ」

　後を追う良児は、ルゥの背中に生えている羽を見て息を呑のんだ。それは、昨夜まで斑模様だった羽が今は元の純白さを取り戻もどしていたからだった。

「なんで……」

　確かに昨夜までは根本が黒く変色し、一見して黒いゴシックドレスと一体化したようにも見えるくらいになっていたというのに……。

「うーん、すぐに食べられそうなものは……」

　そう言いながらルゥは冷蔵庫の扉とびらを全すべて開け放ち、その前で仁に王おう立ちになって中を物色している。

「あぁーっ、ダメですよ開けっ放しで。僕がすぐに何か作りますから座って待ってて下さい」

　中身を引ひっ掻かき回し始めた彼女を制止して、ダイニングの椅子に座らせる。

「早くしろ、ルゥ様の腹は極限状態だ。まるで、そう、たとえるならばメルトダウン寸前の原げん子し炉ろのようなものだ」

「たとえが危険過ぎますからっ。とりあえず、静かにそこで待ってて下さい。今すぐ用意できますから」

　良児はフライパンを片手に冷蔵庫から卵とハムを取り出す。

　手早くハムエッグを作り、サラダを添そえて、トーストを焼き、待ち兼かねているルゥの前へと出す。

　――と同時にソースがかけられ一いつ瞬しゆんにして鮮あざやかな朝食は茶色に染まった。

　だがルゥは笑えみを浮かべてそれに食くらいつく。

　良児は物凄い勢いで食べる彼女の向かい側に座り、その様子を頬ほお杖づえをついて眺ながめる。

「本当にもう大丈夫なんですか？」

「んぐっ、もぐっ、ぐぐっ、んあ？　しつこいな良児、大丈夫だと言っておろう。ルゥ様は無敵なのだからな」

　ルゥはほっぺたにソースを付けながら誇ほこらしげに微笑んだ。

「そ、そうなんですか……」

　にわかに信じ難がたい事ではあったが、目の前の元気な彼女は認めざるを得ない。

「ぷはぁーっ！　満足、満足ぅ」

　良児が考え込んでいる僅かな時間でルゥは全てをたいらげ腹をさすりながら悦えつ楽らくに浸ひたっていた。

「さあ、本日の活動エネルギーも補給した事だし、とっとと出かけるぞ」

　食休みもままならぬ内に彼女は勢い良く立ち上がり、良児を外へと誘さそう。

「出かけるって、どこへですか？」

「行けば分かる！」

　まだ、朝食も食べ切っていないというのに彼女は良児の腕を引っ張る。

「ちょっ、ちょっと待って下さいよ！　今日は宿題をやらなければいけないし」

「何を言っておるか！　今日は学校は休みであろう？　なら、勉強などする必要は無い」

「そんな……」

「ほれ、行くぞ！」

　そう一言で言って退のけられて、良児は無む理り矢や理り外へと連れ出されるのだった。










　有う無むも言わさずルゥに連れてこられたのは、慣れ親しんだ毎度毎度の商店街。休日とあって行き交う人の数は普ふ段だんよりも多く感じる。

「で、どこへ行くんです？」

　ルゥは良児の腕を引っ張り、通りをあっちへ行ったりこっちへ行ったりと当て所ど無く歩き回っては周囲をキョロキョロと探っている。

「うるさい！　少し黙だまっておれ」

「はぁ……」

　行けば分かるとか言って飛び出したくせに実の所は何も考えていなかったのだなあ、と良児はその時思った。

　眉み間けんに皺しわを寄せ『う～』と低い唸うなりを上げているルゥの横で溜ため息いきを吐つく。

「おっ、良ちゃんじゃねえか！　休日に買い物とは珍しいねえ」

　その声の主はすぐに分かった。肉屋の主人だ。

　ショーケース越しにこちらに向かっていつもと変わらない満面の笑みを投げ掛かけている。連れ回されている内にいつの間にか彼かれの店先にまで来ていたのだ。

「なんだ今日は彼女連れかい？　良ちゃんそういうのは奥おく手てかと思ってたけど、やるねぇ」

「いや、そういう訳じゃ……」

「隠かくさなくてもいいさー、やっぱ連れは年下がいいよなー」

　主人はルゥを見ながらニヤニヤとしている。特に背中の羽は玩具おもちやかなにかと思っているらしくそれが幼さを際きわだたせていた事も加味していた。

　それが癇かんに障さわったのか、ルゥは口を尖とがらせた。

「失礼なっ！　ルゥ様はこう見えても……って、ふごっ」

「あーっ、あわわ」

　なんだか話がややこしくなりそうなので良児は慌ててルゥの口を塞ふさぐ。

「あーっはは、そうですね。やっぱり年下の方が守ってやらなきゃって感じになりますもんね、っははは」

　主人が怪け訝げんな表情でこちらを見ていたので思ってもみない嘘が乾かわいた笑いと共に口を突いて出た。

「ほう、そうかね。そりゃあ私と気が合いそうだなっははは。実を言うとうちの家内も私より十歳さい年下でねえ。そりゃあ若い頃は……」

　主人は惚のろ気け話と共に自分の世界へと入り込み、他は見えていないといった感じで語り出す。それを見計らって良児はルゥを拘こう束そくしていた手を解ほどいた。

「っぱあっ、何するんだ！　馬ば鹿か者もの」

「本当の事を言っても話がややこしくなるだけでしょう？　それに誰も信じてはくれませんよ」

　むくれ顔に向かって小声で囁ささやく。

　と、その顔はすぐに真顔に戻り、視線が何かに釘くぎ付づけになっていた。

「ん？」

　良児は彼女の視線を辿たどる。その先は未いまだ熱く語り続ける主人の真下にあるショーケースの中……。キツネ色をした俵形のそれ。

　マグナムコロッケだ。

　見ただけでカリカリとしているのが分かるパン粉の立った衣ころも。油切れも良いそれはいかにも美お味いしそうな風ふう体ていで網あみの敷しかれたトレイの中に転がっている。

「ハァハァハァ……」

　ルゥはそれを見つめたまま鼻息を荒くしている。コロッケに対してそんな反応を示すのはルゥくらいなものだろう。そんなにあのコロッケが気に入ったのか……？

「食べたいんですか？」

「いっ、いいのか!?」

　まだ買ってあげるともなんとも言っていないのに……。彼女は餌えさをねだる犬のように舌を出し、羽を尻尾しつぽのように振る。

「いいですよ……いくつです？」

「はっ、はぁはっ」

　声にならない声を出しながら両手を広げて数を示す。

　良児は語り続ける主人に言ってマグナムコロッケを包つつんでもらった。

「毎度！」

　景気のいい声が通りに響く。

「はむっ、むっ、もぐむぐむぐ、はむっ、んぐ……」

　袋ふくろを抱かかえながらコロッケを口へと運び、すべて飲み込んではまた手元のもう一個へと手を伸ばす。ルゥは至福の表情を浮かべたまま商店街をひた歩いていた。

「あの肉屋の主人はなかなか良い奴だな。見ろ二個もおまけで入っておる」

　あの不可思議な味のするものをさも嬉しそうに袋の口をこちらへ向けて見せる。

「はぁ、それはよかったですね……」

　気のない返事も彼女には気にならないようで夢中でむしゃぶりついている。

　良児は歩きながらもずっと気になっていた事を口にする。

「それで、何しに外へ出て来たんですか？」

「んごっ、ぶほっ、ごほっ」

　ルゥは噎せ返りながらも口の中のものを飲み込む。

「そうだ、それだ！　忘れておったではないかっ！」

　そのときルゥの顔が僅かだが恐ろしく冷れい酷こくなものに見えた気がした。

「？」

「まったく、あの店でやっておけばよかった……。いや、そんな事をしたらコロッケが食べられなくなってしまうか……」

　独り言のようにぶつぶつと言っているが良児には何の事だかさっぱり見当がつかない。

「あのー……」

「ん、思いついた！」

　答えを聞く前にルゥに腕を掴まれる。そしてそのまま引き摺ずられるようにして走り出した。

「うあっ、また」

　連れてこられた場所。

　それは商店街にあるとある銀行だった。無論、今日は日曜であるから営業はしておらず、キャッシュコーナーには入れたが、奥の窓口はシャッターが閉まっていた。

「こんな所に何の用があるんです？」

　まさか悪あく魔まが銀行に口座を持っているなんてことはないだろうし……。

　良児は不可思議に思いながらもルゥの行動を目で追う。するとすぐにその目は驚きよう愕がくに大きく見開かれた。

　彼女は入店するや否いなやさっさとシャッター横にある通用口らしき扉に近付き、ドアノブに手をかけて中に入ろうとしているではないか。

「あーっ」

　良児は叫さけび声を上げると共に周囲を気にする。繁はん華か街がいに店てん舗ぽを構えていながらも今は奇き跡せき的てきに他の客の姿はフロアには無かった。

　やっぱり日曜は手数料がかかるからなぁ……って、今はそんな事を考えてる場合じゃない。ルゥを止めなくては、誰だれかに見つかったら大変だ。良児は急いで駆かけ寄る。

「なにやってんですかっ！　無断進入ですよ」

「いいのいいの、入る為にやってんだから、って、このっ、やっぱ開かないか」

　ルゥはガチャガチャと乱暴にドアノブを回して、無駄だと分かると空中から多具短剣タグダガーを取り出す。

「何する気ですかっ！　まさか……監かん視しカメラとか防犯装置とかあるんですよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。ここに入る前にルゥ様と良児の姿にダミープログラムを走らせておいたから姿は映らないぞ」

「そういう問題じゃないです！」

　彼女が何を考えているのか良児には分からなくなっていた。

　そうこうしてる間にもルゥの手は動いている。

《トレースモード起動》

　声と共に刀身が淡あわい緑光に包まれる。ルゥはそのまま光を帯びたその剣けんを扉にある鍵かぎ穴あなへと刺さした。するとどうだろう、全く異質、異形のもののそれが鍵穴の中にスルスルと吸い込まれて行くではないか。それは硬こう質しつである筈の刀身がゼリーの如く軟なん化かしたようにも見えた。

「固定していいぞ」

　まるで短剣に話しかけるようにルゥは言う。

《トレース終しゆう了りよう、固着します》

　パキッという音が彼女の手元でして、すぐに扉が開かれた。

　引き抜ぬいた剣の刀身は鍵の形を保っており、どうやら一度軟化した刀身が中で鍵の形に再固着したらしい。空中で軽く一ひと振ふりすると、それは元の刀身へと戻った。

「行くぞ」

「え？」

「そんな所にいつまでもいると見つかるぞ」

「うぇっ!?」

　良児は思わずルゥの後に続いてしまった。脅おどしに屈くつしたようで悔しかったが……いや、そうじゃない。彼女を連れ戻さなくては。

　既すでに奥へと消えて行ってしまった彼女を追いかける。

　通路を進んで左に折れると、そこには普段入れない銀行の窓口側の世界が広がっていた。いくつも並ぶ事務机とパソコン。あとは良く分からない機器。そしてそれらの最さい奥おうに壁かべを前にして突っ立っているルゥの姿があった。

「ルゥ様、早く出ましょう。騒さわぎになる前に」

　言いながら駆け寄ると、彼女が視線を向けている壁が気になってそちらへと目をやった。

「これは……」

　そこにあったもの。それは壁に埋うめ込まれた銀色の鍋なべ蓋ぶたのようなもの。両手を横に広げてもまだ足りないくらいの大きさで中央に手回し式のハンドルが付いている。いわゆる、金庫というやつである。

　しばらくそれを見つめていたルゥは、突然、ハンドルに掴みかかる。

「ふぬっ、んんっ」
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　扉の縁に足をかけスカートを振り乱みだし、歯を食い縛しばる。だが、ハンドルは一ミリたりとも動かない。

　開かない事が分かると一いつ旦たん後ろに退き、周囲を見回す。そして何かを発見したのか、扉横に駆け寄った。

「こいつか」

　そこには〇から九までのキーが収まった電子ロックのパネルがあった。

「こんな程度のもので、ふんっ、片腹痛いわ」

　ルゥは多具短剣タグダガーの切っ先で電子ロックのパネルを囲うように宙を切る。切った後には緑光を放つ線が残り、その枠わく内ないを上から下へと光の束が流れる。

《スキャン開始、パスワードを解析中》

　――――。

《解かい析せき完かん了りよう、ロック解除します》

　ガチャコン

　何かが外れる音が大きな鍋蓋の四方でする。既にハンドルに手をかけていたルゥはその音を聞くとすぐに手元を動かし始める。

　スルスルとスムーズに回るハンドル。

　そして厚さ二〇センチはある鋼鉄の扉は音も無く開いた。

　その様子をただ茫ぼう漠ばくと見ていた良児は、さっさと金庫の中へ入って行くルゥを見て我に返った。

「ちょっ、ルゥ様！　何をするつもりですか!?」

「今いま更さら何を言っておる、金を盗ぬすむに決まっておろう」

「え？　今なんと？」

　開け放たれた扉の縁で足を止めて振り向くルゥを見ながら良児は我わが耳を疑った。

「金を盗むのだ、お前もそんな所でぼーっとしてないで手伝え」

　良児は彼女が言っている事がすぐには理解できなかった。もちろん不法にこの場へ進入した時点でいつもの彼女の行動とは少し違うと薄うす々うすは感づいていた。だが、ここまで大それた事をするとは予想していなかったのだ。

「何言ってるんですか！　これは歴れつきとした犯罪ですよ！」

　大だい喝かつした良児に対し、ルゥの目付きは冷然としたものに変わる。それは今までに見たことのない鋭するどく厳しい瞳ひとみ。止めに入った良児さえも思わず口を噤つぐんでしまうほどの眼力がそこにはあった。

「お前こそおかしな事を言う。悪魔が悪事を働かずしてどうするというのだ。見ろこの大金を。これを全て盗めばここに預金をしている人間は疎おろか、世界の経済は一気に破は綻たんをきたし、ルゥ様が自ら手を下さなくとも人間は人間同士で啀いがみ合い恐きよう慌こうの中で自じ滅めつしてゆくことだろう」

　悪事を語る彼女の表情は愉ゆ悦えつに満ちていた。まさに冷酷な悪魔の笑みといった所か。

　実際には、都市銀行のたかだか一支店の金を全て盗んだ所で世界恐慌が訪おとずれる筈もなくルゥの思おも惑わく通りにはならないのだが、立派な犯罪である事には変わりないし迷めい惑わくを被こうむる人達も沢たく山さんいるだろう。

「あんなに悪い事はもう嫌だって言ってたじゃないですか！　あれは嘘だったんですか」

　あれだけ悪事を嫌きらっていたというのに今は掌てのひらを返したように悪い事をしようとしている。あの涙はなんだったんだろうかと考える。

「そんな事言ったか？」

　ルゥは冷然と答えた。それは良児の知らない冷たい視線。言葉に対してそれ以上言葉が続かなかった。

　明らかに悪行のレベルが悪いた戯ずら程度から本格的な悪に変わってきている。今までの彼女は全て偽いつわりだったのか。これが彼女の本当の姿で、カナタの言う通りこれから更さらに大きな悪事を働く悪魔へとなってゆくというのか……。

　どうしてこんなことに……。やはり昨晩の事がなにか関係しているのだろうか？

　愕がく然ぜんとする良児を捨て置き、ルゥは金庫内へと入り込み殺さつ鬼き丸まるを呼び出していた。

「ちゅっちゅらびっぷ」

　独特の鳴き声と共に奴が宙から飛び出す。次いでルゥは現出した殺鬼丸の体を先さき程ほどの電子ロックと同じように多具短剣タグダガーの切っ先で囲んだ。

《コピー》

　声を確かく認にんすると彼女は舞まいを踊おどるように剣を周囲に振り回す。

《ペースト》

《ペースト》

《ペースト》

《ペースト……》

　連続するその音声と共に、ルゥを中心として取り囲むようにいくつもの枠わくが空中に描かれる。そしてその枠内の全てに殺鬼丸の姿が浮かび上がった。

『ちゅっちゅらびっぷ』

　実体化したそれらは枠内を飛び出し、一いつ斉せいに鳴き声を上げて音をハモらせる。どの殺鬼丸も寸分違たがわぬ同様の風ふう体てい。まさにその名の通りコピー体だった。

「さあみんな、どんどん運び出しちゃってー」

『ちゅっちゅらびっぷ！』

　ネズミ軍団は短い手を挙げ、小さな羽をはためかせて金庫内へと散開する。

　だが、彼かれ等らが札束や株券に手を触れる前に良児は金庫内へと飛び込み叫んだ。

「ちょっと待ったぁっ!!」

　その声は庫内に反はん響きようし、自分でもびっくりする程大きな音となる。それが幸いしてかネズミ達はピタリと動きを止め、ルゥもまたこちらに注目した。

　良児は彼女が口の中に溜め込んだ苛いら立だちを外へ吐はき出す前に、つかつかと歩み寄る。

　ピシャッ

　今度は庫内に乾いたスラップ音が響いた。

　反響と共に無数にいた殺鬼丸達たちは全て、まるでシャボンの泡あわのようにパチンと弾はじけて消える。

　見ると己おのが平手が宙を切っていた。

　ルゥは赤らんだ頬に自らの手を当て呆ぼう然ぜんとした目でこちらを見ている。

　良児は彼女に平手打ちを与あたえていたのだ。

　本当に無意識だった。他人に暴力など振るったことのない僕が……。

　振り下ろした掌は震えていた。

「なっ……!?」

　彼女も彼女で他人に叩かれた経験は一度も無かったのだろう、自分の身に何が起きたのか、現実を受け入れられずうろたえていた。

「ご、ごめん……」

　良児は叩いておいて思わず謝あやまっていた。

「でも、ルゥ様がいけないんですよ。こんな事、しちゃいけませんっ！」

「……ななっ！」

　言葉で叱しかられて、ようやく現実が把は握あくできるようになってくると途と端たんに頭に血が上り始めたようでルゥは癇かん癪しやくを撒まき散らす。

「かーっ！　下僕しもべが主あるじに手を上げるとは何事かっ！　許せんっ、許せんっ、許せんっ！　粛しゆく清せいっ、粛清っ、粛清っ!!」

　口にした怒いかりの度合いとは裏腹に、グーにした手を振り回し駄だ々だっ子パンチで迫せまってくる。

「うわっ、痛っ、やめて下さいっ」

「修正っ、修正っ、修正っ！」

　彼女としてはどこをどう殴なぐりつけているのかとかは見えていないようで目を瞑つぶってひたすら腕を振り回すばかり。

　良児もどこから飛んでくるか予測不可能な攻こう撃げきにあたふたとしていた。

　と、その時二人の動きが止まった。

　ウィウィーン、ウィウィーン……

　不意にどこからともなく警告を知らせるかのようなけたたましい音が庫内に鳴り始めた。

「なに!?」

　庫内から扉の外を見ると、どこにその光源があるのかは分からないが、赤い回転灯の光らしきものが薄うす暗ぐらい店内を明めい滅めつさせているのが視界に入った。

　防犯装置が働いたのだ。

　いくら姿を見えないようにしているからって、これだけ色々な場所をいじくってはセキュリティーが反応しない方がおかしい。今まで何ともなかったのが不思議なくらいだ。そして今まさに目の前でそのセキュリティーの一いつ端たんと思おぼしき機能が働く。

　開け放っておいた金庫の扉が自動で閉まり、上から下から横からと三重にも渡って鉄格子が鉄てつ扉ぴの上にロックをかけたのだ。

「閉じ込められた!?」

　金庫内に盗みに入った泥どろ棒ぼうを現金共々庫内に閉じ込める。こんなにも効率の良いセキュリティーは他にはないだろう。周りは分厚いコンクリートに覆おおわれた壁、脱だつ出しゆつ不可能な鋼鉄の牢ろう屋や。金という餌に釣つられて罠わなにはまった熊くま。いや、程度としてはゴキブリホイホイか？

　あとは警備員が迅じん速そくに駆け付け、犯罪者を確認。警察を呼び、犯人に接することなく安全に引き渡すことができる。完全完かん璧ぺき、防犯万ばん歳ざいである。

　しかし今はセキュリティーを褒ほめている場合ではない。このままでは冤えん罪ざい……というかこの状況では言い訳すらできない。早くここを脱出しなくては。

「へっ、こんなもの洒落しやら臭くさい。撃げき滅めつスーパーなルゥ様にかかればちょちょいのちょいだ」

　ルゥは鋼鉄無比の扉に近付き毎度のように多具短剣タグダガーを振りかざす。

　そうだ、あんなにも簡単に厳重なる金庫を開けてしまったルゥだ、再び扉を開ける事など容易な筈。

　しかし、良児の期待に反して振り上げたルゥの手は空中で止まったままだった。

「どう……したんですか？」

　探るように顔を見やると、彼女は神しん妙みような面おも持もちで言うのだった。

「何も無い」

　言われて気付いた。そうだ、そうなのだ。表にはあった電子ロックのパネルもこの金庫の内側には付いていない。それにハンドルやそれに代わる取っ手すらも扉には付いていない。これでどうやって開けようというのだろうか？　できる人間がいたら知りたい。もうお手上げである。

「ああっ、こんな事で僕は犯罪者になってしまうのか……」

「犯罪？　最高じゃないか、悪魔の下僕にとっては名めい誉よな事だぞ」

「馬ば鹿かなこと言わないで下さいよ」

「馬鹿とはなんだ！　さっきから主に失礼なことばかり言いおって」

「馬鹿はルゥ様ですよ！　こんな……ルゥ様らしくないっ！」

　良児は振り上げた拳こぶしを閉ざされた鉄てつ格ごう子しへと叩き付けた。

　ギーンという低い金属音が鳴り続ける警告に交じって庫内に響く。

　こんなにも心が荒ぶるのは初めてだった――

「おい」

　不意に気の抜けたルゥの声。

「え？」

「ここを脱出する良い方法を思い付いたぞ」

　彼女は鉄格子に叩き付けられた良児の左手をにんまりとした笑えみで見ながら言った。

「今こそお前の能力を発揮すべき時だ」

「能力？　僕の？」

　とうに忘れていた。彼女から与えられた力の事を。

　良児は黒い革かわ手て袋ぶくろに包まれた左手を見つめる。

「でも、うまくコントロールできるか不安で……」

「いいからやれ、やらなきゃ捕つかまるだろうが。それでもいいのか？」

　他に選択の余地が無い事は分かっている。やるしかない、やるしかないのだ。

　良児はゆっくりと手袋を外す。そして露あらわになった掌を堅かたく閉ざされた扉横の壁へと押し当て瞼を閉じた。

　刹せつ那な、電でん撃げきのような衝しよう撃げきが脳内に走り、思念データ化が始まる。

　壁を構成する物質。セメント。

　セメントを構成する成分、珪けい酸さん三カルシウム、珪酸二カルシウム、アルミン酸三――

　まて、それは今は不要なデータ。精神を集中させて力をコントロールし必要な部分だけの情報を得るんだ。深く入り過ぎるな、踏ふみ入り過ぎれば情報の海で脳が溺おぼれてしまう。壁の向こう、そこにある電子ロックパネル。その構造と、この鉄格子を稼か働どうさせている仕組みさえ分かればいい。

「まだか？」

「うるさいっ」

　尋たずねたルゥに思わずらしくないきつい口調で言い放つ。言われた彼女は舌を鳴らして口を尖らせた。

　意識を壁の中へ。鉄格子を稼働、固定させているギア、カム。壁の中にあるそれらがくっきりとイメージできる。今はそれらがなんの物質でできているとかは関係無い。

　次いで電子ロックの方に意識を移す。基板、そしてその基板上にある記憶チップ。それに登録されている解かい錠じようデータ――――

「つかんだ」

　見開く。

　全すべてを理解すると、それらを成しているものが視し認にんできた。掌のすぐ横にある一粒つぶの粒子、それを弾く。

　分子の間を通り抜けた衝撃は壁を壊こわさずして鉄格子をロックしている動力へと繋つながる。途端に三重の格こう子しは音を立てて開いた。

「そして、ここ」

　今度は最初の場所から五センチ上の所。そこに意識を集中してもう一粒を弾く。すると壁を通り抜け、電子ロックに信号が走った。

　音も無く開く鋼鉄の扉。

「おおっ、やればできるではないか」

　感動するルゥの感情は捨て置き、良児は彼女の腕を掴んで外へと駆けだした。







ＦＩＬＥ．６　悪魔風ハンバーグ、チャンバラソース添ぞえ







　その日は帰ってから一度もルゥと口を利きかなかった。

　いつもの悪戯程度の悪事なら気に留めるほどでも無かったのだが昨日のそれは少々度が過ぎていた。それで――

　そう、次の日の登校中である今もそれは続いていた。

　良りよう児じはいつもの通学路をツカツカと早足で歩く。するとその後を追うようにルゥがこれまた大おお股またの歩きでついてくる。

　良児は更に足を速めた。負けじとルゥも加速する。

　傍はたから見ればそこだけ競歩大会である。いい加減疲れた良児はその場に立ち止まり、ギロリと後ろを振り返る。

「ひぃっ！」

　そのあまりに険しい形相にルゥはおののき近くの電柱の陰かげへと身を隠した。

　その姿を見て良児は大きく嘆たん息そくする。
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「いつまでそうやってんですか？」

　見るに堪たえずそう投げかけると、当の彼女は口笛を鳴らしながら素知らぬ顔で明後日あさつての方向に目を向けている。

「ルゥ様」

「なんだ、ってあわわっ！　そそうっ、ルゥ様って方お呼びですよぉ～」

　一度返事をしかけて慌あわてて別人のフリをする。今朝も一緒に食事をしたというのにだ。

「なにやってるんですか……思いっ切りバレバレじゃないですか」

「だ、だって良児がいつになく怖こわい顔で怒っているようだからなっ……」

　ルゥはそっと陰から身を覗のぞかせる。

「当たり前じゃないですか。昨日のような人様に迷惑がかかるようなことをしたわけですから。もう悪い事はしないと約束しましたよね？　危あやうく僕も犯罪者になるとこでしたよ」

「し、し、仕方ないのだ」

「仕方ない!?」

「ひっ！」

　語ご尾びを強めた良児に彼女は小さなその身を更に小さく縮こまらせる。

「あっ、いや、その……あの時は、どど、どうかしておったのだ。自分でもその辺の所はよく分からん。ただ胸の辺りがこう、ぎゅっと苦しくなって、それで何にも感じなくなってしまったのだ。そしたらそういう衝動にかられてしまって、今思えば自分でも恐ろしい事をしたと思っている。だから無意識で……」

「わかりました」

　良児は手を挙げてそれ以上の言葉を遮った。

「昨日のあれはルゥ様の意思では無いんですね？」

　コクコクとルゥは無言で頷うなずく。

「だったらそういう事にしましょう。それでもうおしまいです」

　良児はそう言って再び歩き始めた。ルゥはその後を様子を窺うかがいながら追いかける。

「なあ、もういいのか？　もう怒っておらんのか？」

「ええ、もう怒っていませんよ」

「いつもの良児か？」

「そうですよ、まったく……いつまでそうしてるんです」

　そう言うとルゥは雲が晴れたように笑顔を浮かべて良児の横に並んだ。

「へへ」

　ニコニコと現金な笑顔を見せる彼女に対して嘆息するも、それは安堵の溜ため息いきでもあった。

　しかし昨日の彼女の様子が少しおかしかったのは確かだ。無意識にというのも気になる。彼女の中で何かが起きているのか？　それはただの取り越し苦労であって欲しい。

　隣となりを見ればいつもと変わらぬルゥがそこにあった。







　学校についてしまえばそんな不安は一気に消し飛んだ。いつもと変わらぬ日々がそこにあったからだ。いつの間に仲良くなったのかルゥの小悪いた戯ずらに泣かされつつも笑わされるクラスメイト。それもいつもの光景だ。そんな楽しい学校生活の中で今日は男女合同の調理実習というメインイベントが用意されていた。

　少し前からルゥは自分よりも旨うまい料理を作ると張り切っていた。今もまな板を前にして気持ちがいきり立っている様子がこちらにも伝わってくる。

「ルゥ様、少し落ち着いて。あまり気負うと逆に危ないですから、特にルゥ様の場合」

「うるさい、ルゥ様は今日の為ために入念なるシミュレーションをしてきたのだ。力が入るのも当たり前だろう」

　そう言って彼女は包丁の柄えを卓たつ球きゆうのラケットのような持ち方をして、それと同じ姿で素振りをしている。

「それはどんなシミュレーションですか……」

「うわっ、あぶねっ」

　彼女の隣の実習机で別の生徒のおののく声が上がる。

「ほら、迷惑がかかりますから」

　良児が止めようとした時、教きよう壇だんに立っていた家庭科教師から「それでは始めて下さい」との指示が出る。

　目の前でルゥの手が玉たま葱ねぎを掴んだ。

　今日のお題目は定番中の定番、ハンバーグだ。毎日自じ炊すいしている良児にとってはそのメニューはお手の物だったが、こういった雰ふん囲い気きの中で作るのもまた趣しゆ向こうが変わっていい。

「さて、そろそろ僕も始めますか」

　涙目で奮ふん闘とうするルゥを横目に手て際ぎわ良く事を進める。彼女の隣でこうしているだけで微み塵じん切ぎりの音もいつもより軽快に聞こえてくるから不思議だ。




　後はそのまま調理に集中して、あっと言う間にハンバーグが完成した。

「ではみなさんで試食タイムにしましょう。他の人の料理と食べ比べて色々と反省点を見つけてみて下さいね」

　教師の合図で皆みなが一斉にわいわいと試食を始める。

　まずはとりあえず、自分のものから行ってみるか。と、良児はフォークに手をかけた。すると、

「良児、ちょ、ちょっとこれを食べてみてくれんか？」

　見ればルゥが自分で作ったハンバーグの皿をこちらに向かって捧ささげている。そしてなぜだか彼女は視線を合わせないようにして恥はずかしそうにしていた。

「僕が食べていいんですか？」

「べ、べつに嫌ならいいのだ。ただいつも良児に飯を作ってもらっている手前、たっ、たまには下僕のことをねぎらってだな……」

「ほほう、そのような慈じ悲ひの心がルゥ様にあったとは、この下僕初めて知りました」

「う、うるさいっ！　ルゥ様にだってそのような心はある！　折せつ角かく、主自ら手を汚よごしてまで作ったというのに、そのような事を言う奴にはこれはやらん!!」

　ちょっとからかいが過ぎたようで、ルゥは顔を真っ赤に染めて震え始めた。

「ああーっ、すいません！　言い過ぎました、どうかルゥ様の心のこもった手料理をこの下僕にお与え下さい」

「最初から素す直なおにそう言えばいいのだ馬鹿者」

　良児は笑いながらその皿を受け取った――と同時に酸すっぱい臭においが鼻を突く。

　皿の上の物体を視界に捉とらえた時には精神が破は壊かいされていた。

　形は岩石のようにゴツゴツとした塊かたまりで、色は消し炭のように黒く、上からかけられたソースはどうやったらそんな色になるのか分からない目ま映ばゆい蛍けい光こう色しよくの緑を湛えている。しかもそこかしこでガスが発生しているのか気き泡ほうがブクブクと弾けては膨ふくらみ、膨らんでは弾け続けている。

　これをハンバーグだと言うのなら明日から何を信じて生きて行けばいいのだろう。

「な、なんですかこれは？」

　恐る恐る尋ねる。

「ハンバーグに決まっておろう。なんたる愚ぐ問もんだ」

　言っちゃった、言い切っちゃったよこの人。

「な、なるほど……」

　良児は恐る恐るフォークとナイフを手に取り、それを切り分ける。

　ハンバーグとは思えない硬かたさ、そしてやっと切り分けたと思えば中から飛び散る得体のしれない液体。

「ひぃっ」

　震える手で一片を口へと運ぶ。

「ど、どうだ？」

　期待の視線を向けるルゥに相反して、良児は口の中の魔ま物ものと格かく闘とうしていた。これは精神と肉体との戦いだ。体は完全にこれを食べ物として判断していない。飲み込んだら危険、毒かもしれない、自分の中に野性の勘かんというものが残っているというのならそう訴うつたえている。少しでも気を抜いたら吐き出してしまいそうだ。そういった拒きよ否ひ反応に立ち向かうのに残された力は精神力しかない。

　今までもそういうことは多々あった。我慢して良い子のふりをしてきた。こういう時も無理をして「おいしい」と言うのが自分だった。でも今はそういう嘘の自分ではなく本当の意味での嘘をつきたい。

　悪事の事ばかり考えてきた彼女が人の為に何かをしようなんて考えられない事だ。その行こう為いを無駄にしたくない。

　彼女が僕の為に作ってくれたものだから。

　意を決してゴクリと飲み込んだ。

「えっ……ええ、と、とてもおいしいですよ……」

「ほ、ほんとうか!?」

「嘘じゃありませんよ、本当においしいです」

　普段の味音おん痴ちっぷりからしたら想像しうる味だった。いやその次元を超こえているかもしれない。味なんてものを通り越こして喉の辺りがピリピリと痛む。

　ルゥは褒められたことが相当嬉しかったらしく、

「もっと食え良児、遠えん慮りよはいらぬ」

　と言って自ら切り分けるとツンと鼻を突くそれをわざわざ僕の口元へと運んでくれる。

「ほれ、あ～ん」

「あ～ん……ってやめて下さいよ！　みんなが注目してますから」

「かまわん」

「かまいますよ」

　周囲からは色々な声が漏れ聞こえてくる。

「花はな井いと悪あく野のはそこまで進展していたのか！」

「授業中になんて大だい胆たんすぎるわよ」

　ほらほら、変な噂うわさが広がっている。

　だがしかし、やめて欲しいのはそんな噂が飛び交かうだけの話ではない。ハンバーグなのかどうなのか判断のつかない代しろ物ものを既に半分以上平らげている。気分が悪くなってしまったこの胃にこれ以上はどう考えても入りそうにない。今だって腹の中で何かが暴れているのだから。

「勘かん弁べんしてください」

「ゆるさんっ」

　涙と胃のむかつきを堪こらえながら、そんなこんなで今日も無事一日が終わった。







　そんないつもの帰り道、良児達たちは商店街から少し離れた場所にあるレンタルビデオ屋さんにきていた。たまたまテレビでやっていた時代劇にはまってしまったルゥはこのシリーズの前作が見たいと言い出してそれでここに探しにきたのだ。

「あ、あったあった。すごい、全巻揃そろってますよ」

「なぬ!?　全部借りていくぞ」

「なに言ってるんですか、これ全部見るのにどれだけ時間がかかると思ってるんです？」

「どれだけだ？」

「今から一晩中見続けてもまだ明日には終わらないくらいです」

「明日には終わるのか？」

「まあ、明日には……それは休まずに見た場合ですよ」

「じゃあそうすればいい」

「無茶言わないで下さいよ。それにそんなお金持ってないですよ」

「嘘言うな、あんな高級マンションに住んどるくせに。この放ほう蕩とう息子むすこが」

「そこまで言われちゃいますか」

　などと問答しているうちにいつの間にか全巻レンタルさせられていた。二人で並んで歩くその帰り道、

「どうすんですかこれ」

「明日は休みなのだから別にいいであろう」

「はあ」

「楽しみだな」

　本当に嬉しそうなその笑顔を見るとこれで良かったのかなとも思えてしまう。

「じゃあ今日は夕食のメニューを奮発して、それを見ながらゆったりと食べましょうか」

「本当か！　そうするがよい！　ルゥ様の好物も作ってくれるか？」

「好物って、ルゥ様はソースをかければなんでも好物でしょうが」

「では、そのソースを買って帰るぞ」

　そう言って彼女は目の前の通りで煌こう々こうとした明かりを道ばたに照らしているコンビニへと走る。

「ちょっと、それならまだ家にたくさんありますから！」

「買い置きは常に三本だ。それ以下では不安になる」

「いくらなんでもそれは多いでしょ！　一本ならありますから！」

　言いながら追いかけた良児だったが、その先でルゥが足を止めていたのに気付いて彼女の側そばに駆け寄った。

「どうしました？」

　ルゥは頭を垂れて前屈かがみになり胸の辺りを押さえている。

「どこか苦しいんですか？　なんとか言って下さい！」

「ぐっ……」

　何かを堪えるような声が漏れる。と同時に背中に生えた小さな羽が気のせいか一瞬黒ずんだように見えた。

　まさかこの前のあれが再発……。

　良児は焦あせって彼女の顔を下から覗き込んだ。

「ぶはっ」

「おおう」

　表情を窺う前に、というよりも窺わせないようにと言った方が正しいだろう。彼女は突然息を吐くように顔を上げた。

「どうしたんですか、大丈夫ですか？」

「大丈夫、大丈夫。物凄く腹が減って苦しかっただけだ。ソースの買い置きがあるというなら早く帰って飯と門もん戸ど之の介すけに会いにいこうではないか。ぬはは」

　そう言って彼女は何事も無かったように乾かわいた笑みを見せる。

　良児としては納なつ得とくがいかなかったが、かといってどうすることもできない。ただ言えることは一つ。

「誤ご魔ま化かさないで下さい」

　真しん剣けんな表情で言ってはみるが彼女はまったく取り合う気はなく、まるでこちらがおかしな事を言っているような態度を示す。

「誤魔化す？　なにを言っておるのだ？　まったく意味が分からん。ルゥ様のどこがおかしいというのだ？　だったらほれ、見てみい」

　彼女はそう言い放つと両りよう端はしに街灯が続く道を真っ直ぐに走り出した。

「ちょ、どこへ!?　ま、待ってくださいよ！」

　良児は反射的に追いかけた。両手にはたんまりと借りてきた時代劇全巻がある為、思うように走れない。だからすぐに息が上がってしまう。

　ルゥはそんな良児の事を知ってか弄もてあそぶように少し前を左右に蛇だ行こうしながら走っている。

「ほぉれほれ、何をもたもたやっておる。もしかして良児の方が元気が無いのではないか？　はっはっはー」

「誰だって元気は無くなりますよ。こんな重いものを一人で持たせて」

「当たり前だ、それが本来の下僕しもべの仕事であろう？」

「と、とっ、とにかく止まってくださいよ！　ぜぇ……はぁ……」

「それは出来ぬ相談だ。なぜなら！　ルゥ様は今すこぶる調子がいいのだから！　月光蝶ちようという奴だな」

「それを言うなら絶好調です！　こんな時に突っ込ませないでください！　はぁはぁ……」

　追いかけながら良児は思い直す。こんなに元気に走り回る彼女なのだからさっきのは自分の取り越し苦労だったのではないかと。

　そんな良児の気苦労を他よ所そにルゥは駆けながらニヤリと含ふくみ笑いを浮かべる。それは良児が幾いく度どとなく見てきた顔だった。そういう表情をする時は決まって何か良からぬ事を考えているのだ。

「よしっ、景気付けだ！」

　彼女は元気良く叫ぶと、あろうことか左右に並ぶ家々のインターホンを端から次々に押し始めた。

　ピンポン、ピンポーン

「ああっ、なにやってるんですかっ!!」

「見れば分かるであろう。インターホンが鳴れば客と思って出る。そういった木で偶くの如ごとき人間に染み着いた、愚おろかな習性を利用した撹かく乱らん作戦だ」

「習性って……」

　彼女の声はどんどん遠とお退のいていく。

　ここら一帯は一戸建ての家が密になって続く住宅街。まさにピンポンダッシュには最適の場所。もう彼女のやりたい放題だった。

　やめさせなければ……。

　そうは思ったが右へ左へと忙いそがしく動き回る彼女について行くだけでやっとだ。それに彼女が押した端はしから次々に相手が出てくるもんだから、マイク越しに、

「すいません、間ま違ちがいです。申し訳ありません」

　と良児が言って回る羽目になっていた。そんな行為を見るに見かねてか、ルゥは足を止め苛立ちを露あらわにする。

「ったく、何を律りち儀ぎに謝っているのだ」

　彼女はとある家の前で立ち止まり、そこの門柱にあるインターホンを指先で連打しながらよたよたと追いついてくる良児を待っていた。

「はぁはぁ……いいかげんにしてくださいよ、迷惑ですから」

「迷惑結構、その言葉、悪魔としては誉ほまれだぞ」

「とにかくそういうことは……」

　胸を張って誇らしげにしているルゥに対して再度注意しようとしたその時、

「あ……」

　良児はとある一点を見つめたまま口が開きっぱなしになってしまった。

「ん？　どうした？」

　ルゥは良児の変化には気付いたが、良児がそのような状態になってしまった訳をまだ知らない。

　ピピピポーン、ピピピピッポピッポピンポーン、ピピ……

　物静かな宵よい闇やみの中、虚しくインターホンの音だけが響いている。

「なにを固まってお……」

　様子がおかしい事に気付いたルゥは手を止める。そして良児の視線の先を追った所で同様に体を硬こう直ちよくさせた。

「……る？」

　二人が向いている視線の先。その家の門柱横。

　そこにはその家の主あるじと思しき着流しに下げ駄たという今時珍めずらしい風ふう貌ぼうのお爺じいさんが立っていた。それも見るからに絵に描かいたような頑がん固こ爺じじい風で、その白しら髪が交じりの髭ひげ面づらに悪あつ鬼きの如き形相を浮かべ、額で青筋をヒクヒクとさせてこちらを睨にらんでいたのだ。

「ひっ!?」

　ルゥは小さく悲鳴を上げると同時に良児の腕を掴んで走り出した。

「え!?　ってうわっ！」




「待てごるあぁぁぁ！」

　途端に上がる怒ど号ごう。

「はっはぁはぁ、ご、ごめんなさいぃぃっ！」

　悲鳴のように叫び上げながら逃にげる良児。




　なんで、どうして、僕まで逃げなければならないのか？




　そういった疑問もぶつけられないまま、なぜだか良児は全力疾しつ走そうしていた。







ＦＩＬＥ．７　目覚める悪意







　散々な目にあったその日からルゥにも特に変わった様子もなく、いつもと変わらぬ騒がしくも楽しい日々が過ぎていった。彼女の体調の事もどうやら自分の杞き憂ゆうだったらしい。

　そして今日は予かねてから予定していた校外での写生会。良りよう児じ達二年生全員がこの薬やく師し神社に来ていた。

「それにしてもこの前のあれは肝きもが冷えたぞ」

　学年全体が集まって説明を受けている最中、隣にいるルゥがそう話しかけてきた。

　この前というのは無論、ピンポンダッシュによって天然記念物級のカミナリ親おや父じに追いかけ回されたことだ。

「あんな恐ろしい者が人間界に潜ひそんでおったとは不覚であった。しばらくはあの一帯に近づけんな」

　ルゥにとってはそのことが相当恐ろしかったのか、逃げ切った後から今日に至るまで幾度となくその話を持ち上げてくる。

「そりゃあルゥ様がいけないんですよ？　それに僕まで逃げる理由は無いんですから」

「なにを言っておる、あんな醜しゆう怪かいで暴悪な夜や叉しやのようなものに一人で追われるなど、それだけで死んでしまい兼ねぬ。ああぁっ、ぶるるっ」

「そこ、うるさいぞ」

　あんまり普通に喋しやべっているもんだから、前で説明をしていた学年主任に一いつ喝かつされる。

「すいません」

　ルゥを黙らせ良児が代わりに謝ると主任は再び説明を始めた。

「ゴミはその辺に捨てず必ず各自で持ち帰るように。それと、境けい内だいに訪れる参拝客や近きん隣りんの方々に迷惑をかけないようにする事。以上、それではそれぞれの場所へ解散！」

　四角い銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけた学年主任の硬質な声こわ色いろが緑あお々あおとした境内に木こ霊だまし、ダラダラとした足取りで生徒達が散開を始める。

　ビルなどが建ち並ぶ中にあるこの神社は、周囲のギトギトとした都会的な風景に一分の清せい涼りよう感を注ぎ込むように緑が繁はん茂もしている。緩ゆるやかな丘おかになっているこの場所は敷しき地ちの多くが樫かしの木で覆おおわれ境内にある水場からは井い戸ど水みずも湧わいている。

　水を汲くみにやってくる近所の人もいれば営業回りの途と中ちゆうに境内で一息吐つくサラリーマンもいる。裏手の公園では子供達が元気良く遊んでいる風景も見る事ができた。森のように広大な敷地を持つこの神社は周辺に住む人々にとってちょっとしたオアシスのようなものだった。

　近隣に住む良児自身も幼い頃からこの神社にはよく世話になっていた。特に夏に行われる縁えん日にちは毎年の楽しみ。でも――

　それもいつの頃からか足を運ばなくなっていた……。

　散って行く人の群れに流されながら鳥居の前を通り過ぎ、あらかじめ決めておいた写生場所へと向かう。それはルゥが神かみ名なひかりを泣かせてまで勝ち取ったあの場所だ。

　社の真裏手。そこは更に鬱うつ蒼そうと緑が茂しげっており、他の場所と違ってひっそりと、そして空気も心なしか一、二度低く感じる。

　そこにはシーソーや鉄棒など飾かざり気のないシンプルな遊具だけの公園がポツンとあるだけで、他には何も見当たらない。午前という時間もあってか、遊具で遊ぶ子供の姿もなかった。

　こんな絵にもならない場所を好き好んで選ぶ人間などいはしない。社は裏側だし、足あし下もとは雑草だらけだった。

「この辺でいいですかね」

　良児はルゥと二人でビニールシートを地面に広げる。そしてそこに二人で並んで座り、絵を描き始めた。だが、描き始めて十分もしない内にルゥはどうやら飽あきてしまったらしく筆を放ほうり出して、画板を置き、シートの上に仰あお向むけに寝ころんでしまっていた。

「あ～あ、つまらん」

　傍かたわらに放られた画用紙は真っ白のまま。

　良児としては何も筆を入れないままぼーっとしている方が退たい屈くつだと思うのだが……。

「まったくもう……ちゃんと描かないと先生に怒られますよ」

「そんなものくだらない。怒りたければ怒らせておけばいい」

「またそんなこと言って……。悪い事はしないって約束したばかりでしょう？」

「こんなのが悪い事の内に入るか、ボケッ」

　ルゥは憤ふん慨がいしながら画用紙を手に取り破り捨てる。

「あ～あ……」

　無む惨ざんに紙かみ吹雪ふぶきが降りしきる中で良児は溜ため息いきを吐く。

「良児、そろそろ昼飯にするぞ」

「え、昼……ってまだ早いですよ？」

「いいから出せ、ルゥ様は空腹なのだ」

　今朝だって朝食だけはたらふく食べていた癖にもう腹が空すいたとは、一体どんな胃をしているのか。

　良児が戸と惑まどっていると、痺しびれを切らした彼女は自らリュックを開き、中から弁当を取り出す。もちろんこの弁当は朝から良児が作ったものだ。

　ハンカチ程度のチェック柄の布に包まれた方は良児の弁当で、風ふ呂ろ敷しき大の布に包まれた巨きよ大だいな弁当はルゥの分だ。

「さ、お前も食え」

「食え……って言われても……」

　まるで自分が施ほどこしをしているような言い方をし、さっさと包みを解ほどき始める。

　中からは三段のお重が現れた。一番下は目め一いつ杯ぱい詰つまったおにぎり群。二段目、三段目はおかず類。これだけの容量を朝からびっちりと埋うめるのには良児はとても苦労した。全すべての重がそこに広げられると、

「さて」

　そう言って彼女はマイバッグから当たり前のようにソースボトルを取り出した。お徳用五百ミリリットルタイプである。

「まさか……」

　キャップを「きゃぽっ」っと取るとその手は何の躊躇ためらいも無しに弁当の上へとソースを注ぐ。

「ああああああああっっ」

　良児の阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫びも虚しく弁当はおにぎりを含め全てが濃こい茶色に染まった。

「んまっ」

　ルゥはおにぎりを咥くわえるとすぐに至福の表情を露わにした。

　それを平然と食べている姿を見ると良児も諦あきらめがつき、自分の分の弁当に手を出す。

「ふぅ……」

　筋雲の流れる薄うす青あおの空を見上げつつ、厚焼き卵を頬ほお張ばる。樫の木の緑によって切り取られた空は透き通るように高く、清すが々すがしい。爽さわやかなそよ風が木々を揺らす中で思う。こんなゴミゴミとした都心もまだ捨てたもんじゃないと。

　良児は空から隣となりですでに弁当の半分を食い尽つくしているルゥに視線を移す。彼女は未いまだ食しよく悦えつという幸福の中にいた。

　優やさしく柔にゆう和わな顔。

　そんな彼女のことを見ているとこの前の出来事を思い出す。今の顔立ちとは違う鋭く厳しい瞳ひとみ。思い出すといてもたってもいられなくなる。

　この前の事とは銀行襲しゆう撃げき事件の事だ。そのことはもう決着のついた話だったが、またあの時のように度の過ぎた悪事に走りはしないかと心配だった。それが無意識だというならなおさらだ。

　そういえばあの路地で出会う前のルゥを良児は知らなかった。それまで彼女はどこで何をしていたのか？

「ねえルゥ様、ルゥ様は僕と会う前は何をしていたんですか？」

　咀そ嚼しやくしていた行為が止まる。

　口元にご飯粒を付けながらも緑灰の瞳は悲しげに震え、小さく口を開いた。

「ルゥ様は神魔界マテイマテイカで生まれたと聞いたであろう？」

「そう言えばカナタさんがそんなような事を」

　ルゥは伏ふし目がちになりながらも続ける。

「そう、それだ。神魔界マテイマテイカに漂う、人間が放ったありとあらゆる思念データ。その中でも負の思念データを集めた集合体がルゥ様だ。ルゥ様は最初はほんの小さな一片の思念データだった。それを長い年月をかけて蓄ちく積せきさせてこの体にようやく形を成した所で外界へと放たれた……会う前も何も無いのだ」

　そこまで言った所で何か思い出したようで、小さな両りよう肩かたが小刻みに震えたのを良児は見み逃のがさなかった。

「三百年……」

「え？」

　ぼそりと呟つぶやいたその言葉に思わず聞き返していた。

「三百年もあの重く苦しい思念データの海の中で一人ぼっちで……あの場所は何も無い！　暗く、おぞましい沼しよう気きが渦巻いているだけ。叫んでも届かない、誰も応こたえてくれない。孤こ独どくに押し潰つぶされそうになる……」

　その後は言葉が震え、掠かすれて聞き取ることができない。

「だから……もう、一人ぼっちは嫌なのだっ！」

　思い切って言い放ったルゥの瞳には今にも決壊しそうな大おお粒つぶの涙が溜たまっていた。

　良児はルゥに触れた時の事を思い出す。あれは彼女が生まれる前の記憶。

　そうか、三百年も一人で過ごしてきて、そして、やっと生まれ落ちたと思ったらすぐに終結者ターミネータに追い回されて……。だから……。

　良児は一いつ旦たん微笑ほほえむとルゥの口元に付いている飯粒を指で摘つまんで取り除き、そのまま彼女の体を抱きしめた。

「ふにゃ!?」

　彼女は驚いたようで一瞬ビクンと体を硬直させたが、すぐにそれを解き、身を委ゆだねる。

　温かい彼女の体温が伝わってくる。

『悪あく魔まに生まれたくて生まれてきた訳じゃないのに』

　そんな思いと共に。

　良児はルゥの頭に手をやり、ワインレッドの髪を下へと撫なでる。

「大丈夫。これからは僕が一緒にいますから」

　彼女は不思議な物でも見るように良児の顔を見つめる。

「ほんと？」

「ええ、本当ですよ。『命運を共にする』、そういう契約でしょ？　まあ、そんなのが無くったって一緒にいますけどね」

「なんで……」

「そうですね、僕もルゥ様に救われたと言ったらどうでしょう」

「どういう事だ？」

　ルゥは潤うるむ瞳をパチクリさせる。

「僕もずっと一人ぼっちだったんですよ」

　その一言にルゥの瞳が静止する。

「僕の両親は実の親じゃないんです。いわゆる僕は捨て子という奴で、今の両親にはまだ赤ん坊ぼうの頃に養子として貰もらわれました。父と母の間には中々子供ができなくて、もう諦めていた時にそういう縁があって……。でも彼等にとって僕を引き取ったというのは本当に子供が欲しくてというのではなく、興味があったという程度の事。花はな井い財ざい閥ばつの跡あと継つぎ問題というのもありましたが……そう、大財閥を経営する事と同じようにゲーム感覚――一種の道楽に過ぎなかったのかもしれません。飽きてしまえば一いつ介かいの中学生では到とう底てい使い切れないお金と高級マンションの一室だけ与えられ、自分達はまた好き勝手にビジネスというゲームの舞ぶ台たいに飛び立っていきました。でも、両親にはもちろん感謝していますよ。血の繋つながりの無い僕を何不自由無くここまで育ててくれたんですから。ただ……」

「ただ？」

　ルゥはその部分だけを復唱した。

「一つだけ、今確実に理解したのは、僕は両親に振り向いてもらいたくて今まで『良い子』を演じていたんじゃないかって事です。誰も僕の事を気にかけたりしない、興味がない。だからこそ」

　自分でもなぜこんなにもすらすらと言葉が出てきたのか分からない。ただ、彼女の影えい響きようがある事は確かだ。

　一緒にいて欲しかった。

　ただ、それだけの事なのに。

　だから頑がん張ばって、そつなくこなして――――

　勉強だって常に優等生と言われる成績を取っていたし、今だって誰にも迷惑をかけないように家事を含め全て自分の事は自分でこなしている。

「だから、ルゥ様には感謝しているんですよ。出会いは色々あったけれど今は一人ぼっちじゃなくなった。だれもいないあの家に僕以外の声が戻ってきた。僕の料理をうまいだの不ま味ずいだの言ってくれる人ができたんです」

　少し肌はだ寒ざむい風が樫の木を揺らし、葉と葉がこすれ合ってそこら中でざわざわと音を立てる。

「この場所だってそうです」

「んん？」

　ルゥはきょとんとした表情で閑かん散さんとしている周囲を見み渡わたす。

「この公園。僕がまだ幼かった頃、今の母親に連れられてよく遊びに来た場所なんです」

　眼前にある小さな砂場に幼き頃の映像が浮かび上がる。赤いバケツに青いシャベルを持って、ただひたすらに砂と戯たわむれていたあの頃ころの事。傍らにはただ微笑むばかりの母がいた。

「僕にとってその思い出は昨日の事のように鮮せん明めいで……というか、それぐらいしか思い出がないと言った方が正しいかもしれません。たとえそれが幻まぼろしのように儚はかない思い出であっても……。それでなんとなく写生の場所として選んだんですが、あの時ルゥ様がこの場所を頑かたくなに守ってくれて今ではそれで良かったと思っています。なんといってもこの思い出の場所に一人ではなく、二人でこうしていられるわけですから」

　そこまで言うと良児は目の前の存在が突然に酷ひどく愛いとおしく思え、再び強く彼女を抱きしめた。

「ルゥ様はここにずっといてくれていいんです。というか、一緒にいて下さい。むしろ僕の方からお願いします」

　ルゥは良児の胸の中で照れながらも答える。

「そ、そうか。それは下僕しもべとしても良い心がけだ。仕方がない居てやろうではないか」

「あ、言っときますけど、僕がいるかぎりもう悪い事はさせませんからね」

「ふふっ」

　ルゥはくすりと笑った。

　それは愉ゆ悦えつか、嘲あざけりか？　はたまた嘱しよ望くぼうか、侮ぶ蔑べつか――？

　笑えみの真意は分からない。ただただ、くすりと笑った。

「なんなんです？」

　良児は困こん惑わくし、訴えかけた。

　その時、ルゥの緑灰の瞳がドクンと脈打つのを見た。今まで笑んでいた表情はそのまま硬直し、体もまた蝋ろう人にん形ぎようのように硬かたく静止する。手からは持っていたおにぎりがこぼれ落ち、泥どろにまみれて地面の上へと無惨に飛び散った。

「ル……ゥ様!?」

　異変を察知し良児はすぐさま身を寄せる。両手を伸ばした中にルゥの体が倒たおれ込んできた。彼女は腕の中で痙けい攣れんのようにピクリピクリと定期的に体を震わせている。

「ルゥ様！　ちょっと、どうしたんですか！」

　揺すってみても反応は無い。ただ痙攣を繰くり返し、虚うつろな目を虚こ空くうへと向けているだけだ。

　これは……あの時と同じ症しよう状じよう。なんでまた……。

　あの後、何事も無かったかのようにケロリとしていたし、本人も大丈夫だと言っていたので良児の中でもその事はとうにどこかに置いてきてしまっていた。だから再び目の前でこんな事が起ころうとは考えてもいなかったのである。なにをどうしたらいいのか？　震えるルゥを腕の中に抱きながら倉皇とする中――

「想定外の事態」

　どこからともなく、ここにいる人間以外の声が突とつ如じよ口を挟はさむ。

　良児は驚いて周囲を見回した。

　すると、樫の木が作る木こ陰かげの一角からすらりとした人ひと影かげが現れる。

　全身を包む白い装束。

　終結者ターミネータ。

「カナタさん！」

　彼女はルゥの姿を遠巻きに窺うかがっている。

「どういうことですか!?」

　良児はすがるように訴えた。

「目覚めてしまった」

「目覚めた？　なにが？」

　問い返してハッとなった。良児は腕の中の彼女を見やる。

　頬に汗あせを浮かべながら苦しむ彼女の両羽は光すらも吸い込むほどの黒に染まっていた。

　まさか……。

　嫌な予感が良児の中に走る。

「ＡエーＰピーＰピーの急激な増大を確認」

「そのＡＰＰって……？」

「ＡＰＰとは悪意の思念データを計る数値。それが高数値であるほど強大な力を持った悪魔。ルゥ幼体が人間界に固着した時分より比ひ較かくして数値が落ちていたのは明めい瞭りよう。それもあなたの影響」

「ぼ、僕？」

「疑問に感じていた。あなたがルゥの周囲にいる条件下のみにおいてＡＰＰ値が異常に低い事を。現げん況きようでは適度な小悪事が覚かく醒せいへと向かう彼女の衝動を抑よく制せいしていた。その状態を維い持じ補完するようにとの命が、熾天院セラフイムセネテより下されていた。しかし悪事を行使しなくなった事で完全に悪へと目覚めてしまった」

　良児はすぐに思い当たる節があった。彼女にもう悪い事はしなくていいと言ってしまった事。だからその影響で高熱を出し、反動で銀行襲撃などという大きな悪事に手を染めようとしてしまったのだ。

「仕方が無い」

「え？」

「マイナス要因が増大する前に消去する」

　カナタは抹消杖デリートワンドを取り出し構えを取った。

　それは僕ぼく達たちに対する宣戦布告。

　察した良児はそっとルゥの体をシートの上に降ろし、ゆっくりとその場に立ち上がる。その瞳はしっかりと終結者ターミネータを見定めた。それは明らかに敵意を示した視線。

「やるしか無いというのなら、僕は『傲ごう慢まんのルゥ』の下僕として全力で主あるじを守る」

「理解不能、その戦いに意味は無い。覚醒起動前に抹まつ殺さつする。障害になると言うのであれば容よう赦しやはしない」

「フンッ」

　良児は鼻で笑った。

「なにが正義の終結者ターミネータですか。とんだ悪党だ」

「？」

「なんの罪も無いルゥ様を殺そうとしているあなた達こそ本当の悪じゃないか！　彼女は悪魔なんかじゃない、小さな悪いた戯ずら一つできない優しい奴なんだ。たとえ彼女が覚醒しようとも、あなたにルゥ様を渡しはしない！　僕には彼女にもらった力がある！」

　良児は左手の革かわ手て袋ぶくろを脱ぎ捨てた。

　露あらわになる掌てのひらの紋もん様よう。

「思念変換コンバート能力。それは通用しない」

　カナタはその手を誇こ示じしても怯ひるんだりはしない。

「拘こう束そくする」

　そう小さく呟いた途と端たん、彼女の姿が煙けむりのようにスッと消えた。

　どこだ!?

　途端に全身に冷や汗が溢あふれる。

　風を切る音。

　空。

「上!?」

　見上げると銀ぎん髪ぱつをなびかせこちらに向かって落下してくるカナタの姿を捉とらえた。

　良児は即そく座ざにバックステップを踏ふむ――

　と言う程ほど華か麗れいな身のこなしでもない。所しよ詮せんは一中学生の運動能力。咄とつ嗟さの判断で体ごとただ跳とんだと言った方が正しいだろう。無様に転び、何度か後転をしながら泥だらけになって避よけたのだ。

　そして今まで良児が立っていた場所はカナタが着地した重圧と衝撃ですり鉢ばち状に陥かん没ぼつしていた。

　何が拘束だ。こんなやり方、殺す気満々じゃないか。

　なんとか避ける事ができたが運動神経に自信がない極ごく普ふ通つうの自分がこんな化け物みたいな奴に太た刀ち打うちできる訳がない。

「動作パターン、トレース開始」

　杖を構えた向こうで、白銀の瞳が良児を捉える。

　このままではすぐに捕まってしまう。

　やってやる。

　そう決意したはずだ。

　良児は片かた膝ひざをつき、馬鹿の一つ覚えのように地面に掌を這はわせる。

　瞬時に思念変換コンバートが行われ地質や地層、岩がん盤ばんに至るまでの情報が脳内を満たす。必要な情報だけに絞って精神を研とぎ澄すますと、地表に粒りゆう子しの群れが星図の如き輝きを見せる。

　一つ、二つ、三つ――

　中でも一等星の輝きを放つ光粒。あれを弾はじけばたちまち地ち殻かくは捲めくれ上がり、カナタの足あし下もとを含む境内周辺を一瞬にして瓦が解かいさせる事ができる。

　しかし、そんな事をしたらこの思い出の場所も、そして写生に来ている生徒達をも巻き込み兼ねない。

　どうにかして力を絞らねば……。

　ふと、一ひと際きわ目立った輝きを放つ手元から一番近い粒子に目を向ける。生き物のように常に脈動を続けるそこには強い煌きらめきによってその存在自体を闇に消されるのではないかと思われる程の鈍い光が寄り添っていた。

　これだ。この粒ならば、ある程度被ひ害がいを最小にとどめる事ができる。

　地面についた左手から五メートル先。暗くて捉え難にくいが、あの粒さえ弾けば勝機が見える。あとはそこに集中できる僅わずかな時間があればいい。

　良児は極限まで集中力を高める――

「捉えた……っ」

　そう思った瞬しゆん間かん、良児の体は無数の細い糸のようなもので縛しばり上げられたのだ。

「対象を捕ほ獲かく。抵てい抗こうがある為ため、拘束を強化」

　そんな抑よく揚ようの無い冷れい淡たんな声と共に締め付けが強くなる。

　苦しみの中目を向ければ、カナタの持つ杖の先から菌きん糸しのような細い糸が伸び、良児の体に巻き付いていた。

　手足は無論、腹や首など至る所が締め付けられ、内臓を強く圧あつ迫ぱくする。呼吸をする事すらままならない。

　それでも良児はありったけの力で身をもがく。

「抵抗は苦痛が増加。悪魔に感情を動かされるなど愚か。悪魔は人ではない」

　縛り上げられた良児に対してカナタは冷めた目でそう言った。

「ルゥ様はそんなんじゃない、ちゃんと感情を持ってる！　人となんら変わりはしない！　それを言うならばあなた達だってただの思念データじゃないですかっ!!」

　良児が反発してもカナタの表情は変わらない。

「無論理解。だからこそ使命は確実に達成しなければならない」

　その瞳は横たわるルゥへと向けられる。

「ルゥは人の負の思念データ集合体。謂いわば人間が作り出した汚お点てんを我々が人に代わり排はい除じよしている」

　良児の中で沸ふつ々ふつと何かが沸わき上がる。一気に頭に血が上った。

「なんで……そうやって……ちゃんと彼女の事を見ようとしないんですか！」

「理解不能。悪魔は消去する。それだけ」

　自分の言っている事は何も通じない。

　何をしても無駄な事。

　そう理解し、全すべては決けつ裂れつした。

「うおおおおおぉぉぉっっ」

　良児は力の限り身を広げた。突然の事に隙すきをつかれたのか僅かにできた袂たもとの空間。そこから左手だけが捕ほ縛ばくの外へと逃れる。

　今だ。

　逃れた手で己を締め上げている糸に触れる。瞬時に糸が思念データに変換され、糸が糸たる形を成している構造を把は握あくする。

　ジジジジジッ

　という高圧線がスパークしたような激しい音が響き、巻き付いた糸が放電の輝きを放ちながら光の粒子を映像のようにブレさせる。

　良児を拘束する力が僅かに緩んだ。

　あとは身を捩よじって脱出――

　だがその安あん堵どに相反してピンッと糸が音を立てて震える。良児の体は再び強く締め上げられたのだ。

「あがぁぁっ」

　締めの強さは先程とは比べものにならない。糸は鉄てつ鎖さの如ごとく肉に食い込み、骨の軋きしむ音が体中から聞こえてくる。さっきまでのあれはあれで手加減されていたのだとその時知った。

　良児を苦しめる当の本人は無表情でこちらを見つめている。

「無駄」

　カナタは杖先の糸を指で軽く弾いたのだ。

　震動。

　たったそれだけで最強の思念変換コンバート能力は敗れ去る。

「あなたに割さく時間は無い」

　カナタはとどめを刺しにかかった。さっさとこれを終わらせていち早くルゥを仕留めようという事だろう。

　皮ひ膚ふに血は滲にじみ、腕や肋あばらの二、三本は折れたかもしれない。猛もう烈れつな痛みが全身を駆け巡めぐる。

　彼女を守るとか息巻いてはみたものの、結局今の自分には何もできやしない。そういや、最初の出会いも同じように彼女を守ろうとして……。

　駄だ目めだ……。

　霞かすみゆく視界に横たわるルゥの輪りん郭かくとそれに重なるカナタの姿。

　意識が薄うすれゆくその時、

「……せない」

「!?」

　かすれた声の方に良児とカナタは振り向く。

「……させない。我が下僕を……傷つける事は…………

　ゆるさない！」

　苦痛に表情を歪ゆがませながらも良児はその姿をしっかりと目にした。伏ふせっていたルゥがその場にゆらりと立ち上がったのである。

「ル……ゥ様!?」

　ルゥは覚おぼ束つか無ない足取りでふらりふらりと足を進める。しかし、その瞳ひとみは虚ろなままで、どこを見ているのか、どこへ行こうとしているのかは定かではない。

「失策」

　カナタが呟つぶやくとルゥはふと歩みを止めた。

　ピポッ

　電子音が辺りに響く。

　それにヴーンという何かが回転するような音が続くとルゥは淡あわく笑みを浮かべる。

　どこからともなくあの無機質な音声が聞こえてきた。

《ブートＯＫ、システムノーマル、タイプ・ルシファー、ステンバイ》

　緑光を放つ幾いく重えもの輪がルゥの周りに絡からみつく。

　刹せつ那な、良児の耳横を風が駆け抜けた。

　一瞬、突とつ風ぷうでも吹いたのかと思ったがそうじゃなかった。空圧のようなものが辺りを震動させたのだ。良児の体に巻き付いていた糸も無効化されて思念データの欠片かけらとして解ほぐれ飛んでゆく。

　解放された良児の前でカナタが口にする。

「多具短剣タグダガー無しでファイアウォール展開」

　彼女の肩かた越ごしにルゥの様子を窺うと、そこには悪あつ鬼きのような眼光を放ち、背後にただならぬ怒ど気きを背せ負おって立っている彼女の姿があった。

　突如、大地が鳴動する。

　それは底知れぬ力がルゥの足下を中心として湧き出てきているようにも感じる。

　周りには彼女を囲むように円状の窪くぼみが地面に掘ほられていた。そしてそれは今も見えない何かによって音を立て抉えぐられ続けている。

　周りの雑草はとうに抜け落ち、小石を含んだ土が辺りに舞まい散っている。言うなれば、空を切り裂くかまいたちのような存在。それが彼女の周囲を守護するが如く周回しているのだ。

「計測開始」

　カナタの左目の中にルゥが映る。そこにはあのよく分からない文字が羅ら列れつされる。

「計測完かん了りよう。八億六千万ＡＰＰを計測」

　良児にとっては何の事だかさっぱりだが、カナタはその数値に表情を固めた。

「ＡＰＰ値、更に増大中。八億七千、八千、九千、九億……」

　ジジッ

　読み上げの途中、彼女の瞳の中にノイズが走りその上の文字が歪む。カナタは無意識に瞼まぶたを閉じる。

「どうなってるんですか!?」

「起動波長を確認。対象は完全に悪あく魔まとして覚醒した。対象を中心とした半径三十メートルに起動を守護する空力刃ばが発生。危険回かい避ひの為後退する」

　カナタはこの場からの撤てつ退たいを促うながす。だが良児は構わず前に出た。

「覚醒は止められない。安易に飛び込めば瞬時に破壊される。世界が焦しよう土どと化すまで彼女は静止しない」

　カナタは呼び止めたが、最も早はやそんなものなど良児に届きはしない。聞こえていたとしても止まる気はない。

「ルゥ様！」

　荒れ狂くるう空圧が良児の手足に裂れつ傷しようを作り上げる。足を進める度たびに傷は増え、切り口の深さも増す。それでも構わず進んだ。しかし、彼女の周りには陽炎かげろうのように視界に揺らぎを与え、ヴンッという音と共に空間を切り裂いて激しく荒れ狂う見えない回転刃があり、容易には近付けない。良児自身もさすがにあれに飛び込んだら命はないと勘かんが告げている。

「ルゥ様！　やめて下さい！」

　叫んではみたが無駄だった。むしろ、彼女の周囲に立ち込める気は強さを増してゆく。

　バンッという音と共にルゥを中心として地が割れる。足下は大きく揺れ、良児の体は衝撃によって飛ばされる。

　咄嗟に近くにあった鉄棒の支柱に掴つかまって、それ以上飛ばされるのを防いだが、その時良児は見てしまった。

　彼女が変化する姿を。

　着ていたセーラー服は粉となって飛び散り、白い肌はだと黒い羽が露わになる。その羽は根元を同じくして六枚羽へと生え替わり、見ただけでその者を恐怖に陥れるような異形の羽となって大きく翻ひるがえる。

「なんだ!?」

　その光景に魅みせられているとすぐに更なる大きな変化が訪れた。

　幼かったその手足はすらりと長く伸び、胸むな元もとも豊かさを湛たたえ、代わりに腰の辺りは細くくびれる。だが頭身が上がり大人の女性へと移り変わっても、その肌が持つ不ふ可か侵しんさは失われない。その肌が淡き白さを放ったと同時に体に黒い帯状のものがまとわりつく。それは足先から胸元までを覆おおい、すぐさま形を成した。幾重にも重ねられた光こう沢たくを持つ黒衣。裾すそが尾おを引くように大きく広がり、まるで黒蝶ちようの如き妖よう艶えんさを放つ。

　顔付きは既にルゥのそれではない。薄はく氷ひようのような危うくも凜りんとした肌き理め細かい肌は何者も触れる事を許さない。燃えさかる炎ほのおのように煌こう々こうと光を放つ赤髪と同じく、強く赤い色を湛える唇くちびるからは人々を狂きよう気きへと誘いざなう艶あでやかさがある。すらりと通った彫ちよう刻こくのような鼻筋の横にある双そう眸ぼうは目め尻じりが鋭く吊つり上がり、見慣れた緑灰の色は湛えていても良児の知るルゥの瞳とは既に似ても似つかないものになっていた。

《システムの起動を確認》

　風が止やむ。

　樫かしの木の森の中に立つその姿――

　美しさの中に潜む冷酷無比な空気。

　いつの間にか曇り空に覆われた下で羽を広げた彼女のシルエットとそこに漂う圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感を感じ見た者は皆、口々にこう言うだろう。

　あれは人ではない。

　この世のものではない者――

　――悪魔だと。

「どうして、ルゥ様が……こんな……ああっ……」

　良児は目の前の現実を受け入れられず呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　ドドンという音。

　黒こく翼よくが羽ばたくと地が震え、彼女は宙に浮く。

　緑灰の瞳にはカナタも良児も映ってはいない。虚うつろな瞳の中にあるのはただ自分を生んだこの世への怒り。終結者ターミネータもろとも全てを破壊し尽くし、恨うらみを晴らしたい――――ただ、それだけ。

　怒りと悲しみ、そして苦しさが彼女を更なる暴走へと駆り立てる。

　六枚羽が互たがい違いに羽ばたきを繰り返す度に周囲の空気が重くなり、息苦しくなってゆく。酸欠のような感覚に襲おそわれたその時、ルゥの周囲から膨ぼう大だいな量のかまいたちが発生した。それは地じ獄ごくの断頭台に据すえられたギロチンの刃やいばが無数且かつ無む秩ちつ序じよに放たれたような状態。
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「やばい」

　良児は思ったことを思わず口に出していた。このままでは切り刻まれた自分の死体がこの場に転がる。そして同時にルゥには自分のことなどもう見えてはいないのだと理解した。

　もうどうでもいいのか？

　そういう思いが脳のう裏りをかすめた直後、衝撃が良児を襲う――

　ギロチンの刃はまるで線せん香こうの束でも折るように容易たやすく境内にある樫の木を切り倒す。あちこちで倒れた高木が地面を轟とどろかせ、驚いてそこから飛び立った小鳥達も風にからめ捕って撃うち落とす。木に生えていた葉は瞬時に粉となって消し飛び、地面から生えていた雑草も同様に無に帰していた。無論、そこにあった遊具は全て粉々に砕くだけ散り周囲に散乱している。ルゥの何気ない一動作で境内の裏手にある森が一瞬にして更さら地ちになっていた。

　これだけの事が起きて周囲が気付かない筈はずもない。そこかしこで悲鳴や怒号が上がる。倒れる大木の合間を逃げ惑まどう者、泣き叫ぶ者。写生を行っていた生徒達は何が起きたのか分からぬままに教師の先導に従って避ひ難なんを始めている。

　そんな中で良児が無事でいられたのは、目の前で壁となってくれていたカナタのおかげだった。

「カナタさん!?」

　いままで自分を殺そうとしていた人がなぜそのような事をするのか？　分からなかった。そんな良児を捨て置いて、彼女はルゥを挑ちよう発はつする。

「ルゥ」

　突然カナタがそう呟いて森の最さい奥おうへと走り出した。怒りの暴走体と化したルゥは単純にその捌はけ口を求めてカナタを追う。

　カナタが自ら誘いをかけ向かった方向は境内とは逆方向。だから生徒達や神社にはこれ以上の被ひ害がいは出ないだろう。だが彼女がこのまま森を抜け、街へと出てしまったら……人気の無いこの場所ならまだしも街で同様のことをされたら怪け我が人にんが出るだけでは済まされない。それだけは絶対に避さけなくては、阻そ止ししなくてはいけない事だ。

　止めなくては！

　良児は木が切り倒され、その後にできた道を走る。追いついた所で自分に何ができるかは分からない。けど、彼女を止められるのは自分しかいない。そう思った。

　倒壊した木々の合間や上を乗り越え、呼吸をするのも忘れて直ひた走はしる。体中に走る切り傷からは血が滲み、足を踏み出す度に尋じん常じようではない痛みが走るが今はそんな事を気にはしていられない。ただ力の限り走るだけ――――

「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」

　息も絶え絶えになってくるとようやく、漆しつ黒こくの翼を湛えた背が前方に現れる。ルゥは森から街へと出る手前で足を止めていた。そこで二人は睨にらみ合うように対たい峙じしていたのだ。

　カナタは迷い無く構えていた改竄弓クラツクボウの引き金を引く。真まっ直すぐに飛んだ矢はルゥの体にそのまま突き刺さったかのように見えた。

　だがよく見ると、虚空を見つめ平然と佇たたずんでいるルゥの体、数センチ手前で光の矢が宙に浮いたまま静止していたのだ。

　それを見たカナタは手元の引き金を激しく引き、乱射する。

　次々に生成され、そして放たれる光の矢。だがそれら数十本の矢全てが同じようにルゥの体前で静止する。物理的には有り得ない状況だが、彼女らはそれを超えた次元で戦っているのだから驚いてはいられない。そして――

《データの書き換かえを行います》

　そんな声がルゥの近くで上がるや否いなや、静止していた矢の形が変化を始めたのだ。ノイズのようなものが矢の上に走り、矢先が尾の方へ、尾が矢先の方へと変へん貌ぼうを遂とげる。

　それで力のベクトル方向が完全に入れ替かわったのが良児にも見て取れた。

《データ書き換えが完了しました》

　言い放たれた刹那、矢も放たれた。懐ふところに無数に溜ため込んでいた全ての矢が、その矢を放った者に対して一斉に反逆を開始したのだ。

　カナタに向かって雨のように降り注ぐ光の矢。咄嗟に宙を舞い、避けるが、それだけで避け切れるものでもない。

「防護盾フアイアウオール」

　カナタは飛びながら空いている左手を前にかざす。すると彼女の前に見えない透とう明めいの盾が形成されて飛んできた矢をガラスのように砕く。それでも防ぎ切れなかった矢が、純白の制服を切り刻む。

　かすり傷は負ったもののなんとかやり過ごすとそれに怯むことなくカナタは抹消杖デリートワンドを現出させた。

　柄えをしっかりと握にぎり締め、意を決したようにその身ごとルゥに向かって突っ込んだ。

　彼女に残されたもの。それは肉にく弾だん戦せんしかない。

　杖を大きく振り上げ、ルゥの頭めがけて打ち付ける。しかしそれは髪の毛一本にも触れることはない。見えない障しよう壁へきに阻はばまれ、代わりにルゥの翼が巻き起こした刃の如き風に身を切り裂かれ地上に投げ出される。

「カナタさんっ！」

　良児の声など耳に入っていない様子で彼女はすぐに起き上がり、再びルゥに殴なぐりかかる。

　何度も、何度も、何度も。

　その度に同様にして払はらい退のけられ、叩たたき付けられ、白い装束を泥にまみれさせてゆく。

　何度目かの突とつ撃げきで彼女の体は宙に大きく弧こを描き、頭から草むらの中に落下した。

「!!」

　彼女のもとへ駆け寄ろうとした良児の足が止まった。

　無惨に引き裂かれた制服の合間から、赤い血のような文字列を滲ませていても、その場にゆらりと起き上がったからだ。

　彼女はそんな状態でも新たな攻撃へと出る。

　右手には杖を持ったまま、左手は指先を伸ばし掲かかげられる。

「自在遠ポインテイン隔体グデバイス起動」

　言いながら手を前に倒すと、地表に円サークル状の幾き何か学がく模様が現れ、その中心から神こう々ごうしいほどの白さを放つモノが発生した。ホームベースくらいの大きさのそれは厚さを感じない程に薄く、地面すれすれに浮いている。それは一言で言い表せば巨大な矢印であった。

　矢は尚なお一層強く光る。その矢先からはただならぬ力の集中を感じる。

　カナタが杖を払うと、その動きに合わせて矢印が地を滑るように這いだした。高速で走り出したそれの向かう先は勿もち論ろんルゥ。

　その時、良児の体は自然と動いていた。

　その矢印から何か危険なものを感じ取った良児はカナタの前に立ちはだかるように両者の間に割って入ったのだ。

「もうやめて下さい！」

　誰の目から見ても覚醒したルゥとカナタとの力の差は歴然、圧倒的だった。これ以上戦い続けてもカナタは命を削けずっていくだけ。それに勝負を賭かけにきた観があるとなれば尚なお更さら嫌な感じがしていてもたってもいられない。ルゥだけではなく、カナタにとっても良くない事が起きるのではないかと不安で仕方がない。そんな思いで良児はそこに飛び出したのだ。

　だがカナタは全く動じない。それどころか矢印を自在に操あやつり、両手を広げて止めに入った良児の横を輝くそれがいとも簡単にすり抜けてゆく。

「あっ」

　嘲あざ笑わらうかのように右へ左へとトリッキーな動きでルゥを惑わし、目標の数メートル手前でカナタは手を捻ひねり上げる。

　と、今まで地を這っていた矢印は突とつ然ぜん軌き道どうを変え、宙に翻った。

　指を指揮棒のようにくるりと回転させると動きに合わせて矢印がルゥの背後に回り込む。今度も簡単に薙なぎ払おうとしていたルゥの不意を突いた形だ。

　そこでカナタは手首を返した。

　そのまま矢先はルゥの後頭部目め掛がけて突き刺さる。正確には彼女の周囲を包んでいる障壁へと突き刺さり火花を散らしたのだ。

　ルゥは羽の一枚を手のように使ってそれを排除しようと試みる。彼女にとっては背中にある違い和わ感かんを払い除のける程度にしか思っていない。だが羽が矢印に触れようとした瞬間、それは即座に障壁から抜け出して、別の方向から攻撃を加える。手の動きによって自在に操ることのできる矢はルゥの周りを離り脱だつしたり攻撃したりの繰り返しでうざったい蝿はえのように飛び回る。だがそれでルゥになんらかのダメージが与えられているかというとそれは皆かい無むである。このままこうしていてもそれはただの時間稼かせぎにしかならない。

　時間稼ぎ……!?

　気付いた時にはカナタは行動を起こしていた。

　良児の真横を抜けてゆく真っ白な風。

　膨大な力を溜め込んだと思える光り輝かがやく杖を振りかざし、ルゥのもとへと突っ込む彼女の姿がそこにはあった。矢印はあれを完成させる為の囮おとりだったのだ。そして上方周囲を飛び回る矢に意識を奪うばわれているルゥの下腹部は今、がら空きの状態。たとえ力の差が圧倒的だとしても見るからにこれだけの渾こん身しんの力を込めた一いち撃げきが決まれば何かが起きるに違いない。

　跳ちよう躍やく。

　颯さつ爽そうと飛んだカナタ。

　柄を強く握り締めて構え、体ごと突っ込む。

　必殺の一撃がルゥの下腹部にヒットした。

　パリンッというガラスが割れるような音がして障壁が崩くずれ落ちる。触れた途端に全てのものが浄じよう化かされて溶けてしまうのではないかと思おぼしき杖先がルゥの腹に突き刺さった。

　会心の一撃を食らい苦しむルゥの姿を想像し目を伏せそうになった。だが――

　そうはならなかった。

　障壁を打ち破るということには成功したが、彼女らは何も変わらずそのままの姿勢でそこに静止していた。

　僅かな間を置いて、カナタの杖が無惨にも粉々に砕け散った。砕けた破は片へんは思念データの光となって消えてゆく。

　そして手元にあったはずの杖が無くなって呆然としているカナタに容よう赦しやなくルゥの猛もう攻こうが始まる。

　障壁が無くなったルゥが初めて手を動かす。それはゆっくりと静かに、そして優やさしくカナタの胸元に当てられる。

　彼女の口元が微かすかに歪んだかのように見えた。ふとした次の瞬間、

　黒い光がカナタの胸元から背中にかけて貫つらぬいた。そしてそのまま彼女の体は物もの凄すごい勢いで後方に吹っ飛ばされ、立ち並ぶ木々をその身で薙ぎ倒し、鬱うつ蒼そうとしていた森の中に一本の道を切り開いて止まった。

「カ、カナタさん!!」

　良児の叫びも虚しくルゥは猛もう追ついをかける。それは少しでもその身に触れた者への怒りか？　それがトリガーとなって更なる彼女の狂気を呼び覚ましてしまったのか？

　まだ立ち上がることの出来ないカナタに向かってルゥは両手を広げ、無数の黒い光こう弾だんを絶え間なく撃ち込む。

　一発目でカナタの体は宙に浮き上がり、それが重力に引かれる前に二発目が追い打ちをかけ、更に空に舞い上がらせる。そこからは見るに堪たえない光景だった。

　乱射され宙に留とどまったまま落ちてこないカナタの体はマシンガンで撃ち上げられて、拉ひしやげ、穴が空き、砕けてゆく一枚のコインのようだった。

　毅き然ぜんたる終結者ターミネータの制服は原形をとどめない程に引き裂かれ、眩まぶしい白は黒い波間に揉もまれ邪じや悪あくなものに浸食されていくかのようだった。

　一ひと頻しきり弄もてあそばれると解放され、カナタは数十メートルはある上空から落下する。勿論地面には彼女の体を受け止めるものは何もありはしない。

　その小さな体を思い切り地表に打ち付けた。

　良児は倒れる彼女の側そばに駆け寄った。しかし心配する良児を他よ所そに彼女は尚もそのボロボロになった体でその場に立ち上がろうとしている。

　髪は乱れ、陶とう磁じ器きのようだった肌は今や酷ひどい傷を負い、そこかしこで欠損した思念データが血のように流れ出ている。

　それでも彼女は立ち上がる。

　その理由はその瞳ひとみが示す方向。

　そこには倒れたカナタに目もくれず街に向かって歩み始めているルゥの姿があった。

「このままでは被害が拡大」

　彼女はルゥの後を追おうとした。表情は相変わらず感情を湛えるものではなかったが、あれだけの攻撃を受けて、しかもこんな状態だというのに平気でいられるわけがない。

「ちょっと待ってください！」

　良児はカナタの小さな肩を掴んで止めた。

「無茶ですよ！」

「これが終結者ターミネータに課せられた使命」

「使命って……！　何か方法がっ！　僕にも何かできるはずです！」

「何も無い」

「でも、このままじゃカナタさんが」

「私はあなたの敵。言葉の意図が理解できない」

「何言ってるんです！　目の前でこんなになってる人をほっとけるわけないじゃないですか！　それはルゥ様もカナタさんも同じです」

「悪あく魔まとして覚醒した今、彼女は地上の全すべてを破壊し尽くすまで停止しない」

　カナタは制止を振り切り、街へと侵しん攻こうするルゥの背中めがけて指先で指し示した。

　瞳を閉じ精神を集中させている。

　これだけやって、これ以上何をしようというのか？

　周囲の空気が張はり詰め、辺りの温度が一、二度下がったような感覚に陥る。

　緊きん張ちようが最高点に達し、息が詰まりそうになった直後、カナタは動いた。

「光の呪縛ホーリードラツグ」

　そう呟つぶやいた瞬間、侵攻するルゥの足あし下もとに光の波は紋もんが走った。

　その眩しさに目がくらみそうになるが、辛かろうじてその行方ゆくえを追うことができた。迸ほとばし　った光の波紋はそのままの輝きを保ったままルゥの足下で波紋を繰り返している。見ればその波紋の中心にはあの矢印があった。いつの間にか潜もぐり込ませていたそれがルゥの動きを止めていた。

　黒い悪魔は煌々とした白を放つ光の呪じゆ縛ばくに捕縛されたのだ。

　光る波紋の一筋一筋の中には見慣れぬ文字列が血液のように流れている。

「私の力ではこれが限界。あとは破は滅めつの未来を延命させるだけ」

「そんな……」

　返す言葉は無かった。

　今もその呪縛の波紋は不安定な歪みを見せていていつ崩ほう壊かいしてもおかしくない状態だった。

　カナタの渾身の力を振り絞ってもこの程度。

　その時だ、呪縛を破ろうとルゥが全ての羽をはばたかせたのだ。カナタが必死に押さえ込むことでまともに翼を広げることはできなかったが、それでも強い突風が巻き起こった。

　良児の周りにはカナタが作り出した障壁のようなものがあったからなんとか堪え忍しのんだが、前面の森は一瞬にして禿はげ上がり、街まで続く大きな通りが出来上がってしまった。そして巻き添えを食うように近くにあったビルの先せん端たんが寒天のように刻まれ、倒とう壊かいする。

　瓦が礫れきが路上にバラバラと特大の雹ひようのように降り、商店街を歩いていた人達が逃げ惑う。蜘く蛛もの子を散らすように誰も居なくなった場所に大きな建物の塊が落ちてきて破は砕さいした。走っていた車も人の波に驚いて近くの壁に激げき突とつする。

　他にもアーケードの屋根板や看板、ブロック塀べい、固定してある筈はずの自じ販はん機きまでが紙細工のようにいとも簡単にもぎ取られて飛んでゆく光景も目に入った。店先のショーケースは粉ふん砕さいされ、バス停も転がってゆく。そんな惨さん事じの中には良児が良く知っている店も、勿論あの肉屋もあった。

　大好きだった街が壊れてゆく――

「ルゥ様！　もうあのコロッケが食べられなくなってもいいんですか！」

　良児は彼女に向かって叫んだ。

「ルゥ様、もうやめて下さい！　そんなルゥ様はルゥ様なんかじゃない！　一緒にいようって言ったじゃないですか、忘れたんですか!!」

　必死に叫んだ、声が嗄かれるまで。だが、その声は届かない。代わりに嘲り笑うような突風が巻き起こる。

　衝撃と共に路上には亀き裂れつが走り、放置されていた大型バスが真ん中から真っ二つに分断される。泣き叫びながら逃げる人々を追うように店のウィンドウガラスが連れん鎖さして砕け散ってゆく。まるで日ひ捲めくりのように引き千切られ空に舞い上がったシャッターはどこに落下するか分からない空飛ぶ鉄板の凶きよう器きとして避難する人々を怯おびえ上がらせた。

　そんな時だった。ルゥが作り出した多くの空力刃の一つが電線を分断し、電柱自体もバッサリと刈かり取ったのだ。

　倒れてくる大量のコンクリート柱。左右から路上に交こう互ごに覆い重なるように倒壊してゆくそれが商店街の入り口に掲げられたアーチ状の門に倒れかかった。鉄骨でできたゲートに切れた電線が絡み付き火花を上げる。そして折り重なった電柱の重みでゲート自体が軋み、今にも倒れそうになっている。

　そこで良児は発見してしまった。

　傾かたむくゲートが倒壊するであろう真下に見覚えのある女の子が涙目でへたり込んでいたのだ。

「神名さん!?」

　みんなとはぐれて避難する方向を間違ったのか、たまたまその辺の場所で描かいていたのかは分からないが、とにかくあのままでは巻き込まれてしまう。

　そう思った良児は迷うよりも先に走り出していた。捕縛されているルゥを追い越し、ゲートの下へと急ぐ。だが、非情にも倒壊は進行しており、全力で走った所でこちら側からでは間に合わない。仮に辛うじて間に合ったとしても彼女と共にその場で鉄骨の下した敷じきになるだけだ。

　どうすれば!?

　走りながら思考をフル回転で巡らす。それをする程の時間も最早残されてはいない。

　良児は左手を掲げる。

　一いちか八ばちか、良児は彼女の下もとへ行く事を諦あきらめ、一番身近にあるゲートの根元へと取り付いた。そしてやることはもう決まっている。

　思念変換コンバート。

　冷たい鉄柱に触れると一気にそれが思念データに変換される。あれこれと調べている暇ひまは無い。既に極ごく太ぶとの鉄骨が少女の頭上に迫っていたのだから。

「どうにでもなれっ！」

　良児は直感で一つの粒子を弾はじいた。

　恐怖と鉄骨で押し潰つぶされそうになっていた彼女の表情が固まる。

　次の瞬間、ゲート全てが淡あわい光の文字となって蒸気のように霧む散さんした。

「間に合った……」

　脱だつ力りよくした良児の前で彼女は放心していた。だが特に外傷は無いようだったので魂たましいが抜けてしまったような彼女を無理矢理立たせて、ここからできるだけ遠くに離れるように指示する。

　そしてフラフラとした足取りで逃げてゆく彼女の後ろ姿を見ながら良児は決意した。

　こんなのはルゥのすることではない。

　こんなことをやってはいけない。

　やらせてはいけない。

　このままではルゥが人を傷つけてしまうことになる。

　そんなことはあってはならない。

　カナタが作り出した呪縛も風前の灯とも火しび。あと数分と持たないだろう。

　彼女が人を殺あやめてしまうというのならば――

　そんな未来があるのなら――

　僕が全力でそれを止める。

　良児は踵きびすを返し、今度は呪縛に捕とらわれているルゥに向かって歩みを進める。

「何を」

　カナタが尋たずねた。

「僕がなんとかします」

　良児はそう言い放っていた。

「無理」

　カナタは前方に集中しながらも端たん的てきに答えた。

「約束を思い出したんです」

「約束」

「ええ、カナタさんと約束したじゃないですか。この僕がルゥ様に悪い事はさせない、そしてその約束は命運を共にする者としての覚悟があるからだと」

　良児は左手を彼女に見せた。その行こう為いでカナタは理解した。

「思念変換コンバート」

　ルゥから与えられたこの力。

　この力さえあればこの宇宙に存在するありとあらゆる物を思念データとして分解、破壊できる。もちろんルゥとて例外ではない。他に手立てが無い以上、それしか方法はない。

　そして、彼女を消去すれば彼女の下僕しもべである良児も同時に消える。

　良児は心中を決めたのである。

　――彼女を殺して僕も死ぬ。

　――まあ、それもいいじゃないか。ここには僕ぼく等らの居場所は無いみたいだし、あの世で今度こそ一緒に仲良く暮らすのもいいだろう。

　静かな心で不思議とそう思えた。どこかでこうなる事は覚悟していたのかもしれない。

　一呼吸置き、カナタは尋ねる。

「それはあなたにとってマイナスと認にん識しき、それとも」

「しょうがないですよ、それしか方法がないんですから」

　カナタの質問には答えない。

　そして僅わずかな沈黙――

　良児とカナタは互いに頷うなずき合った。

「呪じゆ縛ばく崩ほう壊かいまで約二十秒。その前に」

「わかりました」

　良児は覚悟を決めて走り出した。

　カナタはルゥの羽ばたきの余波を押さえる為ため、最後の力を振り絞り呪縛を最高位まで強めた。良児がルゥに取り付く前に吹き飛ばされてしまっては意味が無いからだ。

「限界点を突とつ破ぱ」

《呪縛解除ドロツプ》

　音声が漏れたと同時に呪縛は解け、ルゥから放たれる逆流思念によって彼女は数十メートル後方へと吹っ飛ばされた。

「カナタさんっ！」

　良児は思わず立ち止まりそうになった。

「早く」

　粉砕された木々の奥でカナタが呟く。

　波紋が消える前に、良児はルゥの懐へと飛び込んだ。

　一瞬だけ空気が静止する。

「これは……」

　ルゥの肌は冷たかった。触れた瞬間にルゥを構成するモノの全てが脳内に侵しん入にゆうしてくる。

　怒り、憎ぞう悪お、妬ねたみ、蔑さげすみ、嘲り――

　人間が持つありとあらゆる負の思考が良児の中に入ってくる。

　しかしそれとは別に良児にとっても懐なつかしい光景が浮かび上がる。

　彼女と共に過ごした日々。

　心配したり振り回されながらも、共にいれば楽しく――そして安心できた。

　酷く切ない悲しみも感じる。

　愛いとおしい程……。

　抱きしめたくなる程……。

　だが、そうもしていられない。この構造を瓦解させるポイントを見つけなくてはいけないのだ。

　無数に蠢うごめく羽虫のようなものを脳内に感じながら意識を集中させる。

　足、背筋、羽、腕――――

　頭、腹――

　あった。

　胸の真ん中の辺り、丁度心臓にあたる場所に一ひと際きわ輝かがやく赤い粒子。

　あそこを弾けば、ルゥは……。

　ここまで来てまだ迷っているのか？　それとも自分の命が惜おしいのか？　いや、違う。どちらにせよここで僕がやめても人類が滅ほろび僕が死ぬ事には変わらない。だったら僕一人、彼女一人の犠ぎ牲せいで済むならばそれが一番いい筈だ。

　じゃあ、なにが？

　その時、動きを止めていたルゥの手が良児の喉のど元もとを掴つかみ上げた。

「うぐっ……」

　良児の足は地上から離れ宙に垂れる。それはこの小さく華きや奢しやな体からは考えられない腕わん力りよく。

　苦しい……。

　喉を完全に押さえつけられて声を出すことはおろか、呼吸すらままならない。こんなに近くにいても自分を思い出してくれることはないのだろうか。

　その瞳ひとみは変わらぬというのに、その瞳に映るものは変わってしまったのか……。

　薄れ行く意識の中で喉を締め上げる腕に触れる。

　そして彼女の胸で輝く一粒の紅点に意識を集中する。

　これだ、これを弾けば周囲に破壊が連鎖して全てが終わる……。

　最後の引き金を引こうとした寸前、良児はさっきの迷いの意味を理解した。

　ルゥを失う怖さ、自身の命の惜しさ……。

　そんなんじゃない。

　これを、最後のこの瞬間を迎むかえる前に僕はもう一度いつものルゥのあの姿を、

　傲ごう慢まんだが時折見せるあどけないあの笑え顔がおを、

　息巻いてはみるものの全ては隠かくせないあの優しさを――――

　もう一度見てみたかったのかもしれない。




　さようならルゥ。

　そして、さようなら僕。

　君に出会えてよかった――――――







　そして――――――、意識のトリガーが引かれた。







　左手を通して伝わってくる全てが壊れていく感覚。身も心も意識さえもバラバラに……。

　そんな中、亀裂が入った感覚の中に良児に呼びかけるものがある。

〈無消業ごう火かは永えい劫ごうにあらず、氷の炎なり。氷の炎は風に削られ、雨に溶よう解かいする。即すなわち、形あるもの潰ついえるものなり〉

「なんだ……？　この声……」

　まるで良児の心そのものに呼びかけるような声。

　細かく砕け崩れ落ちる黒い破片。

　解放され頽くずおれる良児の体。

　自分の周りに降りしきる破は片へん越ごしに、倒れて行くルゥの顔がある。

　その時、良児は見た。

　倒れ行く良児の姿を緑灰色の眼球が追うように捉えていたのを。

「りょ……う……じ……」

　彼女の小さな唇が微かに動く。

　それは僕の名前？

　僕の事を呼んだのか？

　だが意識を保っていられない。

　俯うつぶす良児の体は地上を打つことはない。なぜならば、その前にこの肉体が消しよう滅めつしているから。痛みも苦痛も感じない。

　願わくば、どうかあの世で二人一緒に……。

　世界は純白に昇しよう華かする。街も人も、森も空も……。




　良児の視界は真っ白に埋うめ尽くされた。







ＦＩＬＥ．８　心、枯かれて







　全てが一色に塗ぬりつぶされたフラットな世界。白く……いや、少しグレーがかった色が良りよう児じの瞳を埋め尽くす。

　ここがあの世と言うものならば、あまりに寂しく何も無い場所だ。そんな灰色の空間を小鳥が過よぎる……。

　ヘリコプターも過る……。

「え……」

　思わず声を洩もらすとその視界に見慣れた顔が入り込んできた。キラキラとした銀髪を持つ少女が覗のぞき込むようにこちらを見ている。

「カナタさんっ！」

　そこでようやく自分がどこかに寝かされている事に気付いた。

　良児は自ら身を起こす。周囲を見渡すとそこは地面の上で、周りには瓦礫や切り刻まれた樹木が山と積まれ、その合間から白はく煙えんを立ち上らせていた。先程からバラバラとけたたましいホバリング音を轟とどろかせているヘリコプターはこの騒ぎを嗅かぎ付けてやってきたテレビ局か何かのものだろう。

「どうして僕はまだここに……!?」

「契約が解除された」

「契約を……解く……？」

　とても嫌な予感がした。

「あなたに破壊される直前、主あるじ自ら下僕しもべとしての契約を解除した。悪あく魔まが下僕を救うなど前例の無い行為」

　今自分がここにいる、生きている意味を知り、体が震える。

「ルゥ様はっ!?」

　良児は居ても立っても居られず、その場に立ち上がり周囲を見渡す。だが、瓦礫と倒とう木ぼくがあるばかりで人気はまったく無い。

　良児は目を皿のようにして何度も辺りを捜さがす。

　一人で助かったって意味が無い。二人じゃなきゃ意味が無い。どうしてそんな事をしたんだ……。

　潤うるむ瞳であの時の言葉を思い出す。

『無消業火は永劫にあらず、氷の炎なり。氷の炎は風に削られ、雨に溶解する。即ち、形あるもの潰えるものなり』

《ディアボロスプログラム、アンインストール完了》

　あれは確かにルゥの声。あれが契約を解除する言葉。あの寸前、彼女は彼女であったのだ。なのに……。

　この怒り、悔しさ、口くち惜おしさ、一体どこへぶつければいいのか？　彼女を追い詰めた終結者ターミネータか？　守り切れなかった自分自身か？

　ふと、両手に違和感を覚える。それは何かが指にまとわりついて滴したたるような感覚。

　両手を眼前に持ってくる。と、そこには指先から腕にかけて滴る赤い鮮せん血けつ……いや、鮮血のように流れる赤い文字列だった。

「こ、これは……」

　すぐに理解した。これは、ルゥの断だん片ぺん。ルゥの体を構成していた思念データの欠片が返り血を浴びたように指にまとわりついていたのだ。

「なんで……」

　ぶつける相手のいない理由無き怒りが込み上げてきて気が狂いそうになる。

　ワナワナと震える手。思念データが滴る掌てのひらにはもう契約の紋もん章しようは無い。

　その時、小刻みに震える指の合間の景色にぼんやりと何かを発見した。

　焦しよう点てんが合う。

　そして呼吸が急激に荒くなる。

「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」

　指の合間に見えるのは、森から道路へと続く境に設置されたガードレール。そのすぐ袂たもとに転がる小さな体。

　良児の足は自然とそこへ向かって歩み始めていた。

「どこへ」

　カナタの声が背後に聞こえる。だが、構わず進む。

　肢し体たいの側そばに取り付くと、良児の呼吸の荒さは最高潮に達した。それは呼吸をする為に生きているかのよう。

　良児の足下に横たわる体は、間違いなくルゥだった。

　彼女は眠るようにうつ伏ぶせに倒れていた。背中の羽は元通りの白い二枚羽であったが、背中の一部から全身にかけて放射状に赤い粒子の流れが走っている。そこは良児が弾はじいた胸の部分を丁度透すかした場所だ。

　良児は彼女の亡なき骸がらを抱だき抱かかえようと両手を伸ばす。

　彼女の柔やわ肌はだに良児の血ち塗ぬられた指先が触れようとしたその瞬間――




　ビシャッ




　体全体に軽い衝撃を受ける。

　ルゥの体は血ち飛沫しぶきを上げるように思念データの破片として飛び散り、良児の指の合間をすり抜けた。




　良児の体は真っ赤に染まる。




　浴びたように全身を伝う文字列は次し第だいに色を消し、姿を消し、何事も無かったかのように消え去る。

　両手の先にあったルゥの姿は跡あと形かたもなく無くなっていた。残されたのはそこからこぼれ落ちた愛用の短剣だけ。

「うああああああああああああっ！」

　全すべてが絶望に変わった。

　まだ、そこにルゥの肉体があっただけでも僅かな希望が良児の中にあったのだ。それが飛沫のように消えて無くなったのだから無理もない。地面に突っ伏ぷしながら声という声を出し尽くすとばかりに絶ぜつ叫きようする。

「なんで！　なんでだよっ!!」

　カナタが静かに佇たたずむ側で良児は、

　何度も

　何度も

　何度も

　地面を叩き続けた。










　それでも明日はやってくる。太陽という奴はなかなか気が利きかない。

　むかつくくらいに眩まぶしい朝日を毎日照らしてこの身を追い立てる。

　あんなことがあって数日、良児はただ漠ばく然ぜんと時の流れに身を任せて日々を送っていた。

　できることならこのまま家にずっと閉じ籠こもっていたい。そうしなければおかしくなりそうだったから。

　だが、家にいても彼女との思い出がそこかしこに染しみついていて、いるだけで辛つらくなってくる。

　彼女の使っていたマグカップ、食しよつ器き棚だなに並んだ対ついの皿や茶ちや碗わん。洗面所にある歯ブラシなどもそのままだ。

　そんな物達に追い出されるように良児は毎日学校にも行かず近所をただ当て所どなくほっつき歩いていた。しかしそうは言っても大体いつも同じ場所をぐるぐるとしているだけ。自分にとっての世界なんて所しよ詮せんはちっぽけなものだったのだと今更ながらに思い知らされる。

　良児は今日もフラフラと商店街を歩いていた。未いまだ先日の爪つめ痕あとが残るここは、ほとんどのお店がシャッターを閉め休業していた。結構破損した商店もあるが幸いなことに大体のお店がすぐに営業を再開できる程度の被害で済んでいた。

　世間的にはあの惨事を局地的な大竜巻と報じていた。それでみんなも納得していたし、そうであった方がいいと良児も思っていた。

　今はそこかしこで散乱した物を片付けたり、曲がった看板を修しゆう繕ぜんしたりしている人達が見受けられる。綾あや倉くら精肉店の前でも主人が空になったショーケースがどこか壊れていないかチェックをしていた。

　彼は良児の姿には気づいていない様子だったが、こちらからは声をかける気にはなれない。今は誰とも話す気力は無かったし、下手に話せば彼女の事を思い出しかねないからだ。

　良児は逃げるように裏路地へと入る。カビ臭くさい湿しめった空気の中をしばらく行くと、自然と足が止まった。

　そこは見覚えのある袋ふくろ小こう路じ。

　この場所は忘れるはずもない、彼女と初めて出会った場所だ。あの時悲鳴を聞きつけてここへこなければ彼女と会うことはなかった……。

　なんで僕はこんな所に立っているんだ……？

　体の芯しんは赤く焼いた鉄棒を差し込まれたように熱く、それでいて表層を覆おおう皮ひ膚ふは氷のように冷たい。変な汗あせが体中から噴ふき出してきて、慌あわてたように路地を引き返す。

　気がついたら薬やく師し神社の境けい内だい裏に立っていた。

　それがここ最近の良児の行動パターンだった。望んでいるわけでもなんでもない。無意識にいつもそれを繰り返し、気がつけば最後にいつもこの場所に立っていた。

「何やってるんだろ……僕」

　切り倒された樫かしの木が散乱する夕暮れ時の誰もいない境内に良児の声が虚むなしく響く。

　遊具はほとんどが吹き飛ばされてしまって何も残ってはいない。唯ゆい一いつ形を残していたのはパンダの形をした遊具。所々が欠けたそいつの上に腰掛け、彼女と共にシートを広げて座ったその場所を見つめる。

　そこで一緒に食べた弁当。そして互いに存在を確かめ合った場所。

　良児は思い出に耽ふけりながらおもむろに腰のポケットから短剣を取り出した。それはルゥが持っていた多具短剣タグダガー。

　ルゥはこれだけを残して消えてしまった……。

　木製のそれはかなり風化していて、お世辞にも綺き麗れいとは言い難がたいものだった。

「こんなものを後生大事に……僕は」

　もういなくなってしまった者にいつまでもすがるようでそれが情けなくも、惨みじめで……。

　途端に何かが込み上げてくる。

「うううっ……」

　突然、嗚お咽えつが口を突いて出る。肩が震え、呼吸が苦しくなる。

　そして涙が止まらない。

　思い出せば思い出すほど止めどなく涙が溢あふれてくる。

　そういえば、ルゥを失ってからまともに泣いた事は一度だってなかった。我が慢まんしていたのか、現実を受け入れていなかったのか、理由は分からない。だけど今、堰せきを切ったように悲しみが襲おそってきたのだ。

　また僕は一人ぼっち。

　僕だけ助かったって仕方がないのに、なんで？

　なんでそんな仕打ちを？

　大きな悲しみに覆おおわれ、それに押し潰つぶされ壊れそうになる。

　心がぎゅっと音を立てて萎しぼんだ。

　そんな時だった。

　手元の短剣が淡あわい光を発し、ブルルと微震動を始めたのだ。

「うわっ」

　良児は思わず手を離してしまい、短剣が地面に転がる。そして続けざまに、




　ピィーヒョロロロロ～ピィィィィ～ガァァァァァ～ッ




　と、どこからともなく……言うなれば空から、天から、そんな情けない音が聞こえてきたのだ。

「なんだ!?」

　良児は涙を拭ふくことすら忘れキョロキョロと上の方を見回す。

　この音、どこかで聞き覚えがある。そう思った直後、良児の眼前の空中に円形のスクリーンが表示される。

「うえっ!?」

　内円を一周するようにある四角。そしてそこに表記されている見覚えのある幾き何か学がく文字。

《ダウンロード完了予測時間、残り十秒》

　無機的な音声。

　これは、あれだ！

　記憶が蘇よみがえる。これはルゥの召しよう喚かんを真ま似ねて良児が同じような事をやった時に起きたあれだ。でも、あの時はとんでもない残り時間数だったが……いつの間にここまで時間を詰めたのか？

《ダウンロード完了まで残り五秒》

　今更何が召喚されるというのだろうか。

《四……三……二……》

　カウントは誰の意思にも左右されず進む。

《……一……〇！》

　僅わずかに空いていた円周の隙すき間まが最後の四角で埋められる。

《ダウンロード完了》

　途端、転がっていた短剣の切っ先から一筋の光が立ち上り、天に波紋を打った。それは緑光を放つ円サークルになり、そこから光のベールが舞い降りる。

《プログラム起動、再構築開始》

　それがきっかけだった。

　降り注ぐ光の筒つつに乗ってノイズが降ってくる。それは足あし下もとから次第に形を成していった。

「ま、まさか……!?　そんな……」

　良児はそれ以上は声にならなかった。

　ノイズは完全に形を整え、少女の容姿を作り上げる。

　黒い厚底ブーツ。

　黒いドレス。

　白い羽。

　赤い髪。

　それは、彼女以外の何物でもない。

　本当に彼女なのか？

　夢や幻ではないのか？

　信じられない光景に頭の中が正常な判断ができずにいる。

　でも気持ちは正直だった。嬉うれしさが込み上げ、次の瞬間には駆け出していた。

「ルゥ様！」

　良児が声を上げると同時に、元の姿に戻ったルゥは瞼まぶたを開いた。

「この、ばかちんがっ！」

「あいでっ」

　喜びの余り走り寄った良児にルゥの拳こぶしが右頬ほお目め掛がけてヒットする。

「な、なにするんですかっ！」

「え？　あれ？　ルゥ様はなんでこんな所に？」

　彼女は人を殴なぐっておきながら、状況が把は握あくできていないのか、しきりに辺りを見回す。

「とにかく、よかった。ほんとよかった、ルゥ様なんですよね？　ちゃんと生きてるんですよね？　ね？」

　赤らむ頬を押さえながら子犬のようにじゃれつくと、ルゥはそれが相当うざったかったのか良児の持っていた短剣を取り上げ、ハリセンに変化させて良児の後頭部を引っ叩ぱたく。

「あでっ！」

　スパーン、という軽快な音がして良児はじゃれつくのを止やめた。

「な、なんですか、いきなり！」

「あまり耳元で騒ぐな！」

「だ、だって……嬉しくてつい」

　突然のことで激しく騒ぎ立てたが、すぐに静けさが戻ってくる。

　良児は彼女を改めて見つめ直すと優しく顔を綻ほころばせた。

「な、なんだそのにやけた面つらは」

　戸と惑まどいながらそう言うルゥも終しまいには同じ笑みを浮かべていた。

　少し肌寒くなった夕暮れの中、茜あかね色いろを孕はらんだ空気を全身に浴びながら互いに存在を確かめ合う。

「お帰りなさい」

　そう言って良児はそっと手を差し出した。その手の上に小さくて柔やわらかい彼女の手が静かに重なる。

「……ただいま」

　ルゥは照れ臭そうに呟つぶやいた。







ＦＩＬＥ．ＮＥＸＴ　だから僕は追いかける







　ルゥが帰ってきて、そしてまた前のような学校生活が始まるのだと良りよう児じは何の気はなしに思っていた。実際に彼女は素知らぬ顔で隣となりの席に居い座すわっていたし、クラスメイトもそれに対して疑問は抱いだいていなかった。

　教室の前の戸が開いて担任の城じようヶが島しま先生が現れる。

「今日も生きてるか？　野や郎ろう共」

　彼女は女だてらにきっぷのいい口調で開口一番そう言い放った。

　無駄肉の無いスリムな体型。肩までの髪の毛の中でほくそ笑えむ顔はその表情に相反して整っている。見た目は女性らしい女性であるがサッカー部の顧こ問もんを精力的に務めたりと活発。それが城ヶ島千ち有あ里り、二十五歳。二年二組担任、国語教師である。

　そんな彼女の威い勢せいの良い挨あい拶さつで朝のホームルームが始まる。それがいつもの風景。

　だが、今日は少し違っていた。

　担任の後に続いて一人の小こ柄がらな少女が教きよう壇だんへと上ったのだ。

「えー、突然だがみんなに新しい仲間を紹しよう介かいする。では正まさ義よし君」

　促されて少女は教壇の中央に立ち、その白い顔を上げる。

　まさか……。

　良児の体にぞわぞわとしたものが駆け巡る。

　セーラー服に身を包んだ銀髪の彼女は静かに口を開く。

「正式名めい称しよう、対悪魔特務部隊権天プリンシパ使リテイーズ級抹まつ消しよう執しつ行こう使。別べつ称しよう、終ター……」

「カナタさん!?」

「民たみ蔵ぞうっ！」

　言い終わる前に良児とルゥは揃そろって声を上げた。

　突然立ち上がり声を張り上げた良児達もそうだが、意味不明な事を言い出したカナタにもクラス中の訝いぶかしむ視線が向けられる。

「おほんっ、あー……そうだな……正義、みんなに分かるように自己紹介してくれないか？」

　担任がそう言うとカナタは改めて仕切り直す。

「了りよう承しよう。人間界における汎はん用よう性せいと利便性を考こう慮りよした場合の名称は正まさ義よし彼方かなた。カナタと呼こ称しようすることを要求します」

「あ……そう、じゃあ……そのカナタさん。席に着いてくれるか？」

　担任が半ば諦あきらめ気味にそう告げると彼女は周囲の視線を浴びながら新しく置かれた席へと着く。一時間目は担任の科目だったのでそのまま授業が始まり、そして終わり、初めての休み時間がやってきた所で良児はカナタに無言で肩を叩たたかれ屋上に呼び出された。




「カナタさん、どうして」

　良児は二人きりになるなり率そつ直ちよくに疑問をぶつけた。だが返ってきた答えは、

「ルゥが再生した」

　という言葉だった。

　ルゥが消えた後、カナタが忽こつ然ぜんと姿を消していたのは知っていた。だがルゥ復活を知り、自分達の前に再び姿を現したということは彼女の目的はやはり……。

　良児の中に緊張が走った。

「まさか……」

　唾つばを飲み込む。

「抹消執行は中止」

「え？」

　予想していなかった事に肩かた透すかしを食くらう。

「それより聴ちよう取しゆしたい事じ項こうがある」

「聞きたい事……ですか？」

　良児は言い直した。いちいち言葉が固くて苦労する。

「何な故ぜ、ルゥは再生した。想定できる行こう為いは召喚を行使する事」

「ええ、しましたよ。でもそれは失敗して……」

「了承」

「了承……って、僕にも詳くわしく教えて下さいよ」

　ルゥが無事帰ってきたからいいものの未だ彼女が生せい還かんできた理由が分からないでいた。それが分からないままでは胸の中のもやもやが晴れずにいるようで何だか気持ちが悪い。

「本来、下僕しもべは召喚を扱あつかえる程の能力スペツクを保有してない。よってあなたの特とく殊しゆ能力、思念変換コンバートが効率的に働いた」

「どういう事ですか？」

「召喚は神魔界マテイマテイカに漂ひよう流りゆうしている思念データを集積し一つの形として結合させる事。悪あく魔ま程ほどの力を有していれば作製する物の思念データ種別を理解している。だけど、あなたは凡ぼん庸ような人間、物質が成立している構成など到底判断が付かない。設計図を見ずに家屋を建設するようなもの」

　カナタの言う通り、あの時は頭の中が一いつ杯ぱいで何をやっていいのかさっぱり分からなかった。

「しかし設計図が皆無であってもあなたはそれに相応する力を所持している。それが思念変換コンバート。召喚を行った時点でのあなたが有している記憶は私から逃とう走そうする時に使用した地面の構造記憶、またはルゥとの契約時に触れたルゥ自身の構造記憶」

　そうか、契約の時、頭の中に物もの凄すごい勢いで侵入してきたあの情報……あれはルゥ自身を構成する思念データの記憶そのものだったのだ。

「召喚時にその記憶を用いた可能性が大。しかしそれが可能であったとしても現実に同じ悪魔は二人も存在できない。上書きができない上、回線が梗こう塞そくしている為、待機時間が増大する。よって一体が消滅した直後からダウンロードが開始された。即すなわち無意識に保存思念バツクアツプを収得していたという事」

「バックアップ……」

　現実味の湧わかない言い方ではあったが、今のルゥは良児の知っているルゥであることには変わりはないようでほっとした。しかし良児の中にもう一つの疑問が生じる。彼女が前と変わらぬ彼女だというのならまた同じように大悪魔として覚醒してしまうのではないか？　そういった不安が生まれたのだ。

「大丈夫……なんですよね？」

　カナタも死し刑けい執しつ行こう人としての命でここに来たのではないと言った。だとすればなんらかの解決方法があるということなのか？　それとももうそんな心配はいらなくなったのか？

　そんな鬱うつ屈くつとした気持ちを知ってか、彼女は淡たん々たんと説明し始めた。

「あなたは監かん査さ対象として選ばれた」

　カナタは瞬まばたき一つせずそう告げる。

「あなたには悪魔の力を抑制する能力が備わっていると熾天院セラフイムセネテが判断した。しかし現状では未来に於おいて同様の結果を再現するだけ。だから監視する」

「僕達を、カナタさんが？」

　彼女はコクリと頷うなずく。

　その為に彼女はこんな格好までして転校生としてやってきたというのか。

「監査条件に於いて遵じゆん守しゆしなければならない事項がある。それは適度な悪性の解放と反存在との摩ま擦さつ」

　言われて良児は何となく理解した。

「それはあれですか……ちょっとした悪いた戯ずらを定期的に行ったり、たまにカナタさんと小こ競ぜり合いみたいなことをしなくてはいけないということですか」

「平易に言えばそう」

　良児はルゥと悪事を行った日々を思い返す。

　どれもこれも悪事と呼ぶには取るに足りない行為ばかり。それでもお人ひと好よしの良児にとっては色々とやきもきさせられたのも事実。

　でもそれくらいで彼女が彼女でいられるというのなら……。

　そんな風にして気持ちがどこかへ落ち着こうとしていたその時だった。

　突然、階下へと続く階段への扉が物凄い勢いで開かれたのだった。

「あーっんにゃろう！　こんな所にいたのか！」

　赤髪を猫ねこのように逆立てて憤ふん慨がいしながら現れたのはルゥだった。

「ルゥ様に内ない緒しよで勝手に消えたかと思ったら何をしている！　さては民蔵、良児にあらぬ入れ知ぢ恵えを施すつもりだったなっ！」

「欺ぎ罔もう行こう為いを否定する」

「ならば性しよう懲こりもなくまたルゥ様を狙ねらってきたのだろ！」

「現在の戦せん闘とう意思は皆無。攻撃があれば迎げい撃げきの用意有り」

「ぬぅぅ、理由はなんであれ、主に断り無く我が下僕を……」

　そこまで言ってルゥは口くち籠ごもってしまった。

　だがしばらくの沈黙の後、彼女は意を決したように顔を上げる。

「おい良児、契約するぞ！」

「え？」

「再びルゥ様の下僕になれと言っている！　何度も言わせるな」




　そうだった。




　僕は今は彼女の下僕でもなんでもなかった。もう彼女に振り回されたり、厄やつ介かいな運命を背負わなくてもいいのだ。それを断って逃げ出すこともできる。そうすれば平へい穏おんな学校生活が送れる。

　でも――

　それらを全すべて背負い込んでも尚なお、僕は彼女と共にいることを選びたい。彼女がいなければ僕は死んでいるのと変わりはないのだから。

　そう思えた。




　今度もうまくやれる、きっと。
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　良児は彼女に向かって無言で頷いた。

「今度こそぎったんぎったんにしてくれるわ」

　それを受けてルゥは指先をビシッとカナタに向けて宣戦すると、良児に向かって言う。

「おい、お前！　名前はなんという！」

「へっ？　いまさら何を？」

「いいから早く名前を言え！　ルゥ様は形から入るのだっ」

　赤髪がなびく。

　お淑しとやかで可か憐れんな容姿とは正反対な傲慢なこの性格。

　そうか……。

　今度ははっきりと言える。

「僕の名前は……」

　すっきりと晴れた秋空の下――

「僕の名前は花はな井い良児！」




　良児の左手は少女の柔らかい手に掴つかまれた――







あとがき







　小説はあとがきから読む派です。

　どうも初めまして藤谷あるです。この度は第三回ノベルジャパン大賞において大賞という身に余る栄誉をいただき大変恐縮しております。本当にありがとうございます。

　受賞の知らせを頂いた方の感想で、

『緊張で手が震えた』

『喜びのあまり夜も寝れなかった』

　などの言葉をよく目にしますが、普段から無感動屋の自分的には、

「いやいやいや、いくらなんでもそこまでは無い無い。いくら嬉しくてもさすがに体には出たりしないでしょ」

　と思っていました。

　でも、出るんですよ、ほんとに。

　その日はやばいくらい全く寝れませんでした。次の日になると内心は平常になるのですが、やっぱりどこかおかしい……。無意識にニヤニヤしてたり、普段やらないミスをおかしたり。改めて人間の不思議に触れたわけです。




　さて、話は変わって本作でありますが、特徴の一つに少しばかり変わった魔法の使い方があります。本編を既に読まれた方はもうご存じかと思いますが多少デジタルちっくです。それも旧世代のものがいくつか登場します。気付いた頃からパソコン少年崩れだった自分にとってはその頃のＰＣが最高だったと今でも思っています。ウィンドウズもインターネットも無い頃の時代です。あるのはコマンドプロンプトとパソコン通信でした。

　特にパソ通においては色々な草の根ネットを放浪したり、オフ会に参加したり、はたまたホスト局を開いちゃったり、電話（みかか）代に驚愕したり……。

　とにかくそんな懐かしい大好きだった時代をちょっとだけ拝借して作り上げたのがこの作品です。

　人生初めてのＰＣは祖父に買ってもらったものでした。それがなければ多分この作品も、今の自分も無かったと思います。そのぐらいパソコンは自分の中で大きな存在になっています。




　最後に月並みですが謝辞を。

　イラストレーターの葵さん、初めてルゥ様の姿を拝見した時の衝撃は忘れません。あまりに嬉しくて額に入れて神仏のように毎日拝んでおります。ありがとうございます。

　担当さん、そして編集部のみなさん、この作品を世に出せるのは紛れもなく皆様の御尽力あっての事、本当にいくら感謝してもしきれない思いでいっぱいです。ありがとうございます。執筆仲間、家族、友人、そしてこの本が出版されるまでに御力添え頂いた全ての方々へ。

　ありがとうございます。




　ああっ、そうです。一番感謝しなければいけない大切な人を忘れていました。

　この本を手に取っていただいた、あなた。

　ありがとう。

　そして、この本があなたの心に少しでも安らぎを与えてくれますように……。

　では、また。





二〇〇九年五月　吉日


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


藤谷ある先生／葵久美子先生
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